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法
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応元
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春

第

剛
號

論

説

フ
ァ
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シ

ズ

ム

の

實

相

ご

本

質

今

中

次

麿

一

問
題

の

内
容
及

び
範
囲

ニ

フ

ァ
ッ
シ
ズ
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穆

三

イ
タ

リ
ア

に
於

け
る

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相

イ

『
革

命
者
フ
ァ
ッ
シ
ォ
』

ロ

「
戦

翻
者

7
ア
ッ
シ
ォ
」

ハ

「
政
党

フ
ァ
ッ
シ
ス
タ
』

四
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け
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ァ
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ム
ざ
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ァ
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ム
の
本
質
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第

一
號
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(
A

一二
)

一二



プ
ア

ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
省
第

一
號
)

(
A

四
)

四

一

問

題

の

内

容

及

び
範
囲

こ

こ

に
論

ぜ

ん

・こ
す

る

私

の
問

題

は
、

現

時

一
般

に
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
な

る
観

念

の

下

に
考

へ
ら

れ

て

ゐ

る
運
動

の
、

實

相

噛こ
本
質

ε
を

明

に

せ
ん

・こ
す

る

に
あ

る
。

し

か
し

そ
れ

は
、

次

の
方

針

の
下

に
論

ぜ
ん

,こ
し

て

ゐ

る
の

で
あ

る

。

一
、

イ

タ

リ

ア

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
運
動
、

及

そ
れ

に
類

似

す

る
他

の
運
動

、

並

に
他

の

諸

邦

に
於

て
見

ら
れ

る
同

様

の
運

動

を
包

括

す

る
こ
と

。

二
、

そ

の
歴

史

的

記

述

に
あ

ら

ず

し

て
、

そ

の
政

治

學

的

研

究

で

あ

る
こ
と

。

三
、

右

の
立

場

か
ら

、
次

の
諸

鮎

を
明

に
し

た

い

こ
と

。

イ
、

い

か
な

る
種

類

の
運
動

を

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム

,こ
名

つ

く

べ
き

か
。

ロ
、

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
運
動

の
目

的

は
那

邊

に
あ

る

か
。

ハ
、

そ

の
現

實

的

主
張

,こ
實

質

的
効
果
と

が

合

致

す

る

や
否

や
、

又

は
現

に
合

致

し

て

ゐ

る

や
否

や
。

そ
し

て

,こ
く

に
、

資

本

主
義

噛・、
フ
.
.
シ
ズ

ム
,こ
の
關

聯

に
、

注

目

し

た

い

く
」
思

ふ
。



ニ

フ
ァ
ッ
シ

ズ

ム

の

名

稻

フ
・
ッ
シ
ズ

ム

(
F
a
s
c
i
s
m

)

,こ
云

ふ
呼

稔

は

、
英

語

の
褒

音

で
あ

る
。

ド

イ

ツ
語

で

は

フ
ァ
ッ
シ

ス

ム

ス

(
F
a
s
z
i
s
m
u
s

)

叉

は

フ

ァ
ス
チ

ス
ム

ス

(
F
a
s
z
i
s
m
u
s
）
と

云

ひ

℃

フ
ラ

ン

ス
語

で

は

フ
ァ
ッ
シ

ス

ム

(
F
a
s
c
i
s
m
e

)
と

云

ひ

、

ま

た

イ

タ

リ

ア
語

で

は

フ
ァ
ッ
シ

ス

モ

(
F
a
s
c
i
s
m
o

)

・こ
云

ふ
。

邦

語

で

こ

れ

を

『
民

族

的

社

會

主
義

』

・こ
課

す

べ
き

か

・こ
思

つ

て
ゐ

る
。

そ

の
語

源

は

『
結

束
』

,こ

云

ふ
イ
タ
リ
ア

語

フ
ァ
ッ
シ
ォ

(
F
a
s
c
i
o

)

か

ら

き

て

ゐ

る
こ
と

は
云

ふ
ま

で

も

な

い

が

,

し

か

し

現

今

で

は

、

具
體

的

な

イ

タ

リ

ア

の

フ
・
ッ
シ
・
運
動

の

主
張

の

み

を
指

す

の

で

な
く

、

も

つ
,こ
廣

い
意

味

に

用

ゐ

ら

れ

て

ゐ

る

。

そ

れ

に

つ
い

て

は

後

述

し

た

い
と

思

ふ

,こ
こ
ろ

で

あ

る
が

、

こ

の
イ
タ
リ
ア

の

フ
ァ
ッ
シ
ォ
と
云

ふ
呼

稔

が

、

更

に

さ

こ

か

ら
來

た

か

・こ
云

ふ

に
、

古

ロ
ー

マ
の

リ

ク

ト
ー

ル
(
L
i
c
t
o
r

)

噛こ
云

ふ
役

人

が

持

つ

て

ゐ

た

フ
ァ
シ
イ
ヤ

(
F
a
s
c
i
a

)

か

ら

き

て

ゐ

る
と

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
自

ら

云

つ
て

ゐ

る
。

(
註
)

(
註
)
M
a
j
o
r
 
J
.
 
S
.
 
B
u
r
n
e
s
,
 
F
a
s
c
i
s
m
,
 
L
o
n
d
o
n
 
1
9
3
1
,
 
P
.
 
1
3
.

フ
ァ
シ
イ
ヤ
と

云

ふ

の

は
、

上
記

の
如

く

、

リ

ク

ト

ー

ル
ーこ
云

ふ
役

人

の

持

つ

て
ゐ

た
棒

で

あ

つ
て

、

楡

の

木

の

束

ね

た

も

の

や
、

檸

σ

木

の
束

ね

た
も

の

で
あ

つ
て
、

そ

の
束

の
中

に
斧

が

は

さ

み
込

ま
れ

て
ゐ

る

の
で

あ

る
。

リ

ク

ト
ー

ル
と

云

ふ
役

人

は

、

こ

れ

を

か

つ
い
で
ロ

ー

マ
の

主

要

な

る
役

人

、

例

へ
ば

コ

ン

ス

ル
ズ

ε

か
、

デ

ィ
ク

タ

ト
ー

ル

ーこ
か

の

お
伴

を
す

る
の

が

儀

式

で
あ

つ

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

五
)

五



プ
ア

ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號

)

(
A

六
)

六

た

。

そ
れ

は
道

を
清

め

る

,こ
云

ふ
意

味

だ

つ
た

さ
う

で

あ

る
。

そ

の
外

,

裁

判

の

ーこ
き

に
も

、

罪

を
清

め

る

ε
云

ふ
意

味

で

用

ゐ

ら

れ

た
ら

し

い
。

か

や
う

な

古

制

か
ら

こ

の
語

は
起

つ
て

ゐ

る

の

で
あ

つ
て
、
イ
タ
リ
ア

固

有

の

も

の
と

考

へ
る
こ
と

が

で

き

る
。

故

に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
-三

ム
ふ
呼
称

は

、

イ

タ

リ

ア
人

に

,こ
つ
て

は

、

決

し

て
耳

新

し

い
も

の
で

な

か

つ
た

。

し

か

る

に
こ

の

語

が

、

一

九

一
四
年

に

ム
ッ
ソ

リ

ニ
に
よ

つ
て
"
F
a
s
c
i
 
d
'
A
 
z
i
o
n
e
 
R
i
v
o
l
u
z
i
o
n
a
r
i
a
"

云

ふ
團
體
運
動

の
呼
称
と

し

て
表

現

せ

ら
れ

る

や
う

に
な

る
ま

で

、
イ
タ
リ
ア

に
於

て

は

一
般

に
、

地

方

的

な

革

命
運
動

の
團
體

に
対
し

て

用

ひ

ら

れ

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。

一
九

一
四

年

の
ム
ッ
ソ
リ
ニ

の

團
罷

は

、

イ

タ

リ

ア
の
聯

合

國

側

へ
の

参

戦

を

目

的

・こ
し

た

も

の

で

あ

つ
た

が

、

休

戦

後

に

は
、

こ

の
團
體

が

改

造

さ
れ

で
、
参

戦

者

の
民

族

主

義

運
動

に
な

つ
た

。

す

な

は
ち

一
九

一
九

年

の

三
月
頃

に
は

、

北

部

イ

タ

リ

ア
諸

地

方

に

『
参

戦

者

同

盟

」
F
a
s
c
i
o
 
 
d
e
i
 
C
o
m
b
a
t
t
a
n
t
i

の
勢

力

が

盛

に
な

り
、

遽

に

ム
ッ
ソ

リ

ニ
の
"
F
a
s
c
i
 
d
i
 
C
o
m
b
a
t
t
i
m
e
n
t
o
"

が

成

立
す

る

に
至

つ
た

の
で

あ

る
。

故

に

フ
ァ
.
シ
。
の

呼
稔

の

起
源

が
、

純

然

た

る

イ

タ

リ

ア
固

有

の
も

の

で
あ

つ
た
こ
と

は
、

こ

れ

で
明

白

で
あ

る

。

し

か

し

な
が

ら

今

日
で

は
、

こ
れ

ーこ
同

じ

や
う

な
運
動

,こ
運
動

理

論

、

並

に
同

じ

や
う

な

社

會

的

傾

向

が

、

諸

國

に
見

ら

れ

る
や
う

に

な

つ
た

た

め

に
、

現

今

で

は
最

早

こ

の

運
動

,こ
こ

の
理

論

を
、

イ

タ

リ

ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ォ
の

み

に
限

る

こ

・こ
が

で

き

な

い

や
う

に
な

つ
た

の

で

あ

る
。



フ
ァ
..
シ

ス

ト
の

一
人

で
あ

る

ゼ

イ

ム

ス
ーー

ス
ト

ラ

。
チ
イ

"

バ

ア
ネ

ス
自

ら

云

つ
て
ゐ

る
。

『
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
は
、

種

々
の
歴

史

的

、

及

び

心

理

的

理

由

か

ら

、
イ
タ
リ
ア

に
最

初

に
勃
興

し

た

の
で

あ

つ
た

が

、

し

か

し

そ

の
観

念

は
す

で

に
、

全
世

界

的
運
動

,こ
し

て

成

熟

し

つ

・
あ

る
果

實
と
し
て

叙

述

せ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

』
(
叩謹
)

(
註

)
B
a
r
n
e
s
,
 
F
a
s
c
i
s
m
,
 
P
.
 
1
1
;
 
a
l
s
o
 
 
c
f
.
 
t
h
e
 
U
n
i
v
e
r
s
a
l
 
A
s
p
e
c
t
s
 
o
f
 
F
a
s
c
i
s
m
 
o
f
'
 
J
.
 
S
.
 
B
a
r
n
e
s
,
 
L
o
n
d
o
n
 
1
9
2
8
.

.

-、し
述

べ

て
を

つ
て
、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
は

一
般

に
、

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
運
動

を

,
イ
タ
リ
ア

の

み

の
運
動

ε

は

、

考

へ
て

ゐ

な

い

の
で

あ

る
。

(
註
)

(
註
)

「
九

一
九
年
の
プ
ア
ツ
シ
オ
の
綱
領
に
よ
れ
ば
、
次

の
如
く
、

イ
タ
リ
ア
の
プ
ア
ツ
シ
オ
は
、

世
界
フ
ア
ッ
シ
オ
運
動

の
一

翼
で
あ
る
こ
と
に

な

つ
て
を
り
、
ス
イ
ス
の
ラ
ク
ザ

ン
ヌ
に
は

.
C
i
n
e
f
すな
は
ち

『
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
研
究
國
際
中
央
局
』

(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
n
t
r
e
 
o
f
 
F
a
s
c
i
s
t

S
t
u
d
i
e
s

)
が
あ
つ
て
、
各
國

の
學
者
を
網
羅
し
て
ゐ
る
。

後
出

一
九

「
九
年

に
於
け
る

『
戦
闘
者
プ
ア
ツ
シ
オ
」

の
綱
領
第
一
條
参
照

の
こ
ざ
。

(
A
n
g
e
l
i
c
a
 
B
a
l
a
b
a
n
o
f
f
,
 
W
e
s
e
n
 
a
n
d
 
W
e
r
d
e
g
a
n
g
 
d
e
s
 
i
t
a
l
i
e
n
i
s
c
h
e
n
 
F
a
s
c
i
s
m
u
s
,
 
W
i
e
n
 
u
.
 
L
e
i
p
z
i
g
 
1
P
3
1
,
 
S
.
 
2
5
1
;
 
C
o
n
t
e
m

p
o
r
a
r
y
 
R
e
v
i
e
w
,
 
S
e
p
t
.
 
1
9
3
1
,
 
P
P
.
 
3
2
2
-
3
2
3
.

)

但

し
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

以

外

の
學

者

の
う

ち

に
な

、

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
を

、

イ

タ

リ

ア
特

有

の
運
動
と

見

、

イ

タ

リ

ア
固

有

の
環

境

か

ら

生

れ

た

も

の

ε
考

へ
や
う

く
」
す

る
も

の
が

あ

る
。

(
註
)

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
脱
)

(
A

七
)

七



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
霧
第

唱
號
)

(
A

八
)

八

(
註
)
F
r
e
d
 
B
.
 
H
a
r
d
t
 
 
'
 
I
I
e
r
n
i
a
n
n
 
S
a
c
h
e
r
,
 
S
t
a
a
t
s
l
e
x
i
k
o
n
,
 
V
.
 
A
n
f
.
 
I
.
 
B
d
.
 
1
9
2
6
.
 
(
S
S
.
 
1
8
0
4
-
1
8
1
2
)

に
よ
せ
た
項
目

『
プ
ア
ス
チ
ス

ム
ス
」
の
う
ち
で
、

「
プ
ア
ス
チ
ス

ム
ス
は
、,
欧
洲
戦
後

の
現
象

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
く
に
イ
タ
コ
ア
に
於
け
る
観
念
で
あ
る
o
そ

の
基
礎

に
は
、

鰍
洲

一
般
の
政
治
的
1

ず
な
は
ち
民
族
主
義
の
強
化
-

國
法
的
1

す
な
は
ち
議
會
主
義
の
頽
震
か
ら
必
然
に
生
れ
て
き
た
躍
固
な
る
國
家
隈
力

の
要
求
ー

及
び
社
會
學
的
1

ず
な
は
ち
資
本
ざ
労
働
ざ
の
纒
濟
的
劃
立
は
.
政
党
政
治
的
支
配
の
下
に
置
か
れ
だ
る
階
級
闘
弔
の
形
式
で
は
、
解

決
す
る
こ
ざ
を
得
ず
、
超
越
的
な
國
家
全
体
の
編
祉
の
見
地
か
ら
調
和
さ
れ
る
外
に
方
法
は
な
い
ー

ざ
云
ふ
や
う
な
時
代
的
潮
流
が
横
は
つ
て
ゐ

る
。
か
や
う
な
欧
州

の
思
想
界
か
ら
、
プ
ア
ス
チ
ス
ム
ス
の
他

の
諸
國

へ
の
反
響
が
お
の
つ
か
ら
説
明

さ
れ
る
が
、

ざ
く
に
イ
タ
リ
ア
に
現
は
れ
た
様

相
そ
の
も

の
か
ら
見
る
ざ
、

し
か
し
プ
ア
ス
チ
ス
ム
ス
が
イ
タ
リ
ア
以
外
に
存
立
し
得
る
さ
は
考

へ
ら
れ
な
い
o

」

二

八
〇
四
頁
)
さ
述

べ
て
ゐ
る
。

も
と

よ

り

各

國

家

に

そ
れ

ぞ

れ

特

有

の
環

境

は
あ

る
が

、

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
運
動

を
イ
タ
リ
ア

特

有

の
現

象

・こ
見

る
見

解

は
、

あ

ま

り

に
独

す

ぎ

る

,こ
思

は
れ

る

。
私

共

は

今

日

で

は
す

で

に
、

イ

タ

リ

ア
以
外

に
発
生

し

つ

・
あ

る
同

じ

や
う

な
、

本

質

的

に
な

に

ら
の

差
異

の

な

い

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
運
動

を

見

る

こ

ご
が

で

き

る

の

で
あ

る
。

但

し

そ

の
運
動

そ
れ

自

膣

,こ
し

て
、

フ
ァ
ッ
シ
ォ
と
呼

ば

れ

て

ゐ

る

も

の

は

、

一
九

二

五
年

十

一
月

十

一
日

の
休

戦

記

念

日

に
結
窯

式

を
あ

げ
、

ヂ
ョ
ル
ヂ
＝

ヴ
ァ

ロ
ア

(
e
o
r
g
e
s
 
V
a
l
o
i
s

)

を
指

導

者

ε
す

る

フ
ラ

ン

ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

、

す

な

は
ち

フ

ェ
ー

ソ

オ
、

"
L
e
 
F
a
i
s
c
e
a
u
 
d
e
s
 
C
o
m
b
a
t
t
a
n
t
s
 
e
t
 
d
e
s
 
P
r
o
d
u
c
t
e
u
r
s
.
"

(
註
)
及

び

オ
ー

ス

ト

リ

ア
そ

の

他

に
於

け

る

イ

タ

リ

ア

・
フ
ァ
ッ
シ

ス



ト
の
國
際
的
支
派
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
つ
て
、
そ
の
他
の
も
の
は
馳
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
呼
稔
を
用
ひ
て
ゐ

る
。

(註

)

フ
ラ

ン
ス
の
フ

エ
ー
ソ
オ
、
1

指
導
よ
ろ
し
き
を
得
な
か
つ
た
た
め
さ
云
は
れ
て
ゐ
る
が
ー
ー

む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
趾
曾
的
環
境
の
影
響
ざ
考

へ
ら
れ
る
点

も
多
大
で
あ

つ
た
ざ
思
は
れ
ー

今
日
で
は
遽
に
失
敗

に
臨
し
て
ゐ
る
だ
認
め
ら
れ
る
が
。

一
時
は
日
刊
新
聞

「
新
世
紀
」

部
長

を
登
刊
し
、
総
裁
ヴ
ア
ロ
ア
の
下
に
副
網
裁

の
子
)
及
び
書
記
長

は
変

名
で

あ

つ
て

、
本
名

を
ア

ル
フ

レ
ッ
ド
甘

ヂ

ヨ
ル
ヂ
酵
グ

レ

ッ
サ

ン
ト

幹
事
長

宣
傳

が
あ
つ
た
。
ヂ
ョ
ル
ヂ
H
ヴ
ア

ロ
ア
ざ
云
ふ
の

ざ
云
ひ
、
一
八
七
八
年
生
れ
で
あ
る
c

青
年
時
代
は
ア
ナ
ル
キ
ス
ト
で
あ
り
、

事
務
家
出
身
で
あ
る
が
、
後
ア
ク
シ
ヨ

ン
ーー
フ
ラ

ン
セ
!
ズ
の
窯
員
ざ
な
り
、
著
述
家
ざ
し
て
立
ち
、
重
要
な

る
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
。

一
九
二
五
年
二
月
二
十
六
日
、
週
刊

『
新
世
紀
」

の
議
刊
ざ
共
に
、
そ
の
圭
筆
に
お
さ
れ
、
フ

エ
ー
ソ
オ
の
結
窯
ざ
共

に
そ

の
縛
裁
ざ
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
彼

に
は
多
数

の
著
述
が
あ
る
が
、

な
泣
は
注
目
ず
べ
き
も
の
ざ
思
は
れ
る
o
そ
の
構
成
員
や
綱
領

に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
や
う
o

外
務
省
編
纂

・

客
國

の
政
党

(
昭
和

二
年
版
)
七
六
九
ー
七
七
三
頁
)

故
に
私
共
は
、
そ
の
運
動

の
名
称

の
如
何
を
問
は
ず
、
運
動

内
容
の
實
質

に
つ
い
て
槻
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

「
號
)

(
A

九
)

九

(L
e  N

ou

veau Sleek)

Philippe B
arres (M

aurice B
arres

Jacques A
rthuys (b. 1894)

Serge A
ndre (b. 1890)

A
ndre d'H

um
ieres (b. 1887)'

(A
lfred G

( orges G
 resscnt)

L
'E

conom
ie N

ouvelle, 1925; L
'E

tat, les Finances et M
onaie, 192

5; L
a R

,evolution N
ationale, 1924; L

a Politique de la V
ictoire, 1925; L

e Fascism
e, 1927; L

'E
tat syndical et la repre

sentation corporntive, 1927.
(Survey of

Fascism
, ed. by Intern. C

entre of Fascist Studies, V
ol. I. PP. 194-195; E

uropa Y
ear B

ook 1929, P. 169;



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
省
第

一
號
)

(
A

↓
0
)

一
〇

三

イ

タ

リ

ア
に
於

け

る

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の

本
質

イ
タ
リ
ア

の

フ
。
ッ
シ

ス

ト
の

十
工
張

も

、

そ

の

最

初

か

ら

こ

れ

を

見

る

ーこ
、
漸

次
変
化

し

て

き

た
や
う

で
あ

る
。

上

に
述

べ

た

や
う

に
,
フ
ァ
ッ
シ
。
は
最

初

、

欧

洲

大

戦

に
対
す

る
イ

タ

リ

ア
の
参

加

を
煽

動

す

る
運
動

で

あ

つ
た

。

し

か

し

一
九

一
九

年

以
後

に
於

て

は
、
講

和

條

約

に
対
す

る
反
対
運
動

,こ
な

つ
た

の

で

あ

る
。

從

つ
て

そ

の

間

、

お
の

つ

か

ら
主
張

の

内
容

に
変
化

が

生

ず

る

の

は
當

然

で
あ

る
。

し

か

も

そ
の

主

張

の
変
化

は

こ

れ
だ

け

に
止

ら

な

か

つ
た

の

で
あ

つ
て
、

一
九

二

二

年

十
月

以
降

、

フ
.
.
シ
。
が
政
権

を
獲

得

し

て

か

ら

も

、
政
権

の
實

際
運
用

上

の

必
要

か
ら

,

自

由
主

義

的

綱

領

を
採

り

容

れ

る

や
う

に
な

つ
た
こ
と
は

事

實

で

あ

る

。

し

た

が

つ
て

イ

タ

リ

ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ォ
の
主
張

す

る

,こ
こ

ろ

は

、

こ

れ

を
発

展
的

に
観

察

せ

ね
ば

な
ら

な

い
。

先

づ

こ
れ

を

三
期

に
分

つ
こ
と

は
、

上

述

の

立
場

か

ら
當

然

で
あ

ら

う

。

一

『
革

命

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
』

の

時

期

(
F
a
s
c
i
 
d
'
A
z
i
o
n
e
 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
i
a

)

二

『
戦
闘

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
』

の

時

期

(
F
a
s
c
i
 
d
i
 
C
o
m
b
a
t
t
i
m
e
n
t
o

)

三

『
政
党

フ
ァ
ッ
シ

ス
タ
」

の

時
期

(
P
a
r
t
i
t
o
 
F
a
s
c
i
s
t
a

)

・



イ

『
革

命

者

プ

ア
ッ

シ
ォ』ム

ッ
ソ
リ
ニ

が
社
會
党

機

關

紙

『
ア
ヴ
ァ
ン

テ
ィ
』
A
v
a
n
t
i)

,こ
分

れ

、

正

式

に
社
會
党

か

ら

追

は
れ

た

の

が

一
九

一
四

年

十

一

月

二

十

五

日

で
あ

つ
た
。

彼

が
黛

か
ら

追

は
れ

る

に
至

つ
た
動

機

は
,

社

會
蕪

の
非

戦

論
と

の
衝

突

で

あ

つ
た

。
彼

は
窯

を

去

る

に

あ

た

つ

て
『
君

ら

は
再

び

、

私

が

君

ら

ーこ
共

に
在

る
こ
と

を

見

る
だ

ら
う

。
ブ

ル
ヂ
ョ
ア
ジ

ー

は

決

し

て

参

戦

論

に
熱

心

で

あ

る
ーこ
思

つ

て

は
な

ら

ぬ
。

輕

卒

な

悪

口

・こ
非

難

・こ
は
差

控

へ
て
も

ら

い
た

い
。

プ

ロ

レ
タ

リ

ア
が

一
度

武

装

し

た

,こ
き

に
、

い

か

に

そ

れ

を

自

己

の

目

的

の
た

め

に
利

用

す

る
か

、

恐

る

べ
き

も

の
の

あ

る
こ
と

を

知

ら

ね
ば

な

ら

ぬ
。
社
會
党

の
黛

名
簿

か

ら

、

い

か

に
私

の
黛

籍

が

抹

殺

さ
れ

や
う

ーこ
も

、

君

ら
は

私

が

社

會

主
義

者

た

る
こ

ミ
を

禁

止

し

た

り
、

社

會

主
義

の
實

現
と

革

命

に
向

つ
て
の

、

私

の
仕

事

を

妨

げ

る
こ
と

は

で
き

な

い
の

で

あ

る
。
」

(
註
)

ミ
述

べ

て

ゐ

る
。

(
註

)
H
e
r
b
e
r
t
 
W
.
 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
M
a
k
i
n
g
 
t
h
e
 
F
a
s
c
i
s
t
 
S
i
a
t
e
,
 
N
e
w
 
Y
o
r
k
 
1
9
2
8
,
P
P
.
 
9
-
1
0
.

O
r
i
g
i
n
a
l
 
t
e
x
t
 
i
s
 
B
o
n
i
t
o
 
M
u
s
s
o
l
i
n
i
:
 
D
i
s
c
o
r
s
i
.

●

プ
ア

ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

一
一
)

一
一



プ
ア

ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

=

一)

周
二

更

に

『
ア
ヴ

ァ
ン
テ
ィ
』

時

代

の

ム
ッ
ソ
リ

ニ
の
論

陣

が
、

イ

タ

リ

ア
の
自

由

主

義

諸

新

聞

"
例

へ
ば
G
i
o
r
n
a
l
e
 
d
'
I
t
a
l
i
a
 
(
R
o
m
a
)

)

や
R
e
s
t
o
 
d
e
l
 
C
a
r
l
i
n
o
 
(
B
o
l
o
g
n
a
)

な

,ご
に
向

け

ら

れ

た
こ
と

は
、

云

ふ
ま

で

も

な

い
が

(註

一
)

『
ア
ヴ

ァ
ン
テ
ィ
』

ε

分
快

す

る

・こ
間

も

な
く

布

か

れ

る

や
う

に

な

つ
た

ム
ッ
ソ
リ

ニ
の
論

陣

『
ボ

ボ

ロ
H

デ
ィ
タ

リ

ア
』

(
P
o
p
o
l
o
 
d
'
I
t
a
l
i
a
,
 
M
i
l
a
n
o

)

の
論

敵

も

ま

た
、

イ

タ

リ

ア
第

一
流

の

大
ブ
ル
ヂ
ョ
ア

ジ

イ

の

新

聞

『
コ
リ

エ
ー

ル
ーー

デ

ラ
ーー

セ
ラ
」

(
C
o
r
r
i
e
r
e
 
d
e
l
l
a
 
S
e
r
a
,
 
M
i
l
a
n
o

)

で

あ

つ

た
。

こ
の

新

聞

の

主
筆

で
、

か

つ

『
イ

タ

リ

ア
自
由
党

」

首

領

な

る

ル
ヰ

ヂ

ーー

ア

ル

ペ

ル
テ
ィ
ニ
は
、

最

後

ま

で

元

老
院

に

於

て
、

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

立

法

に
反

抗

し

た

の

で

あ

つ
た

。
(
註

二
)

(
註

脚
)
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
 
9
.

(
帽謳
二
E
u
r
o
p
a
 
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
,
 
1
9
2
9
,
 
P
.
 
3
8
3
.

.

「
コ
リ

エ
ー
ル
＝
デ
ラ
＝
セ
ラ
」
は
、

一
九

二
五
年
フ
ア
ツ
シ
ス
ト
に
降
服
し
、

ア

ル
ベ
ル
テ
イ

二
は
追
ひ
出
さ
れ
だ
。

彼
に
代

つ
て
S
t
e
f
a
n
i

が

そ
の
後
の
後
援
者

ざ
な
ハ.
た
。

「
ボ
ポ
ロ
μ
デ
イ
タ
リ
ア
」
第

一
號
は
、

一
九

一
四
年
十

一
月
十
五
日
に
登
刊

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
か
ら
十
日
の
後

に
ム
ツ
ソ
リ

二
は
社
会

蕪
を
脱
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
形
式
的
な
脱
党

の
時
日
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ま
で
に
黛
は
、

ム
ツ
ソ
リ

ニ
に
論
議

・こ
辮
明
の

時
日
を
與

へ
て
ゐ
た
。

故

に
ム
ッ
ソ
リ
ニ

の
立
場

が

、

社

會

主

義

及

び

自

由
主
義

,こ
、

當

時

い
か

な

る
関
係

に
あ

つ
た

か

、

こ

れ

で

知

ら

れ

る
。

の

み

な



ら

ず

、

『
ポ

ボ

ロ
H

デ

ィ
タ

リ

ア
」

紙

は
、
"
I
I
 
P
o
p
o
l
o
 
 
d
'
I
t
a
l
i
a
,
 
a
 
S
o
c
i
a
l
i
s
t
 
l
l
a
i
l
y
"

す

な

は
ち

『
社
會
主
義

日

刊

』

・こ
云

ふ

名

稻

が

用

ひ

ら

れ

、
左

の

上

の
隅

に

は

「
鐵

を
有

す

る

も

の

は
、

パ

ン
を
持

つ
」
と

云

ふ
プ

ラ

ン

キ

の

一
句

・こ
,

右

の

上

の
隅

に

は

『
×

×
は
銃

劒

に
ょ

つ
て
基

礎

づ

け

ら
れ

る
観

念

で

あ

る
」

,こ
云

ふ

ナ

ポ

レ
オ

ン
の

一
句

が

記

さ
れ

て
ゐ

る
。

そ
し

て

『
勇

敢

』

,こ

題

さ

れ

た

そ

の

ム
.
ソ

リ

ニ
の

獲

刊

の
解

は

、

主

戦
論

に
外

な

ら
な

い

の

で

あ

る
が

、

次

の
如

く

述

べ
ら

れ

て

ゐ

る
。

『
若

し
も

第

二
次

的

な

輕

い
問

題

で

あ

る
な

ら

、

新
聞

を
獲

刊

す

る
ほ

さ

の

必

要

も
義

務

も

怒

じ

な

い
の

で

あ

る
が

、

し

か

し

今

や
、

保

守

的

社

會

主

義

を

持

す

る
中

立

論

者

が

い
か

や
う

に
主

張

す

る

,こ
も

、

そ

こ

に

は
解

決

せ

ら

れ

ね
ば

な

ら

な

い
恐

る

べ

き
問

題

が

存

在

し

て

ゐ

る
。

す

な

は
ち

欧

洲

社

曾

主
義

の
運
命

は
,

今

次

の
戦

争

の

獲

展
と

極

め

て
緊

密

な
関
係

を

有

し

て

ゐ

る
。

そ
れ

へ
の

無

閾

心

は
、

歴
史

及

び
生

活

,こ
無
關

心

で

あ

る

,こ
云

ふ
こ

・こ
で
あ

り

、

そ

れ

は

一
つ
の
反

動

的

態

度

で
あ

つ

て
、
社
會

×
×
を

持

ち

來

す

た

め

に
必
要

な

態

度

で

は
あ

り
得

な

い
。

確

に
在

り
得

な

い
!

×

×
的

イ

タ

リ

ア
の
社
会

主
義

者

た

ち

が

、

理
.性

で

そ

れ

を

い

か

に
考

へ
、

又

は
感

情

的

直

感

で

そ
れ

を

い

か

に
感

ず

る

ーこ
も

,

イ

タ

リ

ア
の
プ

ロ

レ
タ

リ

ア

に

よ

つ
て
叫

ば

る

べ
き

叫

び

が

、

何

も

の
で

な

く

て

は
な

ら

ぬ
か

を
、

彼

ら

は

知

つ
て
ゐ

る
。

中

立

は
社

會
主
義

の
學

理

た
り

得

な

い
。

…

…

…
」

(
註

)

(
註
)
H
.
 
W
.
 
S
c
h
n
,
,
l
c
l
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
 
2
5
7
.

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

=
號
)

(
A

=
二
)

=
二



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

叫
四
)

一
四

こ

の
時

代

に
於

け

る

ム
.
ソ

リ

ニ
の
参

戦
論
と

密

接

な
関
係

を
有

す

る
も

の

・こ
し

て
、

私

共

は
、
『
フ
ユ
ツ

リ

ス
モ
』

(
F
u
t
u
r
i
s
m
o

)

即

ち

未

來

派
と

、

『
ヴ

.
チ

ス

モ
」

(
V
o
c
i
s
m
o

)

即

ち

『
聲

」

ε

稻

す

る
運
動

、

及

び

そ

の
他

の

民

族
主
義

的

諸
運
動

、

す

な

は

ち

各

種

の

フ
ァ
ッ
シ
ォ
(
團
體

)

の
あ

つ
た
こ
と

を
忘

れ

て

は
な

ら

な

い
。

(註

)

(
註
)
M
a
r
g
h
e
r
i
t
a
 
G
.
 
S
a
r
f
a
t
t
i
,
 
T
h
e
 
L
i
f
e
 
o
f
 
B
e
n
i
t
o
 
M
u
s
s
o
l
i
n
i
,
 
t
r
a
n
s
l
,
 
b
y
 
F
r
e
d
e
r
i
c
 
W
h
y
t
e
,
 
L
o
n
d
o
n
 
1
9
2
7
.

S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
7
.

未

來

派

の
運
動

は
、

ミ

ラ

ノ
を
中

心

こ
し

、

マ
リ
ネ

ッ

テ
ィ
(
F
.
 
T
.
 
M
a
r
i
n
e
t
t
i
,
 
b
.
 
1
8
7
6
.

)

を
指

導

者
と

す

る
藝

術
運
動

で

あ

る

ーこ
共

に
,

政

治
運
動

で
も

あ

つ
た

。

そ
の
発
生

は
大

戦

前

に
湖

る

や
う

で

あ

る
が

,
大

戦
勃
発

以
後

は

,
と

く

に

イ

タ

リ

ア
の
参

戦

を

主

張

し

、
ム
ッ
ソ
リ
ニ

の
運
動

に
合

流

す

る

に
至

つ
た

。

し

か

し

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
が
政
権

を

獲

得

し

て

以

後

は

、

フ
ユ
ツ
リ

ス

モ
は

最

早

、

主

要

な

地

位

を

占

め

て

は
ゐ

な

い

。
二
訟
)

(
註
)

マ
リ
ネ

ッ
テ
イ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
文
學
関
係
者

の
團
体
た
る

『
十
人
學
院
』
(
A
c
a
d
e
m
y
 
o
f
 
t
h
e
 
T
e
n
.

)
の
総
裁
で
あ

つ
て
、
こ
の
フ

ユ
ッ
リ

ス
モ
の
運
動
は
大
載
前
か
ら
存
在

し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
載

の
勃
蛮
ざ
同
時
に
、
参
戦
主
義
の
政
治
運
動

に
乗
り
出
し
た
Q

一
九

一
四
年
九
月

ミ
ラ
ノ
の
廣
場
で
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
國
旗
を
焼
い
た
り
、
参
戦
の
示
威
運
動

を
や
つ
た
り
し
て
、

マ
リ
ネ
ッ

テ
イ
外

二
一二
の

同
志
は

捕
縛

さ
れ
た
o

(
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
C
i
t
.
 
P
.
8
;
 
E
u
r
o
p
a
 
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
:
 
M
a
r
i
n
e
t
t
i
.

)



マ
リ
ネ

.
テ
・
の
未

來

派

に
關

す

る
主

張

は
、

彼

の
論

文
集

『
未

來

派

,こ
フ
ァ
ッ
シ
ス

モ
」

(
F
u
t
u
r
i
s
m
o
 
e
 
F
a
s
c
i
s
m
o
.

)

に
於

て

見

る
こ

ご
が

で

き

る

の

で
あ

る
が

、

そ

の

う

ち

に
述

べ
ら

れ

て

ゐ

る
要

旨

は
,

大

膿

次

の

や
う

な
引

用

文

に
よ

つ
て
窺

ひ
知

る
こ
と

が

で

き

る

。
『
わ

れ

ら

の
詩

は
、

す

べ
て

の
慣

用

的
形

式

に
対
す

る
、

根

本

的

に
し

て

ま

た
徹

底

的

な

る
叛

逆

で

あ

る
。
詩

文

の

足

跡

は
掃

き

消

さ

れ

ね
ば

な

ら

ぬ

し

,
既

に
述

べ

ら
れ

た
言

葉

、こ
の

聯

關

は
、

立
ち

切

ら
れ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

そ
し

て

わ

れ

ら

の

璽

感

の

汽

闘

車

は
、

ひ

た
走

り

に
た
だ

、

こ
れ

か
ら

來

る
も

の

に
向

つ
て
、

限

り
な

き

新

し

き

も

の

,、旨
、

無

限

の

未

來

,・、
に
向

つ
て
獲

足

し

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ

。

た
だ

躍
調

な

日
常

の
競
争

よ
り

も

、

む
し

ろ
驚
異

的

な

出

來

事

こ

そ
、

わ

れ

ら

の

ま

ち

望

む

ー、、
こ

ろ

で

あ

る
。

わ

れ

ら

は
今

ま

で
鯨

り

に
久

し

く

、
詩

の
駅
長

・こ
,

句

拍

子

の
運
転

手

ε

に
、

我

慢

を

つ
づ

け

す

ぎ

た

。

そ
し

て
愚

に
も

韻

律

の
規

則

づ

く

め

の

時
間

表

を
、

そ

の

ま
ま
遵

奉

し

す

ぎ

た

の
で

あ

る
。
政

治

に
於

て

は
、

わ

れ

ら

は
、

か

の
徒

ら

に

賎

し

い

口
欲

の
椹

を
主

張

す

る
社

會
主
義

の
、

國

際

主

義

者

や
非

愛

國

主

義

者

,、、
異

る

や
う

に
、

ま

た
他

方

で

は

ス
リ
.
バ

ー、」

湯

タ

ン
ボ

に
よ

つ
て
象

徴

さ

れ

憂

こ
こ

ろ

の
、

憶

病

な
、

そ

し

て
信

侶

的

な
、

保

守

主

義

-、、
も

,

は

る

か

に
異

る

の
で

あ

る
。

大

き

な
境

界

内

に

於

け

る

、
民

族

の
あ

ら

ゆ

る
自

由

・こ
、

あ

ら

ゆ

る
発
展

!

わ
れ

ら

は
愛

國
主

義

ε
軍

國
主
義

・こ
を
支

持
す

る
。

わ

れ

ら

は

戦

ひ

の

歌

を
詠

ふ
。

そ
れ

は
世

界

の

唯

一
の
衛

生

學

で
あ

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

一
五
)

一
五



フ
ァ

ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

一
六
)

一
六

り

,

焼

き

つ
く

す

ーこ
こ

ろ

の

、
壮
麗

な

る
熱

情
と

諮

達

、

そ
し

て
英

雄
主
義

の

高
貴

な

る
沐

浴

で
あ

り

,

そ

れ

な

く

し

て

は
、

人

種

は
,

怠

惰

な

る
利

己
主
義

,こ
、

た

だ

生

き

ん

が

た

め

の
経
済

的

な
要

求

ご
,

そ

し

て
徒

ら

に
心

,こ
意

思

,こ
の
卑

俗

化

の

う

ち

に
、

深

き

眠

を
食

る
の

で

あ

る
。

…

…

:
』

(
註

一
)

か

や
う

に
、

そ
れ

は
精
神
運
動

で

あ

を
か

ら

、
藝

術

を

支
配

す

る

,こ
同

じ

や
う

に
、

ま

た
政

治
運
動

を

も

指
導

し

や
う

ーこ
す

る
。

そ

の
根

本

思

想

は

『
パ
ツ

セ
イ

ズ

ム
」

(
P
a
s
s
e
-
i
s
m

)

,こ

マ
ン

モ

ニ
ズ

ム

へ
の
反

抗

に

あ

つ
た
。

『
藝

術

に
於

け

る
過

去

の
信

仰
と

、

商

業

主
義

の

信

仰

、

こ
れ

は
我

國

を
荒
廃

せ

し

め

つ

つ
あ

る
、
恐

る

べ
き

、

二
大

流

行

病

で

あ

る
。

』

(註

二
)

ε
云

つ
て
ゐ

る
。

そ
し

て

そ
れ

は
平

和
主
義

,こ
事

な

か

れ

主
義

へ
の
反

逆

で
あ

つ
た
。

一
九

一
〇

年

六
月

二
十

六

日

ナ
ポ

リ
で

の

演

説

の
う

ち

に

は

『
す

べ
て

の
現

代

の
社
會

秩

序

は
、

す

で

に
虫

に
喰

は

れ
、

反

動

的

に

な

り

、

無
致

に
鯖

し

、

老

耗

し
、

そ

し

て
往

々
犯
罪

的

で

す

ら

あ

る
。

で

き

る
だ

け
早

く

、

そ

れ

は
排

棄

さ

る

べ
き

で
あ

る

。

』

(註

三
)

と
述

べ
ら

れ

て

ゐ

る
。



同
時
に
そ
れ
は
,

現
實
政
治
機
構
に
対
し

て
、

い
か
な
る
主
張
を
有
し
て
い
た
だ
ら
う
か
。

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
は
議
會
制
度
に
つ
い

て
、
か
う
云

つ
て
ゐ
る
。

『
議
曾
制
度
は
、
い
つ
こ
で
も
、
浪
費
的
形
式
で
あ
る
。
た
だ
幻
畳
的
に
、
最
大
多
数
の
政
治
的
参
與
を
認
め
て
ゐ
る
ーこ
云
ふ

鐵
で
、
少
し
ば
か
り
の
良
い
鮎
を
持

つ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
私
は
幻
豊
的
に
、
と
云

つ
た
。
そ
れ

は
い
か
に
選
む
か
を
知
ら

な
い
人
民
の
意
思
が
、
到
底
そ
の
代
議
士
に
ょ

つ
て
代
表
さ
れ
得

べ
き
も
の
で
な
い
ε
云
ふ
こ
と

は
,
す
で
に
証
明
し

つ
く
さ

れ
た
事
實
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
人
民
は
い
つ
も
政
治
の
圏
外
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
に
も
か
か
は
ら
ず
、
人
民
が
、
議
會
制
度

に
命
を
か
け
て
ゐ
る
こ
と
も
ま
た
事
實
で
あ
る
。
民
衆
の
誇
は
、
選
挙

に
あ
た

つ
て
高
揚
し
、
個
人
の
規
定
は
、
代
議
政
治
の

観
念
,こ
共
に
、
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
観
念
は
、
完
全
に
知
能
の
評
価

を
誤
り
、
雄
辮
の
特
権

を
ほ
う
つ
も
な
く
重

ん
じ
す
ぎ
た
。
そ
れ
か
ら
生
ず
る
不
幸
な
る
結
果
が
、
日
日
に
堆
積
し

つ
つ
あ
る
。

故

に
私
は
、
婦
人
の
攻
勢
的
参
政
運
動

に
、
期
待
を
持

つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
私
共
は
,
よ
り
縁

へ
■き
れ
な
い
、
そ
し
て
よ
り

効
果

的
な
爆
藥
を
、
何
塵
に
見
出
し
う
る
だ
ら
、フ
か
?

欧
洲
の
殆
ん
3
す
べ
て
の
議
會
は
、

や
か
ま
し
い
鶏
小
舎
で
あ
り
、

馬
小
屋
で
あ
り
、
貧
民
窟
で
あ
る
。
議
會
の
本
質
的
原
則
は
、

二

)
金
銭
、
す
な
は
ち
腐
敗
者
、
及
び
狡
猜
、
す
な
は
ち
籠

絡
者
,
そ
れ
な
し
に
は
議
席
は
獲
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、

(
二
)
饒
舌
的
能
辮
,
誇
大
盲
想
,
誇
張
的
言
僻
の
勝
利
、

ニ
グ

ロ

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
・こ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

一
七
)

一
七



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
さ
本
質

(第

コ
巻
第

一
號
)

(
A

一
八
)

一
八

の
ド
ラ
、
幻
豊
的
行
爲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
力
が
、
法
律
家
た
ち
の
群
た
る
議
會
全
髄
を
支
配
し
て
ゐ
る
9
…

…
…
…
そ
の
結
果
と

し
て
全
國
民
は
、
法
,こ
云
ふ
し
な
や
か
な
道
具
で
、
馬
鹿
者
た
ち
の
罠
を
作
る
の
に
忙
し
い
正
義
の
造
築

者
ら
の
、
意
の
ま
ま
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。

故

に
わ
れ
ら
は
、
婦
人
に
投
票
標
堰
を
與

へ
る
こ
と
を
急
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
…
」
(註
四
)

こ
れ
は

一
九

一
〇
年
に
於
け
る
,
婦
人
参
政
運
動

へ
の
言
葉
で
あ

つ
た
が
、
彼
が
、
議
曾
政
治
に
反
饗
で
あ
る
こ
と

は
、
こ
れ
で
明

白
で
あ
る
。

翌

一
九

二

年

二

九

一
八
年

に
も
反
覆
さ
れ
た
)
の

マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
言
葉
の
う
ち
に
は
、
更
に
要
約

的
に
、
未
來
派
の
政
治
的

綱
領
が
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
否
、
イ
タ
リ
ア
の
人
民

は
貧
し
く
な
い
。
わ
れ
ら
未
來
派
は
,
イ
タ
リ
ア
人
民
が
世
界
に
於
て
最

も
富
め
る
こ
と

を
確
信
す

る
。
イ
タ
リ
ア
人
は
、
博
物
館
に
充
ち
充
ち
て
ゐ
る
租
先
傳
來
の
藝
術
品
よ
り
な
る
、
無
数
の
、
未
だ
利
用
せ
ら
れ
ざ
る
資
本

を
所
有
し
て
ゐ
る
。
私
共
は
、
政
府
が
こ
の
傳
來
的
藝
術
品
を
,
徐

々
に
、
ま
た
深
重
に
、
売
却

す

る
こ
噛こ
を
、
何
ら
の
就
着

も
な
く
、
提
議
す
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
フ
ィ
チ
や
ピ
テ
ィ
美
術
館
だ
け
で
も
十
億
リ
ラ
に
上
る
で
あ
ら
う
。
從

つ
て

イ
タ
リ
ア

は
、
数
年
な
ら
ず
し
て
富
裕
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ー



二

)
世
界
最
大
の
艦
隊
を
作
り
、

(
二
)
現
在
の
四
倍
の
陸
軍
を
持
ち
、

(
三
)
世
界
最
大
の
船
小
除
を
作
り
、

(
四
)
内

海
航
路
の
大
體
系

を
完
成
し
、

(
五
)
す
べ
て
の
現
存
産
業
の
能
率
を
極
度
に
引
き
あ
.げ
,
現
に
飲
げ
た
る
も
の
は
新

に
こ
れ

を
創
立
し
、

(
六
)
最
高
の
地
代
を
あ
げ
る
ま
で
に
農
業
を
改
革
し
、

マ
ラ
リ
ア
流
行
地
方
の
衛
生

を
完
備
し
、

(七
)
無
教

育
者
を
完
全
に
絶
滅
し
、

(
八
)
少
く
も
二
十
ヶ
年
間
、
租
税
の
す
べ
て
を
免
除
す
る
」
(註
五
)

とま
こ
と

に
景
氣
の
よ
い
こ
と
を
述

べ
て
ゐ
る
。

し
か
し
こ
の
未
來
派
の
綱
領
は
、

ム
ッ
ソ
リ
ニ
の

『
革
命
者
フ
ァ
ッ
シ
ォ』
唱こ
全
く
同

一
だ
,こ
云
ふ
わ
け
で

は
な
か

つ
た
。
前
者
は
寧

ろ
、
古
い
型
の
民
族
主
義

に
近
く
、
社
會
主
義

的
綱
領
を
持

つ
て
ゐ
な
い
。
そ
れ
は
た
だ

一
般
の
國
梓
主
義
が
傳
統
的
復
古
主
義
で

あ
る
の
,こ
異
り
、

『
パ
ッ
セ
イ
ズ

ム
』
を
、
す
な
は
ち
過
去
璽
重
主
義
を
排
斥
す
る
鮎
で
、

特
色
を
持

つ
て
ゐ
る
け
れ
,こ
も
,
そ
の

他
の
鮎
で
は
そ
れ
ーこ
異
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

未
栗
派
の
蓮
勘
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ニ
の
参
戦
運
動

の

立
場
,こ
少
し
く
異

つ
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。
故

に

一
九

一
五
年
十
二
月
の

マ
リ
、不
.
テ
ィ
の
言
の
う
ち
に
は
、
次
の
や
う
な
イ
タ
リ
ア
國
梓
主
義
が
述

べ
ら
れ
て

ゐ
る
。『

…
…
…
す
べ
て
の
こ
の
事
實
は
、
再
び
私
共
に
次
の
確
信
を
與

へ
る
。
す
な
は
ち

(
一
)
イ
タ
リ
ア

人
は
そ
の
創
造
的
天
才

に
於
て
,

(
二
)
良
い
弾
力
性
を
持

つ
て
ゐ
る
鮎
に
於
て
、

(
三
)
そ

の

膿
力
,
そ
の
敏
捷
さ
及
び

そ
の
忍
耐
力
に

於
て
,

.

プ
ア

ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

一
九

)

叫
九



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

二
〇
)

二
〇

(
四
)

刺

戟

,
暴

力

及

び
自

暴

自
棄

、こ
の
闘

争

力

に

於

て
、

(
五

)
戦

争

に

於

け

る
自

重
と

深

謀

,・し
に
於

て
、

(
六

)

血

で
・銭

ミ

に

よ

つ
て
養

は

れ

た

る

イ

タ

リ

ア
民

族

の
詩

的

情

想

,こ
倫

理

的
教

養

に

於

で
、

い

か

な

る
人

民

も

並
ぶ

も

の
が

な

い
。

イ
タ
リ
ア

人

よ

。

君

ら

は
イ

タ

リ

ア
の

慢

の

を

,

す

べ

て

の

事

實

に
於

け

る
イ

タ

リ

ア
人

の
優

越

の
確

立

に
ま

で

、

作

り
あ

げ

ね
ば

な

ら

ぬ
。

…

…

…

』

(註

六
)

(註
一

)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
 
2
6
0
-
2
6
1
.
 
(
P
a
r
t
 
1
.
 
N
o
.
 
3
.
)

(
註
二
)

全
上

・
二
六
〇
頁

(註

三
)

全
上

●
二
山ハ
一二
頁

(
註
四
)

全
上

・
二
六

二
頁

(
詫

五
)

全
上

●
二
六
六
-
二
六
七
頁

(
註
六
)

全
上

●
二
六
九
頁

未
來
派
ざ
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
ざ
の
合
流
は
、

一
九

}
九
年
十
月
に
は
出
來
あ
が

つ
て
ゐ
沈
こ
ざ
が
明
白
で
あ
る
。
こ
の
時
フ
イ
レ
ン
ツ
エ
の
プ
ア
ツ
シ
ス

ト
大
會
で

マ
リ
ネ

ッ
テ
イ
が
演
説
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の
言
葉

に
よ
つ
て
こ
れ
を
知
る
ご
ざ
が
で
き
る
。
ま
た

一
九

一
九
年
の
選
挙
に
は
、
ず
で
に

マ
リ

ネ
ッ
テ
イ
も

ミ
ラ
ノ
に
於
け
る
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
候
補
者
ざ
し
て
立

つ
て
ゐ
る
。

一
九

一
九
年
の
フ
ゴ

レ
ン
ツ
エ
の
演
説
で
、
プ
ア

ッ
シ
ス
ト
の
元
老

院
腰
止
に
賛
成
し
て
ゐ
る
。
未
來
派
ざ
し
て
か
や
う
な
傳
統
的
機
構
に
反
対
な
の
は
當
然
で
あ
る
。

(
全
上

。
二
七
〇
1

二
七

一
頁
)



次

に

「
ヴ
ォ
チ

ス

モ
」

に

つ
い

て
述

べ
ね

ば

な
ら

ぬ
。

ヴ
ォ
チ

ス

モ
ーこ
云

ふ
の

は
、
タ

ス
カ

ニ
ア
の
文

學

者

ギ

ウ

ゼ
。
ぺ

1ー

プ

レ
ッ
ツ
ォ

リ

ニ

(
G
i
u
s
e
p
p
e
 
P
r
e
z
z
o
l
i
n
i

)

及

び

キ

リ

ス
ト
傳

の

著

者
と

し

て
知

ら

れ

た
ギ

オ
バ

ニ
H

パ

ビ

ニ

(
G
i
o
v
a
n
i
 
P
a
p
i
n
i

)
ら

に
よ

る
、

フ
ィ
レ
ン

ッ
ェ
を

中

心

こ
す

る
運
動

で
あ

つ
た

が

、

機

醐

紙

『
ヴ

ォ
ー

ツ
ェ
」

(
V
o
c
e)
す

な

は
ち

『
聲

」

,こ
云

ふ
雑

誌

を
、

フ
ィ

レ

ン

ツ
ェ
か

ら

出

し

て

ゐ

る

。

こ

の
運
動

に

つ
い

て

は
、

私

は
多

く

の

語

る

べ

き
資

料

を
持

た
な

い
が

、

そ

れ
が

欧

洲

大

戦

前

か

ら

あ

つ
た
軍

國

主
義

的

國

梓

主

義

者

の
團
體

で
、

大

戦

中

参

戦

論

を
十
工
張

し

つ

つ
あ

つ
た
こ
と

は
明

で
あ

る
。

(註
)

(
註
)

こ
の
運
動
が
載
前
か
ら
圭
載
論
で
あ
つ
だ
こ
ざ
は
、

一
九

『
四
年
四
月

二
十
八
H

の

『
聲
」

に
揚
け
ら
れ
た

一
つ
の

プ
レ
ツ
ツ
オ
リ

ニ
の
論
文

に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
。
丁
度
當
時
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
メ
キ
シ
コ
ざ
の
戦

雫
に
対
し
て
國
際
平
和
を
論
じ
た
の
で
あ

つ
だ
が
、
プ

レ
ツ
ツ
オ
リ

ニ
は

「
世
界

協
調
』
ざ
云
ふ
論
文
を
書
い
て
、
國
際
主
義

は
戦
争

手
段
に
よ

つ
て
の
み
可
能
だ
ざ
述

べ
た

の
で
あ

つ
た
o
な
ほ
こ
の
運
動
は
、
フ
イ
レ
ン
ッ
エ
の
外

に
ゼ
ノ
ア
で
も
勢
刀
が
あ
つ
た
o
(
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
 
O
h
.
 
C
i
t
.
 
P
.
7
;
 
S
a
r
i
a
t
t
i
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
1
5
5
;

)

バ

ヒ

ニ
の
思

想

は
、
ド
イ
ツ

の

二
ー

チ

ヱ
、

イ

ギ

リ

ス
の

プ

ラ

グ

マ
チ

ズ

ム
、

フ
ラ

ン
ス
の

ベ

ル
グ

ソ

ン
、

ソ

レ

ル
及
び

『
ア

ク

シ
.
ン
日

フ

ラ

ン
セ
ー

ズ
」

の
指

導

者

モ
ー

ラ

(
M
a
u
r
r
a
s

)

な

さ

の
思

想

を

く

ん

で

ゐ

る
。

ム
ッ
ソ

リ

ニ
,こ
こ
の

團
體

,こ
の
関
係

は

『
社
會

主
義

者

の

見

た

ト

レ

ン
チ

ノ
」

(
I
I
 
T
r
e
n
t
i
n
o
 
v
e
d
u
t
o
 
d
a
 
u
n
 
S
o
c
i
a
l
i
s
t
a

)

・こ
称
す

る
論

文

が
、

こ

の

『
聲

』

ミ
称
す

る
雑

誌

に
掲

げ

ら

れ

た

こ

・こ
で
あ

る

。

こ

の
論

文

は

一
九

一
二
年

ミ

ラ

ノ

で
、
単
行
本

,こ
し

て
発
刊

さ

れ

て

ゐ

る

が

そ

の

う

ち

で

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

一
=

)

一
二



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

↓
號
)

(
A

二
二
)

二
二

は
、

ゴ

ビ

ノ

オ

(
G
o
b
i
n
e
a
u

)

の

人
種

民

族

論

や

チ

ャ
ム
バ

ー

レ

ン

(
H
o
u
s
t
o
n
 
C
h
a
m
b
e
r
l
a
i
n

)

の
純

梓

ア

リ

ア

ン
主
義

{'5
さ

を

引

用

し

、

汎

グ

ル

マ

ン
主

義

を

分
析

し
、

イ

タ

リ

ア
人

種

の
民

族

的

優

越

を
論

じ
馬

プ

ル
ヂ
ョ
ア
ジ

ー

の

ト

レ
ン

チ

ノ

に
於

け

る
退

嬰

的

政

策

を
非

難

し
、

同

一
血
液

,こ
同

一
人

種
と

の
、

結

束

を
固

く

す

る

必
要

の
あ

る

こ

・、旨
を
述

べ

た
も

の
で

あ

る

。

こ

の
論

文

は
社
會

に
少

か

ら

ざ

る
感

動

を
與

へ
た

の

で
あ

つ
た
。

さ
う

し

て
、
そ

れ

ま

で
微

力

な
団
体

に
過

ぎ

な

か

つ
た

『
ヴ
ォ
チ

ス

モ
』

の
運
動

も
、

世

間

の

注

目

す

る

,こ
こ

ろ

ーこ
な

つ
た

ε
云

は

れ

て

ゐ

る

。
(
「王脚暫一ロ)

(
註
)
S
a
r
f
a
t
t
i
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
 
P
P
.
1
5
6
-
1
6
0
.

ま

た

『
ヴ

ォ
チ

ス

モ
』

の
政

治

的

綱

領

も

、

上

に
述

べ
た
ム
ッ
ソ
リ
ニ

の
思

想

や
未

來

派

の
思

想

,こ
同

じ

や
う

に
、

必

ず

し

も

ブ

ル

ヂ
ョ
ア
ジ

ー

を
支

持

す

る
も

の

で

は

な

か

つ
た
。

(
註
)

(註
)

例

へ
ば
パ
ビ

二
は

『
イ
タ
リ
ア
商
業
銀
行
(
B
a
n
c
a
 
C
o
r
n
m
e
r
c
'
a
l
e
 
I
t
a
l
i
a
,
n
a
)

の
ド
イ
ツ
人
は

、
事
實
上
、
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ス
で
あ
る
』

ざ
云

ひ
、
先
づ
そ
れ
に
対
す

る
革
命
を
必
要
ざ
し
た
。
彼
は
ま

だ
ロ
ー

マ
法
王
の
平
和
主
義
に
反
対
し

、
王
に
対
し
て
攻
撃
し
だ
。
ま
だ
プ

レ
ッ
ッ
オ
リ
ニ

は
、
ギ
オ
リ
ツ
チ
ざ
議
會
政
治
さ
に
対
し

て
、
そ
の
の
ろ
ま
さ
か
け
ん
を
非
難
し
て
ゐ
る
o
(
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
1
1
.

)

因
に

一
九

二

一
年
五
月
十
五
日

の
総
選
挙
の
結
果
に

つ
い
て
見
る
ざ
、
ギ
オ
リ
ツ
チ
の
自
由
民
主
党

は
、
政
府
側
の
最

天
多
数
党
で
八
十
名
の
講
員

海
有
し
、
野
窯

側
の
猷
曾
窯

(
一
二
二
名
)
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
人
民
党

二

〇
七
【
九
】
)
に
衣

ぐ
多
数
党
で
あ
る
。

一
九

一
九
年
十

輔
月
十
六
日

の
選



墨

よ
り
も
、
ギ
オ
リ
ツ
チ
は
少
し
く
多
藪
を
得
、
社
會
党

は
少
し
く
減
少
し
た
の
で
あ

つ
た
。
し
か
し
ギ
オ
リ
ッ
チ
の
黛
が
ブ
ル
ヂ
ヨ
ア
諸
黛

の
う
ち

最
も
有
力
で
あ
る
こ
ざ
は

、
そ
の
前
か
ら
代
り
は
な
い
o
そ
し
て

「
イ
タ
リ
ア
商
業
銀
行
」
は
.
ギ

オ
リ
ッ
チ
を
支
持
ず
る
財
閥
で
あ
り
。
イ
タ
リ
ア

の
四
大
銀
行
、
B
a
n
c
a
 
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
e
 
I
t
a
l
i
a
n
a
 
(
f
.
1
8
9
4
,
M
i
l
a
n
o
)
;
 
C
r
c
d
i
t
o
 
 
I
t
a
l
i
a
n
o
 
(
f
.
1
8
9
5
)
;
 
I
3
a
n
c
o
 
d
i
 
I
L
o
n
i
a
 
(
f
.
1
8
8
0
)
;
 
B
a
n
c
a

I
t
a
l
i
a
n
a
 
d
i
 
S
c
o
n
t
o
 
(
f
.
1
9
1
4
)

の

一
つ
で
あ
る
o

か

や
う

に

『
革

命

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
』
発
生

の
地

盤

は
、

す

で

に
相

當

古

く

か

ら

イ

タ

リ

ア

の
北

部

地

方

に
,
培

れ

つ

つ
あ

つ
た

。

ム
ッ

ソ

リ

ニ
自

身

の

思

想

も

,

す

で

に
彼

が

『
ア
ヴ

ァ
ン
テ
ィ
」

に
ゐ

た

,こ
き

か
ら

、

多

量

の
フ
ァ
ッ
シ
ォ
的

傾

向

を
有

す

る

も

の

で
あ

つ
た

こ
と

が

知

ら

れ

る
。
彼

の

『
社

會

主
義

者

の
見

た

ト

レ

ン
チ

ノ
」

・三

ム
ふ
本

は

、

上
述

の
こ
と

く

、

す

で

に

一
九

一
二
年

に
出

版

さ

れ

て

ゐ

る
。

こ

れ

に
ょ

つ
て
、

彼

の
竜

會

主

義

が
非

常

に
右

翼

的

な

も

の
、

す

な

は
ち

強

い
民

族

主
義

の
香

を

含

ん

で

ゐ

た
こ
と

が

知

ら

れ

る
。

の

み

な
ら

ず
ム
ッ
ソ
リ
ニ

が

『
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
」

に
撮

る
以

前

、
欧
洲

遍
歴

の
間

に
學

ん

だ

も

の
が

何

で
あ

つ
た

か

・こ
云

ふ

こ

・こ
を

見

る

・こ
、
私

は
今
詳

細

な

材

料

は
持

た

な

い
が

、

フ
ラ

ン
ス
の

『
ア

ク

シ
ョ
ン
ーー

フ
ラ

ン

セ
ー

ズ

」

、

,こ
く

に

シ
。
ル

ル
H

モ

ー

ラ

(
C
h
a
r
l
e
s
 
M
a
u
r
r
a
s

)

か

ら
學

ぶ

,こ
こ

ろ

が
多

か

つ
た
模

標

な

の

で
あ

る
。

(
註
)

『
ア
ク
シ
ョ
ン

目

フ
ラ

ン
セ
ー

ズ
』

の

理

論

は
、

一
つ
の
階

級

的

反

動

理

論

で

あ

つ
た
。

,こ
く

に

そ

の
政
党

綱

領

・こ
し

て
注

目

す

べ

き
も

の

は
、

サ

ン
ヂ

カ

リ
ズ

ム
的

な

機

能

社

會

論

に
立

つ
、
機

能

國

家

論

及

び

職

能

代
表

論

で
あ

り

、
從

つ
て

そ

れ

は

反

共

和
主
義

で

あ

る
。

こ

の
思

想

は
ム
ッ
ソ
リ
ニ

の

み

で

な

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
・こ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

二
三
)

二
三



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
省
第

『
號
)

(
A

二
四
)

二
四

く

、

上

に
あ

げ

た

他

の
親

佛

的

な

イ

タ

リ

ア
の
民

族
主
義
運
動

の
う

ち

に

も
、

理
論

・こ
し

て
取

り
入

れ

ら
れ

て

ゐ

た
。

そ
れ

ーこ
今

一

つ
は
、

人

種

の
純

潔

を

高
調

す

る
反

セ

ミ

チ
ズ

ム
の

主
張

で
あ

る

。

こ

れ

は

ド

"

レ
フ

ユ
ー

ス
事
件

で
有

名

な

や
う

に
,

『
ア
ク

シ
.

ン
日

フ

ラ

ン

セ
ー

ズ
」

そ

の

も

の

の

思
想

で

あ

る

。

ま

た

カ

ト

リ

ッ
ク
教

會

,こ
の
関
係

に

つ
い

て

は
、

ド

日

ボ

ナ
ー

ル
や
ド

ーー

メ
ー

ス
ト

ル
の

ロ

マ
ン

チ

シ

ズ

ム
を
承

縫

す

る
も

の
で

は
な

く

て

、

反

ヵ

ト

リ
。
ク

の

立
場

を

、

す

な

は

ち

ガ

リ

カ

ニ
ズ

ム

の
立
場

を

・こ

つ
て

ゐ

る

。

か

や
う

な

交
渉

が

、

ま

た

こ
れ

ら

の
運
動

に
、

反

濁

、

親

佛

的

の

傾

向

を

そ

の
基

調

,こ
し

て
與

へ
る

や
う

に
な

り
.、

ゲ

ル

マ

ン
民

族

・こ
ラ

テ

ン
民

族

,こ
の
、
経
済

的

、

政

治

的

、

文
化

的
衝

突

の
形

式

を

・こ

つ
た

・こ
云

ふ
こ
と

は

、
實

に
必

然
的

な

、

な

り

ゆ

き

だ

つ
た

ーこ
云

は

ね
ば

な

ら

な

い
。

.

(註

)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
 
O
q
.
 
C
i
t
.
 
P
-
4

に
は
、
イ
タ
リ
ア

●
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ツ
の
理
論
が
、

一
般
に

「
ア
ク
シ
ヨ
ン
H
フ
ラ

ン
セ
ー
ズ
」

か
ら
來
た
こ
ざ

が
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
o
し
か
し
次
に
述
べ
る
や
う
な
奮
式
の
民
族
主
義
運
動

ま
で
、
そ
れ
に
含
ま
し
め
る
こ
ざ
は
さ
う
で
あ
ら
う
か
o

か

や
う

な

見

地

か

ら
し

て
,
ム
ッ
ソ
リ
ニ

を

中

心

ε
す

る
新

し

い
民

族

主
義
運
動

は
、

そ
れ

ま
で

イ

タ

リ

ア
に
存

在

し

た
古

い
民

族

主

義

運

動

,こ
区

別

さ

れ

ね

ば

な
ら

な

い

の
で

あ

る
。

イ

タ

リ

ア
の
、

こ

の
種

の
古

い
意

味

で

の
、

民

族
主
義
運
動

は
、

マ
ヂ

ニ
及

び

ガ

リ
バ

ル
ヂ

の

イ

タ

リ

ア
独
立
運
動

か

ら
始

ま

る

の

で
あ

る

。

一
九

一
〇

年

に

『
愛

國
自

由

聯

盟

」
(
N
a
t
i
o
n
a
I
i
s
t
i
c
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
と

云

ふ
團
體

が

出
來

て

、

客

種

の

こ

の
種

の

も



の
が

統

合

さ

れ

た
。

一
九

=

年

に

リ

ビ

ヤ
戦
争

が

あ

つ
て
、

こ

の
團
體

の
獲

展

の
機

會

が

與

へ
ら

れ

、

『
民

族

主
義

の

理

想
」

(
I
d
e
a
 
N
a
z
i
o
n
a
l
e

)
と

稔

す

る
,

エ

ン
リ

コ
μ

コ

ル
ラ

デ

ィ
ニ

(
E
n
r
i
c
o
 
C
o
r
r
a
d
i
n
i

)

の
主

宰

す

る

新
聞

が

廣

く
青

年

に
愛

讃

さ

れ

る

や
う

に
な

つ
た

。

そ
し

て

一
九

一
三
年

に
至

つ
て
初

め
て

、

ル
ヰ
ヂ

H

フ

ヱデ

ル

ツ
ォ
ニ

(
L
u
i
s
i
 
F
e
d
e
r
z
o
n
i
,
 
b
.
 
1
8
7
8

)

を
首

領

・こ
す

る
政
党

こ

し

て

の

『
民
族
党

』

(
N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
 
P
a
r
t
y

)

が

成

立

し

、

最

初

に

六
名

の
議

員

を
得

、

一
九

二

一
年

の
選
挙

に

於

て

は
、

十

一
名

を
得

て

ゐ

る
。

(
註

)

(註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
P
.
3
-
4
;
 
L
u
i
g
i
 
V
i
l
l
a
r
i
,
 
T
h
e
 
F
a
s
c
i
s
t
 
S
t
a
t
e
,
 
P
.
1
4
f
.
;
 
E
u
r
o
p
a
 
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
,
 
1
9
2
9
,
P
P
,
3
8
1
-
3
8
2
;
 
P
a
u
l
 
H
e
r
r
e
,

P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
s
 
H
a
n
d
w
O
r
t
e
r
b
u
c
h
,
 
B
d
.
 
I
.
 
S
S
.
8
7
5
f
.

そ

の
外

、

文

化

的

、

思

想

的
団
体
と

し

て

は
、

『
ダ

ン
テ
距

ア
リ

ギ

エ
リ
會

」

(
D
a
n
t
e
 
A
l
i
g
h
i
e
r
i
.

)

や

『
ト

レ

ン
ト
と

ト

リ

エ

ス
ト

の
爲

に
』

(
P
r
o
 
'
1
'
r
e
n
t
o
 
e
 
T
r
i
e
s
t
e

)
と

云
ふ
團
體

な

,ご
が

あ

り
、

地

理
學

者

エ
ッ
ト

レ
日

ト

ロ

マ
イ

(
E
t
t
o
r
e
 
T
o
l
o
m
e
i

)

そ

の
他

の
科

學

者

は
、

南

部

チ

ロ

ル
地

方

が
、

自

然

的

に
イ
タ
リ
ア

の
領

土

た

る

こ

・こ
を
主
張

し

た
り

な

さ

し

た

が

、

こ
れ

ら

の
團

艦

や
主

張

の
主

要

な

る
内

容

は
、

イ

タ

リ

ア

●
イ

ル

レ
デ

ン
タ

(
I
t
a
l
i
a
 
i
r
r
e
d
e
n
t
a

)

の
問

題

に
あ

つ
た

の

で
あ

つ
て
、

純

然

た

る

大

イ

タ

リ

ア
主
義

、
領

土

膨

脹

主

義

に
外

な

ら

な

か

つ
た
。

從

つ
て
未

だ

そ
の

う

ち

に
、

私

共

は
、

社
會

的

・
経
済

的

・
革

命

的

綱

領

を
認

め

る
こ
と

が
で

き

な

か

つ
た

の

で

あ

る
。

(註
)

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
省
第

「
號

)

(
A

二
五
)

二
五



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

二
六
)

二
六

(
註

)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
4
.
;
 
 
L
u
i
g
i
 
V
i
H
a
r
i
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
T
'
.
1
2
.

欧
洲

大

戦

開

戦

直

後

の
イ
タ
リ
ア

の
参

戦

論

に

つ
い

て
な

ほ

詳

細

に
述

べ

る
な

ら
ば

、

當

時

次

の

三

つ
の

分

野
が
対
立

し

て

ゐ

た

の
で

あ

る
。

(
一
)
絶
対

中

立

論

、

(
二
)

無
條

件

参

戦

論

、

(
三
)

條

件
附

中

立

論

,

こ

れ

で

あ

る
。

絶
対

中

立

を
主

張

し

て

ゐ

た

も

の

は
,

ロ
ー

マ
法

王

,こ
社
會
党

で

あ

つ
た
。

無
條

件

参

戦

論
が

上

に
述

べ

た

や
う

な

民

族

主

義

者
、

親

佛

的

共

和

主

義

者

及

び
社
会

蕪

の

右
翼

分

子

で

民

族

主
義

的

傾

向

を

多
量

に

有

す

る

も

の

た
ち

(
彼

ら

は
,

九

月

に
社
會
党

か

ら

脱

し

た
。
ム
ッ
ソ
リ
ニ

も
、

も

,こ
よ

り

こ

の

一
派

で
あ

つ
た

)

に

よ

つ
て

主
張

さ

れ

て

ゐ

た
。

(
註

■
)

こ
れ

に
対
し

て
條

件

附

中

立

論
と

云

ふ

の

は
。

イ

タ

リ

ア
が

中

立

を

守

る

代

償

・こ
し

て

『
何

も

の
か

』

(
P
a
r
e
c
c
h
i
o

)
を

オ
ー

ス
ト

リ

ア
か
ら

も

ら

ひ
、

そ

の

『
何

も

の

か
」

を

も
ら

う
こ
と

の

で

き

な

い
・こ
き

に

、

初

め

て

参

戦

し

て
も

よ

い

,こ

云

ふ

の
で

あ

る
。

こ
れ

は

一
九

一
五
年

一
月

二

十

四

日

の
、

そ
の

こ
ろ

イ

タ

リ

ア
を

訪

れ

た
ド
イ
ツ

の

ビ

ュ
ー

ロ

ウ
伯

(
G
r
a
f
 
B
u
I
o
w

)

に
輿

へ

た
ギ
オ
リ
ッ
チ

の

手

紙

に
現

は
れ

て
ゐ

た
主
張

で

あ

る
。

(
オ
ー

ス

ト

リ

ア

に
求

む

る
も

の

は

,

民

族

主
義

者

,こ
必
ず

し
も

同

一
で

な

か

つ
た
。

ビ

ュ
ー

ロ
ウ

に
斡

旋

を

た

の

ん
だ

の

で
あ

つ
た

。

)

そ

れ

は
聯

合

軍

側

へ
の
参

戦

で
最

も

打

撃

を
う

け

る
、
ド
イ
ツ

資

本

,こ
最

も
密

接

な
関
係

を

有

す

る
銀

行

家

や

工
業

家

の
代

表

意

見

に
外

な

ら

な

か

つ
た

の
で

あ

る
が

、
在

野

の
政

治

家

や
親
獨

反

佛

主
義

に
傾

く

カ
ト

リ
。
ク
教
徒

の

一
部

に
も

、
賛

成

者

が

あ

つ
た

。

當

時

の
政
権

は
、

す

で

に
ギ
オ
リ
ッ
チ

の

手

中

に
な

く
、

サ

ラ

ン



ド

ラ

の
手

中

に
あ

つ
た

。

サ

ラ

ン
ド

ラ
自

身

は

、

こ

の
條

件

附

な

る
愚

の
の

,

實

現

の

甚

至

難

で

あ

る

こ

ミ
を
認

め

て

ゐ

た

や
う

で

あ

つ
て
、

結

局

、

参

戦

の

や

む

な

き

こ

ご

を
翻

念

し

て

ゐ

た

の

で
あ

る

。
(
註

二
)

(
註

嘔
)

こ
れ
ら
の
民
族
的
社
會
主
義
者
た
ち
は
、
ト
リ
ポ
リ
の
問
題
で
、

一
九

「
二
年
社
會
党

か
ら
分
裂
し
、

「
敗
革
社
會
党

』
ざ
稻
せ
ら
れ
て
ゐ

た
Q

一
九

一
九
年
及
び

圃
九
二

}
年

の
爾
度
の
選
挙
ざ
も
、
二
十
七
名
の
議
員
を
得
て
ゐ
る
。

イ
タ
リ
ア
に
は
、
共
和
主
義

者
で
し
か
も
民
族
主
義

の
傾
向
を
有

ず
る
も
の
が
ゐ
た
ざ
云

ふ
こ
ざ
は
、

マ
ヂ
ニ
及
び
ガ
リ
パ
ル
ヂ
の
共
和
主
義
的
傳

統

に
よ
る
も
の
た
つ
た
の
で
あ
る
。

(
註
二
)

最
近
サ
ラ
ン
ド
ラ

の
、
黎
戦
當
時
を
論
じ
た
書
物
が
出
版

さ
れ
た
。
A
n
t
o
n
i
o
 
S
a
l
a
n
d
r
a
,
 
N
e
n
t
r
a
l
i
t
a
 
I
t
a
l
i
4
n
a
 
(
1
9
1
4
)
,
 
L
'
I
n

t
e
r
v
e
i
,
t
o
 
(
1
9
1
5
)
:
 
R
i
c
o
r
d
i
 
e
 
P
e
n
s
i
e
r
i
,
 
M
i
l
a
n
o
 
1
9
2
8
 
-
1
9
3
0
,
 
2
v
o
l
s
.
 
P
P
.
4
7
8
,
 
3
8
6
.

そ
の
大
要
が
雑
誌
"
F
o
r
e
i
g
n
 
A
f
f
a
i
r
s
.
"

の
最
近
の

十
月
號

(
第
十
霧
第

一
號
)
九
十
六
頁
以
下
に
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。
筆
者
は
S
i
d
n
e
y
 
B
.
 
F
a
y
と

云

ふ
人
で
あ
る
。

こ
の
記
事
に
よ
る
ざ
、
上
に
述

べ
た
や
う
な
未
來
派
や
ヴ
オ
チ
ス
モ
や
ダ

ン
テ
會
そ
の
他
の
民
族
主
義
結
社
は
、
親
佛
派

の
人

々
に
よ
つ
て
作
ら
れ

て
ゐ
た
し
、
ま
た
職
黛
的
に
は
、
學
者
、
學
校
教
師
.
學
生
そ
の
他
の
知
識
階
級
で
あ

つ
た
模
様
で
あ
る
。
ず
な
は
ち
知
識
階
級
が
、
最
も
民
族
主
義

思
想
を
持
ち
、
か

つ
最
も
強
硬
で
あ

つ
た
ざ
云
ふ
こ
ざ
が
こ
れ
で
知
ら
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
塗
載
の
責
任
者
ざ
云
は
れ
て
ゐ
る
サ
ラ

ン
ド
ラ

(目
。。
G。
Q。
1
μ
り

こ。
　
)
も
、

ロ
ー

マ
大
學

の
行
政
法
教
授

で
あ

つ
て
、
本
來
知
識
階
級

の
人
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
政
治
的
勢
力
を
支
持
し
て
ゐ
る
の
は
、
自
由
賞
ざ
名

つ
く
る

一
團
で
あ
つ
て

二

九
二

一
年

の
選
挙
に
よ
り

二
十
【
一
目
名
》
獲

得
し
た
)
、
中
部
及
び
南
部
の
封
建
的
農
業
地
主
の
上
に
主
た
る
塊
盤
が
あ

フ
7
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
.≧
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

二
七
)

二
七



プ
ア

ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

↓
號
)

(
A

二
八
)

、

二
八

つ
た
。
彼
は
後
に
結
局

フ
ア
ッ
シ
ズ

ム
に
合
流
し
た
の
で
あ

つ
た
が
、
一
九
二
六
年
以
來
隈
退
し
て
し
ま

つ
た
o

こ
れ

に

よ

つ
て
私

共

は
,

は

つ
き

り
と

参

戦

當

時

に

於

け

る
、

ム
ッ
ソ

リ

ニ
の
地

位

を
,

知

る
こ
と

が

で

き

る

の

で
あ

る
。

し

か
し

戦

争

以

前

に

さ

か

の

ぼ

つ
て
、

す

で

に

か

や
う

な

民

族
運
動

が

、

相

當

に
白

熱

化

し

て
ゐ

た

ーこ
云

ふ

こ

・こ
に

つ
い
て

は

,

イ

タ

リ

ア
固

有

の
國

家

的

原

因

を

求

め

な

い
わ

け

に

は
ゆ

か

な

い
。

そ

の
原

因

が
那

邊

に
存

す

る
か

・こ
云

ふ
こ
と

は
、

コ
ン

ス

タ

ン

チ

ン
"

イ

ーー

マ
ッ
ク
ギ

ュ
イ

ア
の

『
イ

タ
リ

ア
の
國

際
経
済

的

地

位
』

(
C
o
n
s
t
a
n
t
i
n
e
 
E
.
 
M
c
 
G
u
i
r
e
,
 
I
t
a
l
y
'
s
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
E
c
o

n
o
f
f
i
i
c
 
P
o
s
i
t
i
o
n
,
 
N
e
w
 
Y
o
r
k
 
1
9
2
7
.

)

を

し

て
語

ら

し

め

た

い
。

イ

タ

リ

ア

は
人

々
の
知

♀
、こ
こ
く

、

農

業

國

で

あ

る
。

十
歳

以

上

の
人

口
の

三
分

ノ

一
は
農

民

で
あ

り
、

五

分

ノ

一
が

工

業
、

二

十

分

ノ

一
が

僅

に
通

商
交

通

に
從

事

し

て

ゐ

る

。

そ

し

て

工
業

中

心

地

方

は
、

ミ

ラ

ノ

・
ト
リ

ノ

・
ゼ

ノ
バ

及

び

ナ
ポ

リ
地

方

で

あ

つ
て
、
主
と

て
北

部

で

あ

る
。

し

か

も

イ

タ

リ

ア
は
國

土

が

天

恵

に
乏

し

く
、

殖

民

國
と

し

て
知

ら
れ

て

ゐ

る
。

し

た
が

つ
て
産

業

革

命

が

、

イ

タ

リ

ア
社
会

に
及

ぼ

し

た

影

響

は
、

寧

ろ

國
民

的

苦

拶

で
あ

つ
た

,こ

マ
ッ
ク
ギ

ュ
イ

ア
は
語

つ
て
ゐ

る
。

(
註
)

(
註
)
「
北
部
諸
都
市
の
工
業
化
は
、次
第
に
食
料

の
需
要
を
増
加
ず
る
や
う
に
な
り
、
從

つ
て
そ
れ
に
封
ず
る
投
機
を
盛

な
ら
し
め
、
交
通
の
開
獲
は
地
方

的
市
塩

の
境
界
を
打
ち
壌
ず
や
う
に
な
り
、
遅

々
た
る
政
府
の
農
業
改
良

蚊
策

は
,

一
面
に
於
て
租
税

の
引

き
上
げ
に
ょ
つ
て
借
金
の
増
加
惣
き
た
し

他
面
に
於
て
販
売
制
度

の
改
良

の
允
め
に
.
隙
遁
的
な
地
方
農
村
に
ま
で
、
非
常
な
終
濟
的
動
樒
准
與

へ
る
こ
ざ
》
な

つ
た
。
從

つ
て
そ
れ
は
却

つ
て



悪
い
結

果
か
齎
し
た
。
訳
第
に
農
業
關
税
保
護
政
策
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
つ
幻
。
…
…
…
そ
の
結
果
、
農
村

に
饗
ず
る
關
税
政
策

の
支
配
力
.≧
、
商

業
的
利
益

に
劉
し
て
、
'そ
れ
が
第

二
次
的
な
重
要
さ
し
か
持
だ
な
い
ざ
云
ふ
こ
.込
が
、
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
た
G
そ
の
結
果
、
工
業
利
益

の
優
越
が
明
白
な
も

の
.こ
な
り
、
農
民
は
む
し
ろ
、
自
然
の
支
配
を
う
け
す
、
労
働

時
間
の
制
限
を
有
す
る
、
工
場
労
働
者
の
方

を

う
ら
や
む
や
う

に
な
つ
た
。
」

(
=

一
i

一
『
二
頁
4

こ

れ

に
よ

つ
て
、

私

共

は
、

ム
.
ソ

リ

ニ
の

ド

に
集

つ
て

き

た
者

達

が

、

先

づ

農

村

青

年

で
あ

つ
た

・こ
云

ふ

理
由

を
知

る
こ
と

が

で

き

る

の
で

あ

る
。

(註

一
)

し

か

も

か

や
う

に
農

村

を
圧
迫

し

だ

し

た

イ

タ

リ

ア
の
工

業

は
、
対

外

的

に
極

め

て

困
難

な

立
場

に
あ

つ
た

。

『
一
九

〇

〇

年
乃

至

一
九
〇
六
年
の
輸
出
は
,
輸
入
に
対
し
ー
ー
代
表
的
輸
出
品
ω
平
均
価
格

に
於
て
-

約
八

一
・
四
%

に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、

一

九
〇
七
年
乃
至

一
九

二
二
年
の
輪
出
は
、
僅
に
輸
人
の
六
四
・
二
%
に
下
つ
て
ゐ
た
。
』

(全
上
、
四
七
〇
頁
)

か
や
う
な
経
済
的
困
難
の
う
ち
に
あ

つ
て
、
北
部
地
方
で
は
,
工
業
登
達
に
基
く
人
口
増
加

が
著
し
く
(註
二
)
亦
、
需
要
の
壇
大

す
る
工
業
原
料
,こ
食
料
品
の
補
給
の
た
め
に
、
貿
易
は
輸
出
の
塘
大
を
來
さ
ず
し
て
、
却

つ
て
盆

々
逆
調

を
た
さ
ら
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
於
て
残
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
政
府
の
方
策
,こ
し
て
は
、
保
護
關
税
政
策
を
ほ
さ
こ
し
て
貿
易
の
バ
ラ

ン
ス
を

保
つ
こ
.こ
の
み
で
あ
つ
た
。
事
實
上
ま
た
次
第
に
保
護
政
策
が
高
め
ら
れ
て
行

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
く

一
九

一
三
年
の
イ

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號

㌔

・

(A

二
九
)

二
九



フ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
審
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

鴫二
〇
)

唖二
〇

タ
リ
ア
の
経
済
界
の
實
相
だ

つ
た
。
(註
三
)
か
や
う
な
保
護
政
策
の
結
果
,
最
も
苦
し
む
も
の
は
、

物
贋
騰
貴
の
影
響
を
最

広
多
く

受
け
る
中
流
諸
階
暦
で
あ
つ
た
,こ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
は
こ
の
鐵

に
、
イ
タ
リ
ア
知
識
階
級
の
、
反
動
的
傾
向
の
著
し
い
原
因

の

一
つ
を
見
出
し
た
い
,こ
思
ふ
。
(註
四
)

(
註

一
)

(
註

二
)

工
業
地
方
に
於
け
る
人

ロ
増
加
左
の
如

し
。

右
の
外
ボ

ロ
ニ
ヤ
、

バ
ド
ア
そ

の
他
の
工
業
地
方
が
多
少
増
加
し
て
ゐ
る
位
で
、
多
く
は
大
し
た
増
加
を
示

し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
o

Pietro G
orgolini, Fascist M

ovem
ent  in Italian L

ife, C
L

IN
T

.

T
otal: (1901) 32,475,253 (1911) 34,671,377 (1915) 36,120,118

T
orino:1,124,2181,213,7091,251,560 

M
ilano:1,442,1791,726,5481,833,949 

G
enova:934,6271,050,0521,119,877 

R
om

a:1,196,9091,302,4231,386,846 

Firenze:939,054299,4231,028,740

(St .tesm
an's

Y
ear-B

ook, 1919, PP. 984-986.)



(
註

三
)
M
c
 
 
G
u
i
r
e
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
P
.
 
4
7
0
 
4
7
1
.

な
ほ
イ
タ
リ
ア
の
貿
易
が
い
か
に
ド
イ
ツ
ざ
密
接
で
あ
る
か
は
、
そ
の
輸
出
及
び
輸
入
額
が
他
國
に
比
し
、
最
大
で
あ
る
こ
ざ
に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
。

左
記
は

一
九

=
二
年
の
統
計
で
あ
る
o

(楡

入
)

(
輸
出
)

へ
輸
出
)

(
輸
入
)

ド
イ
ツ

一
六
.八

噸
三
・
七

.
填
旬
國

七
・三

八
・
O

英

國

一
六
・
二

…
O
・四

ロ
シ
ア

六
・
五

二
・
四

米

國

一
四
三
二

一
〇
■七

ス
イ
ス

二
●
四

九
■
九

フ
ラ

ン
ス

七
・
八

九
・
二

(
M
c
 
G
u
i
r
e
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
 
4
7
6
.

)

↓
九

二
〇
年
以
後
は
、
こ
れ
.込
異
り
、
米

・
英

・
佛

・
濁

の
順
ざ
な
つ
た
。

(
全
上
、
四
九
四
頁

)

(
註

四
)

知
識
階
級
が

一
般
に
反
動
的
で
あ
る
ざ
云
ふ
こ
ざ
は
、
東
西
を
通
じ
て
の

實
相
で
あ
る
が
.
ざ
く
に

そ
の
反
動
的
で
あ
る
こ
ざ
が

甚
し
い
ざ

云
ふ
事
實

に
対
し
て
は
、
そ
の
最
も

}
般
的
原
因
ざ
し
て
、
資
本
主
義

の
発
達
が
急
激

で
あ
つ
て
、
し
か
も
そ
の
内
容
が
貧
弱
で
あ
る
と
云
ふ
場
合
に

自
ら
そ
の
社
會
國
家
に
於
け
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
の
登
達
が

幼
稚
で
あ
り
、

不
完

全
で
あ
る
ざ

こ
ろ
か
ら
.
來

る
も
の
で
あ
る
ざ
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
從

つ
て
か
や
・)
な
國
家
に
は
、
反
動
的
独
裁
政
治
発
展

の
可
能
性
が
多
い
。

こ

こ

に
於

い

て

一
九

一
四
年

に
最

初

の

フ
ァ
ッ
シ
ォ
が
発
生

し

た

當

時

の

社

會

事

情

を
、

次

の
如

く

綜
合

す

る

こ

・こ
が

で

き

や
う

S

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

三

一
)

二
=



プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(第
二
巻
第
}
號
)

(A

三
二
)

三
二

思

ふ
。

一
、
イ
タ
リ
ア
工
業
の
無
力
に
も
,こ
づ
く
、
貿
易
の
逆
調
。
農
業
の
衰
頽
。
保
護
政
策
の
必
要
。
中
流
諸
階
暦
の
生
活
難
。

二
、
智
識
階
級
及
び
農
業
関
係

者
の
民
族
主
義
。

三
、
ギ
オ
リ
ッ
チ
及
び

『
イ
タ
リ
ア
商
業
銀
行
』
を
中
心
,こ
す
る
ド
イ
ツ
系
財
閥
の
親
濁
主
義
的
傾
向

の
存
在
。

四
、

ロ
ー

マ
法
王
及
び
社
會
蕪
の
國
際
主
義
。

五
、
民
族
的
社
曹
ギ
義
者
ら
を
中
心
,こ
す
る
右
翼
分
子
の
、
参
戦
論
を
機
縁
と

し
て
の
、
社
會
党

か
ら
の
分
裂
。

そ
し
て

『
革
命
者
フ
ァ
ッ
シ
ォ』

(
F
a
s
c
i
 
d
'
A
z
i
o
n
e
 
r
i
v
o
l
u
z
i
o
n
a
r
i
a

)

の
成
立
を
見
た
の
が
、

こ
え
て

】
九

一
九
年

一
月
二
十
四
日

ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
各
種
の
民
族
主
義
者
大
會
の
結
果
で
あ
つ
た
。
さ
う
し
て
翌
二
月
に
は
す
で
に
、

一
〇
五
箇
の
フ
ァ
ッ
シ
ォ團

罷
・こ
九
千
人
の
窯
員
が
あ

つ
た
・こ
云
は
れ
て
ゐ
る
。
(註
)

へ註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
1
4
.

そ
し

て

,こ
く

に
注

意

す

べ
き

鮎

は
、

ギ

オ

リ
ッ
チ

の

一
派

を
中

心
と

す

る
財

閥

i

イ

タ

リ

ア
の
最

も

優

勢

な

財

閥

i

は
、

フ
ァ

ッ
シ
ォ
と
行

動

を

共

に
し

て

ゐ

な

か

つ
た
と

云

ふ
こ
と

で

あ

る
。

そ

し

て

戦

事

に
対
し

て

は
、

上

に
述

べ
た

や
う

な

、

利

己

的

な

立

場

を

,こ

つ
て

ゐ

た
と

云

ふ
こ
と

で
あ

る
。



口

『
眺戦
圏
剛
者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
』

大

職

は
漸

く

終

り

を
告

げ

た

け

れ

,こ
も

、

イ

タ

リ

ア

の
民

族

主
義
運
動

は
、

盆

々
硬

化

し

て

い

つ
た

。

一
九

一
九
年

九
月

十

二

日

ダ

ヌ

ン
チ

オ

の

フ

ユ
ー

メ
占
領

が
始

ま

つ

た
。

こ
れ

よ

り
先

き

こ
の

年

三
月
頃

か

ら
T
o
r
i
n
o
,
 
B
o
l
o
g
n
a
,
 
F
e
r
r
a
r
a
,
 
P
i
s
a
,
 
F
i
r
e
n
z
e
,

S
i
e
n
a

な
ど

に

『
闘

争

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
」

が
成

立

し

つ

つ
あ

つ
た

。

(註

)

(
註
)
P
i
e
t
r
o
 
G
o
r
g
e
l
i
n
c
,
 
L
e
 
f
a
s
c
i
s
m
e
,
 
t
r
a
d
u
i
t
 
p
a
r
 
B
a
i
n
v
i
l
i
c
,
 
P
a
r
i
s
 
1
9
2
3
,
 
P
P
.
2
8
0
f
.

ム
ッ
ソ
リ
ニ

の

『
戦

闘

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
」

(
F
a
s
c
i
 
d
i
 
C
o
m
b
a
t
t
i
m
e
n
t
o

)

が

最

初

に
成

立

し

た

の

は

、

一
九

一
九

年

三
月

二

十

三

日

ミ
ラ

ノ

に
於

て
で

あ

つ
た

。

こ

の

ーこ
き

に
集

つ
た

も

の

は

四

十

五
人

の
参

戦

者

で

あ

つ
た

。

彼

ら

の

多

く

は
勇

敢

な
圖

士

で

、

共

和

主
義

者

、

サ

ン
ヂ

カ
リ

ス

ト
、
軍

人

,

未

來

派

な

,こ
の

人

々
を
含

ん

で

ゐ

た

。

未

來

派

の
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ

も

こ

の

う

ち

に
加

は

つ
て

ゐ

た

。

こ

の

會

合

に
於

て

、

休

戦

後

の

今

は
無

意

味

に
な

つ
た

参

戦

論

の

、

方

向
転
換

の

た

め

の

、
新

し

い
綱

領

が

審

議

さ

れ

た

の

で
あ

る
。

そ

し

て
彼

ら

の

作

り
出

し

た
新

し

い

ス

ロ
ー

ガ

ン
が

,

無
能

力

な

議

曾
政

治
と

極

左

の

共
産

主
義

者

,こ
に
対
す

る
戦

圖

、

す

な

は

ち
C
o
m
b
a
t
t
i
m
e
n
t
o

の
宣

布

で

あ

つ

た
。

(
註
)

(
註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
'
 
M
a
k
i
n
g
 
t
h
e
 
F
a
s
c
i
s
t
 
S
t
a
t
e
,
 
P
.
5
6
.

こ
こ
で
決
定
し
た
綱
領
は
、

「
ボ
ポ

ロ
＝
デ
イ
タ
リ
ア
」
に
載
せ
ら
れ
だ
も
の
で
あ
る
が

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
)

(
A

三
三
)

三
三



プ
ア

ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

三
四
)

三
四

そ
れ
は
後
に
述

べ
る
o

か

や
う

な

戦

後

の

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
獲

展

の
過

程

に

つ
い

て

は
、

ロ
バ
ー

ト
H

ミ
ヅ
ヘ
ル
ズ

(
R
o
b
e
r
t
 
M
i
c
h
e
l
s

)

の

『
イ

タ

リ

ア

に

於

け

る

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
勃

興

』

(
A
u
f
s
t
i
e
g
 
d
e
s
 
F
a
s
c
i
s
m
u
s
 
i
n
 
I
t
a
l
i
e
n
.

)

の

う

ち

に
最

も

よ

く

説
明

さ

れ

て

ゐ

る

。

一
九

一
九

年

か

ら

一
九

一
二

年

に

か
け

て
世

界

を

襲

ふ
た
経
済

的

恐

慌

は
、

イ

タ
リ

ア
の
農

村
と

知

識

階

級

を
、

一
暦

反

動

化

せ

し

む

る

に
至

つ
た
。

ミ
ッ
ヘ
ル
ズ

は

、
常

時

の

イ

タ

リ

ア
を

次

の
如

く

語

つ
て

ゐ

る
。

イ

タ

リ

ア

の
経
済

状

態

を
見

る

に
、

す

で

に

久

し

く
イ
タ
リ
ア

の

リ

ラ

は

、

フ
ラ

ン
ス
の

フ
ラ

ン
の
半

債

に
下
落

し
、

國

内

の
商

業

、

金

融

、

工

業

な

さ

が
、

次

第

に
外

國

人

の

勢

力

下

に
置

か
れ

る

や
う

に
な

り

、

綿

・
石
炭

・
鐵

・
羊

毛

な

,こ
の

工

業

原
料

や

生

活

必

需

品

が
、

訣

乏

を

つ
げ

る

や
う

に

な

っ

た

。

そ

の
結

果

.こ
し

て

、
知

識

階

級

が

う

け

た
打

撃

は
、

甚

だ
悲
惨

な

も

の

が

あ

つ
た

。
(
註

)

(
註
)
R
o
b
e
r
t
 
M
i
c
h
e
l
s

は
、
ス
イ

ス
の
バ
ー
ゼ
ル
大
學

の
経
済

學
正
教
授
で
あ
つ
て
.

イ
タ
リ
ア
の

ト
リ
ノ

大
學

の
教
授
を
兼
任
し
て

ゐ
る
o

S
o
z
i
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 
P
a
r
t
e
i
w
e
s
c
e
s
.
"
 
"
P
a
t
r
i
o
t
i
s
m
n
s
.
"
 
'
I
t
a
l
i
e
n
 
v
o
n
 
H
e
n
i
e
.

そ

の
他
で
知
名

の
學
者
で
あ
る
・
上
に
あ
け
た
論
文
は

.

一
九

二
四
年
八
月
蛮
行

の

.
A
r
c
h
l
y
 
f
i
i
r
 
S
o
z
i
.
:
,
1
w
i
s
s
.
1
r
s
d
i
a
f
t
,
"
 
B
d
.
 
5
2
.
 
I
f
e
f
t
 
1
.

に
揚
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
の
記
事
に
よ
る
ざ
、
ト
リ

ノ
の
大
學
で
は
、
戦
後
の
蕪
講
者
が
殆
ん
♂
孚
減

し
だ
。
例

へ
ぼ
、
載
前
二
百
五
十
名
位
の
學
生
を
有
し
だ
私
講
師
も
、
戦
後
は
三
十
名
位
し
か
學
生

》
持

た
な
い
や
う
に
な

つ
だ
。
そ
の
結
果
こ
し
て
、
,
年
収僅

か
に
四
百
五
十
リ
ラ
位
の
も
の
ざ
な
つ
だ
。
ま
た
ベ

ニ
ス
市
の
國
立
の
中
等
學
校
の
敏
師



は
六
、
七
千
リ
ラ
か
ら
最
高

一
萬
二
千
リ
ラ
の
年
俸
を
受
け
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
市
立
の
小
學
校
女
教
員
は
却

つ
て
年
俸
約

一
萬

リ
ラ
に
上
つ
た

や
う
な
事
實
も
あ

ハ.
て
、
知
識
階
級
の
生
活
状
態
は
、
甚
だ
混
乱
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
Q

一
九

一
九
年
乃
至

一
九
二
〇
年
の

一
般
の
俸
給
の
戦
前
に
封

ず
る
割
合
は
、
高
級

の
も
の
に
あ

つ
て
は
二
倍
以
上
、
下
級
の
も
の
に
あ
つ
て
は
九
倍
以
上
に
上

つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
Q
そ
の
結
果
ざ
し
て
労
働
者

の
牧
入
は
、
却

つ
て
知
識
階
級
よ
り
も
多
い
や
う
な
結
果
ざ
な
つ
た
。

(
全
上
、
六
三
i
六
七
頁
)

職

勝

者

の

榮

冠

を
戴

い
て

麟

つ
て

き

た
参

戦

者

を
待

つ
て
ゐ
た

も

の

は
、

か

や
う

な

國

内

の
疲

弊

-ご
生
活

難

だ

つ
た

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

愛

國

の

情
熱

に
燃

え

て
出

征

し

た
多

く

の
學

生

や
知

識

階

級

の
戦

勝

者

た

ち

の

頭

に
ひ

ら

め

い
た

も

の

は

,
階

級
闘
争

の

『

あ

べ

こ

べ
』

(
a
 
r
e
b
o
u
r
s

)

ε

云

ふ
こ
と

だ

つ
た

の

で

あ

る

。
換

言

す

れ

ば

知
識

階

級

が

、

却

つ

て
プ

ロ

レ
タ

リ

ァ
よ

り

も

、
よ

り

低

い
生

活

費

し

か
與

へ
ら

れ
な

い

・こ
云

ふ
こ
と

だ

つ
た

の

で

あ

る
。

他

面

に

こ

の
経
済

的

危

機

は

、

北
部

の
労
働
運
動

の
、

一
暦

の
発
展

を

促

し

た

の

み
な

ら

ず

,

一
種

の
恐

怖

状

態

を

さ

へ
作

り
だ

し

た

。

か

や
う

な

事

情

は
、

お
の
つ

か

ら

こ

こ

に

ブ

ル

チ
.
ア
ジ
ー
と

中

産

階

級

の
、

共

同

戦
線

を
発
展

せ

し

め

た

の

で
あ

る
。

こ

の

雨

者

の
提

携

は

、

一
九

一
九

年

十

一
月

十

六

日

の
比

例

代

表

制

普

通
選
挙

法

に
も

ーこ
づ

く

総
選
挙

に
於

て
、

ギ

オ

リ
ッ
チ
内
閣

が

破

れ
、
社
會
党

の
驚

く

べ

き
進

出

を
見

(
一
五

六

名

)
、

講

會

に
政

府

黛

は
多

数

を
失

つ
た
結

果

,こ
し

て
,

起

さ
れ

た
彼

ら

の
社

會

的

恐

怖

に

よ

つ

て
、

更

に
促

進

さ

れ

た

の

で
あ

る
。

そ

の
結

果

が
、

翌

一
九

二

〇

年

十

一
月

十

一
日

の

休

戦

祝

賀

會

に
於

け

る
、

ギ

フ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
4

(
A

三
五
)

三
五

'



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

三
六
)

三
六

オ

リ
。
チ

,こ

フ
。
ッ
シ

ス
ト

・こ
の

共

同
戦

線

の
成

立

で
あ

つ
た

。

し

か
し

そ

の
後

の
行

動

に
も

現

は
れ

て

ゐ

る

や
う

に
、
ギ
オ
リ
ッ
チ

が

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト

ーこ
提

携

し

た

の

は
、

自

己

及

び
自

己

の

屡

す

る
胱

會

的
勢

力

の
防

衛

の

た

め

に
、
フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
を

利

用

す

る

た

め

で
あ

っ
た
こ
と

は
明

白

で
あ

る
o

(
註
)

(
註
)

ギ
オ
リ
ツ
チ
は
そ
の
後
、
代
議
院
議
員
ざ
し
て
、
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
國
家

の
政
治
に
、
最
後
ま
で
反
抗
し
だ
。
彼
は
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
の
勃
興
に

つ
い

て
、
自
己
の
責
任
を
感
じ
て
ゐ
た
の
た
ざ
云
は
れ
て
ゐ
る
。

現

實

の
闘
争

に
於

て
、

ま

た

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
が

如

何

に
資

本
主
義

の
防

衛

に
役

立

つ
た

か

は

、

一
九

一
九

年

乃

至

一
九

二
〇

年

の
恐

怖

時
代

に
於

け

る
、

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
の

社

會

的

活

動

を

見

れ

ば

,

明

白

で
あ

る
。

三
月

二

十

三

日

に
成

立

し

た

『
戦

闘

者

フ
.
.
シ
ォ
』

は
、

す

で

に

四

月

十

五

日

に
、

ミ

ラ

ノ
で

レ
ー

ニ
ン
祭

を

開
催

せ

ん

ーこ
し

て
政

府

か

ら
藝

遍

さ

れ

た
左

翼

の
罷

業
労
働

者

,
約

一
萬

人

の
示

威
運
動

を
解

散

せ

し

め
た

。

一
九

一
九

年

に
は
、

工
業

に
於

て

一
・
二

六
七

・
九

三

五
件

の
罷

業

が
あ

り

、

農

業

に
於

て

一

・
〇

四

五

・
七

三

二
件

の
争
議

が
あ

つ
た
が

、

一
九

二

一
年

に
は
、

工

業

に
於

て

六

四

四

・
五

六

四
件

,こ
な

つ
て
半

減

し
、

農

業

に

於

て

は
七

九

・
二

九

八
件

に
減

じ

た

。

・こ
く

に
電

信
、

電

話
、

國

有
鐵

道

そ

の
他

の

公

共
機

關

に
対
す

る
秩

序

維

持

に

つ

い
て

は
、

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

義

勇

軍

の
擁

護

に
俊

っ
も

の

が

多

か

つ
た

。

か

や
う

に
し

て

一
九

二

二

年

に

は

、
彼

ら

の
仕

事

は
非

常

に
減

少

し

た

の

で

あ

る
。

か
く

し

て

彼

ら

の
軍

事
的

構

成

は
、

治

安

維

持

の

上

に
、

驚

く

べ

き
効

果

を
示

し

た
。

(註

)
労
働
運
動

の

悪

化

及

び
労
働



者

の
社
會

的

.
政

治

的

勢

力

の

伸

張

に
恐

怖

を
感

じ

て

ゐ

た
資

本
家

及

び
中

産

階

暦

が

、

こ

の

フ
・
ッ
シ

ス

ト
の

實
行

力

に
、

い

か

な

る
眼

を

向

け

た
か

は
、

お

の
つ

か

ら
明

自

で
あ

る
。

(
註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
6
4
7
9
.

か

や
う

な

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
の
實

践
力

は
、

さ

こ

か
ら

生

れ

て
き

π
か

ーこ
云

ふ

に
,

そ

の
所

謂

、

軍

團

組

織

(
S
q
u
a
d
r
i
s
m

)

か

ら
生

じ

た

の

で
あ

る
。

こ
の

軍

團

組

織

は
、

一
九

一
九

年

の
初

頭

「
戦

闘

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
」

が

イ

タ

リ

ア
各

地

方

に
勃

興

し

出

し

た

こ
ろ

、

フ
ィ
レ
ン

ッ
ェ
に

『
義

勇

軍

聯

盟

』

(
A
l
l
e
a
n
z
a
 
d
i
 
D
i
f
e
s
a
 
C
i
t
t
a
d
i
n
a
.

す

な

は
ち
A
l
l
i
a
n
c
e
 
o
f
 
C
i
v
i
c
 
D
e
f
e
n
s
e
)

が

作

ら

れ

た

こ
と

に
初

ま

る
。
、
そ
の

組

絨

は
豫

備

軍

人

の
援

助

に

ょ

る
こ
と

多

く

、

相

當

の

信

念

・ご
努

力
と

に

ょ

つ
て

、

漸

く

基
礎

づ

け

ら

れ

た

も

の

で
あ

つ
た

。

し

か

し

そ

の

某
礎

が

固

ま

つ
た

,こ

き

に
、

軍

人

は
手

を

引

き

、

全

く

非

軍

人

の
指

導

下

に
置

か

れ

た

も

の

で
あ

る

。
(
註
)

(
註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
M
a
k
i
n
g
 
t
h
e
 
F
a
s
c
i
s
t
 
S
t
a
t
e
.
 
P
.
2
8
8

・

か

や
う

な

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

の
實

行

力

を
謳

歌

し

て
集

つ
て

き

た
社
會

の
分

子

は
、

い

か
な

る
も

の

で
あ

つ
た

か

・こ
云

ふ

に
、

一
九

二

一
年

十

一
月

,

ロ
ー

マ
で
開

か
れ

た

フ
。
ッ
シ

ス
ト
大

會

に
於

て
公

表

さ
れ

た

,こ
こ

ろ

に

よ

る

,こ
、

次

の
如

き
割

合

を
示

し

て

ゐ

た

の

で

あ

る
。

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
容
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第
二
號
)

(
A

三
七
)

三
七



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
賓
相
ざ
本
質

ρ第

二
巻
第

一
號
)

商
人

九

工
業
家

三

專
門
家

六

官
公
吏

五

會
社
員

一
〇

學
校
教
師

一

(
A

三
八
)

三
八

學
生

一
三

船
員

一

工
業
労
働

者

一
六

農
業
労
働

者

二
四

農
業
地
主
及
小
作
人

一
二

計

一
〇
〇

(註
)

(
註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
M
a
k
i
n
g
 
F
a
s
c
i
s
t
s
,
 
P
.
3
.

更

に

こ

の

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
構

成

員

の
内

容

を

詳

し
く

観

察

す

る

に
、

農

業

地

主

は
本

來

無
組

織

で
あ

つ
た

が

、

戦

後

に

『
農

業

聯

盟

」

が
組

織

さ

れ

一
九

二
二
年

に
は

,
独
立

の
政
党

・こ
し

て
乗

出

す

形

勢

が

あ

つ
た
。

下

級

中

農

分

子

は
、

初

め

か

ら
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

に
合

流

し

て

ゐ

た
。

故

に

『
農

業
聯

盟

』

に
ょ

つ
て
代

表

さ
れ

る
農

業

地

圭

は
、

當

時

は

い
ま
だ

必

ず

し

も

フ
・
ッ
シ

ス
ト

,こ
提

携

し

て

ゐ

た

の

で

は

な

か

つ
た
。

,こ
く

に
労
働

者

の

フ
。
ッ
シ

ス
ト
團
體

的

組

織

に
対
し

て

は
、

極

力
反
対

を
表

し

て

ゐ

た

の

で

あ

る

。
し

か

し
雨

者

の
安

協

が
漸

次

成

立

し

て
、

一
九

二

二
年

十
月

の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

の

ロ
ー

マ
進

軍

以
後

は
、

こ
れ

ら

の
農

業

地

主

も

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
政

堰

の
支

持

者

,こ
な

つ
た
。

(
註
)



(註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
P
.
 
9
-
1
0
.

ま
た
こ
れ
を
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
観
察
す
る
に
,
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
が
初
め
て
出
現
し
た
,こ
き
に
は
,
そ
の
中
心
勢
力
は
、
中

産
階
暦
の
、
-、、く

に
下
暦

の
部
分
に
あ
つ
た
。
し
か
る
に

一
九

一
九
年
か
ら

一
九
二
〇
年
の
恐
怖
時
代
の
現
出

に
よ
っ
て
,
よ
り
以

上
の
階
暦
を
構
成
す
る
諸
分
子
に
も
不
安
の
念

を
強
か
ら
し
め
、
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
分
子
も
、
亦
み
つ

か
ら
進
ん
で
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム

を
支
持
す
る
や
う

に
な
し
た
の
で
あ
る
。
小
商
人
、
小
工
業
家
、
基
礎
の
比
較
的
薄
弱
な
實
業
家
な
,ご
が

こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
恐
怖
時
代
が
去
つ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
構
が
確
立
し
て
以
後
は
、
彼
ら
は
み
つ
か
ら
の
本
來
の
仕
事
に
復
帰
し
て
行

つ
た
・
(註
一
)

他
方
,
大
工
業
家
は
最
も
遅

れ
て
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
を
受
け
容
れ
た
。
そ
れ
は

一
九
二
二
年
乃
至

一
九
二
四
年

時
代
に
、
次
第

に
フ
ァッ
シ

ス
ト
の
支
持
者
,こ
な
り
、
最
も
有
力
な
る
、
そ
の
財
政
的
援
助
者
ε
な
つ
た
の
で
あ
る
。
(註
二
)

(註

一
及
二
)

○
㍗
O
罫

団
』
恥

こ
れ
ら
の
各
社
會
的
分
子
・こ
フ
ァ
ッ
シズ
ム
運
動
・こ
の
関
係

に

つ
い
て
は
、

上
に
暴
げ
た

ロ
バ
ー
ト
ーー
ミ
・
ヘ
ル
ズ
の
論
文
に
於
て

も
、
よ
く
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
は
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。

コ

九

一
九
年
三
月

「
戦
闘
者
フ
ァ
ッ
シ
ォ」
の
成
立
す
る
に
至

つ
た
根
本
原
因
は
,

相
當
複
雑
て
ゐ

る
け
れ
き
も
,

次
の
三
つ

と
す
る
こ
と
が
で
き
や
う
ー

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
省
第

一
號
)

(
A

三
九
)

三
九



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
省
第

「
號
)

(
A

四
〇
)

四
〇

一
、

ボ

リ

シ
ェ
ビ

キ
的

無

政

府

状
態

に
陪

つ
た
こ
と

に
対
し

て

、
イ
タ
リ
ア

の

祀

國

を

思

ふ
愛

國

者

た

ち

の

心

に
,

不

安

が

生

じ

た
こ
と

、

二
、

階

級

闘

争

の

ア

ベ

コ
ベ
,
即

ち

比

較

的

生

活

状

態

の
良

い
プ

ロ

レ
タ

リ

ア

に
対
す

る
、

生

活

窮

乏

の

極

に
達

せ

る
知

識

階

級

の
対
立

、

三

、
資

本

家
的
利
益

の
防

衛

、

若

し

も
社
会
主
義

者

が

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
の
特

殊

的

立
場

を

否

認

し

、

そ
れ

を

も

つ
て
反

動
主
義

,こ
資

本

家

的
利
益

の
代

辮

者

に

外

な

ら

な

い
も

の

ーこ
す

る
な

ら

ば

、

そ

れ

は
誤

つ
て

ゐ

る

。

同

時

に

ま

た

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
自
身

が

、
自

ら
反

動

主
義

で
あ

る
と

云

ふ

こ

・こ
や
、

資

本

家

的
利
益

の
代

辮

者

に
外

な

ら
な

い

,こ
云

ふ
こ
と

を
、

全

然

否

認

せ
ん

・こ
す

る
な

ら

ば

、

そ

れ

も

亦

誤

つ
て

ゐ

る
。

た

・こ
ひ

フ

・
ッ
シ

ス

ト
が
歴

史

的

に

は
、

最

初

先

づ

中

間
的

立
場

か

ら
爽

生

し

た
も

の

で
あ

る

ーこ
し

て
も

、

す

で

に

そ

こ

に

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
が

存

在

す

る

以
上

、

大

資

本
家

、

,こ
く

に

工

業

資

本
家

や
農

業
地

主

の
頭

の

う

ち

に
、

こ

の
運
動

を
自

己

の

た

め

に

利

用

し

や
う

ーこ
云

ふ
考

へ
が

、
浮

ん
で

こ

な

い
筈

は
な

い
で

あ

ら
う

。

し

か

の

み

な

ら
ず

農

業

地

主

は
、

工

業

資

本

家

よ

り

も

先

に

、

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
を

無
條

件

的

に
、
精

神

的

に
、

か

つ
財

政

的

に
、

後

援

し

た
。

た

だ

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

,こ
最

も

縁

の
遠

か

つ

た
も

の

は
、

大

多

数

の
銀

行

家

で

あ

つ
た

。

そ

の

理

由

は
,

イ

タ

リ

ア

の
金

融

業

は

、
最

も
多

く

ユ
ダ

ヤ
的

.
外
來

的

資

本



の

支

配

下

に
置

か

れ
て

ゐ

た

か

ら

で

あ

る
。

同

時

に
金

融

業

者

は
、

そ

の
國

際

金

融

的

開

係

か

ら

の
考

慮
と

、

國

内

に
於

け

る

こ

の
運
動

の
精

神

的

意
義

の

無
理

解
と

か
ら

し

て
、

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
を

以

つ
て

國

内

に
於

け

る
最

も
危
険

な

る

一
六
勝

員

で

あ

る

,こ
考

へ
、

な

る

べ
く

そ

れ

か

ら

遠

ざ

か

ら

う

ーこ
し

て

ゐ

た

か

ら

で

あ

る
。
』

(
註

=

,、、
云

ひ

、

一
九

二

二
年

以
後

は
、

少

く
と

も

農

業

者

は
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

に
合

流

し

て

ゐ

た

が

(
註
二
)
、

工

業

資

本

家

は
、

決

し

て

す

べ

て
が

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

に
好

意

を
有

し

て

ゐ

た

わ

け

で
な

く

、

ま

た
す

べ

て

の

工

業
資

本

家

が

、

フ
ァ
ッ
シ
ス

ト
か

ら

好

意

を
向

け

ら

れ

た

わ

け

で

も

な

か

つ
た

の

で
あ

つ
て
、

工

業
家

・こ
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

,こ
の
関
係

も

完

全

に
融

合

し

て
ゐ

た

わ
け

で

な

か

つ
た

,

,こ
云

つ
て

ゐ

る

。

そ

し

て

プ

ル
ヂ
ョ
ア
ジ

ー
が

何
故

に
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

を
危
険

観

し

た

か

,こ
云

ふ
こ
と

に

つ
い

て
、
ミ
ッ
ヘ
ル
ズ

は

二

つ
の

理

由

を
あ

げ

て

ゐ

る
。

一
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

の
階

級

観

念

の
故

で

あ

る

。

何

ん

S

な
れ

ば

、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

は

、
階

級

圖

事

に
反
対
す

る

け
れ

,こ
も

、

し

か
し

彼

ら

が

そ
れ

に
反
対
す

る

理
由

は
、

ブ

ル
ヂ
ョ
ア
ジ

ー

の

た

め

で

は
な

く

、

全

國

家

的

産

業

の
復

興
と

云

ふ

立

場

に

立

つ
て

ゐ

る

か

ら

で
あ

る
。

し

た
が

つ

て
階

級

闘

争

の
排

撃

,こ
云

ふ
鮎

で

は
雨

者

の

提

携

が

で
き

て

も
、

最

後

ま

で

の
提

携

は

六

ケ
し

い

ーこ
考

へ
ら
れ

た
か

ら

で

あ

る
。

現

に

ム
ッ
ソ

リ

ニ
は

そ

の
政
権

掌
握

に
當

つ
て
、

ブ

ル
ヂ
ョ
ア
ジ

ー

を

二

つ
に

分
類

し

て
、

フ
ァ
ッ

シ

ズ

ム

の
構

成

者

た

る

も

の
と

、

然

ら

ざ

る
も

の

,こ
な

し

、

後

者

を

抑

庵

し

た

の

で
あ

る
。

プ
ア

ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

四

一
)

四

一



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

}
號
)

(
A

四
二
)

四
二

二

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
の
社
會

主
義

者

に
対
す

る

、
圖

争

方
法

そ

の

も

の

に
於

て

で
あ

る
。

す

な

は

ち

フ
。
ッ
シ

ス
ト
の
武

器

も

,
社
會

主
義

者

・こ
同

じ

や
う

に
,
大

衆

の
結

成

で
あ

つ
た
が

、

こ

れ

は
資

本
家

の
最

も

嫌

ふ

,こ
こ
ろ

の

も

の
だ

つ
た

こ

・こ
で

あ

る
。

(
註
三
)

(
註

一
)
M
i
c
h
e
l
s
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
8
.
6
8
.

な
ほ
、
イ
タ
リ
ア
に
於
て
は

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
、
他
の
欧
州
諸
國
に
比
し
、
比
較
的
反
感

が
少
か
つ
尤
o
僅
に
貴
族
的
な
社
會
に
そ
の
事
實
を
見
る

の
み
で
、

↓
般
に
は
か
や
5
な
思
潮
が
少
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
イ
タ
リ
ア

に
於
て
も
、

}
面

ユ
ダ
ヤ
人
は
泄
會
運
動
の
指
導
的
地
位
を
有
し
て

ゐ
る
ざ
共
に
、
他
面
ま
た
金
融
界
を
も
支
配
し
て
ゐ
た
。

一
九
二
二
年
頃

の
状
態
で
は
、
約
五
萬
人
の

ユ
ダ
ヤ
人
中
外
交
官
及
び
領
事
四
八
名
、
元
老

院
議
員
二
四
名
、
代
議
士
三
五
名
、
中
等
學
校
以
上
の
教
師
八
四
六
名
を
数

へ
て
ゐ
た
。
し
か
る
に
戦
後
に
あ
つ
て
は
、
イ
タ
ヲ
ア
に
も
反

ユ
ダ
ヤ
人

熟
が
高
ま
り
、
そ
の
た
め
に
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
月
刊
雑
誌
"
L
a
 
V
i
t
a
 
I
t
a
l
i
a
n
a
"
 
(
G
i
o
v
a
n
o
n
i
 
P
r
e
z
i
o
s
i

に
よ
つ
て
R
o
m
a
で
登
行

せ
ら
れ
る
)

及
び

、.
"
R
i
v
i
s
t
a
 
 
d
i
 
M
i
l
a
n
o
"

の
や
う
な
も
の
が
出
版
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
M
i
c
h
e
l
s
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
S
.
 
8
1
-
8
2
.

)

(
註

二
)

全
上
。

…
九

二
二
年
初
め
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
義
勇
軍

の
閲
兵
武
に
、

イ
タ
リ
ア
各
地
方

の
農
村
か
ら
、
自
費
ル
投

じ
て

約

二
萬

の
青
年
が
集

つ
て
き
た
。
こ
》
に
は
説
く
こ
ざ
が
出
來
な
い
け
れ
ど
も
、
フ
ア
ツ
シ
ス
ト
は
、
ま
だ
ざ
く
に
農
業
政
策

に
力
を
入
れ
沈
〇

一
九

二
二
年
六
月
開

か
れ
た
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
産
業
絹
合
全
國
大
會
當
時
の
報
告

に
よ
れ
ば
、
會
員
四
五
八

・
0
0
0
人
の
う
ち
農
業
関
係

者
二
七
七

.
0
0

0
人
、
工
業
関
係
者
七
二
・
○
○
○
人
で
あ

つ
た
Q



(註
三
)
M
i
c
h
e
l
s
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
S
S
.
 
 
G
8
-
7
3
.

こ
れ
に
よ
つ
て
、
私
共
は
、
こ
の
第
二
期
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
運
動
、
す
な
は
ち

「
戦
闘
者
フ
・.
シ
ォ』
が
,
先
の

「革
命
者
フ
・
ッ
シ

ォ』
よ
り
も
、
幾
ら
か
資
本
主
義
的
諸
勢
力
の
方

へ
、接
近
し
て
來
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
こ
の
こ

ろ
ま
で
は
、
な
ほ
そ
れ
は
完
全
な
る
提
携
に
ま
で
は
、
至
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
こ
と

を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

更

に
私
共
は
、
こ
の
時
期
に
於
け
る
フ
ァッ
シ
ズ
ム
の
主
張
及
び
綱
領
を
注
目
す
る
こ
・こ
に
よ
つ
て
、

一
暦
よ
く
,
こ
の
爾
勢
力
の

関
係

を
理
解
し
得

る
の
で
あ
る
。

そ
の
最
も
重
要
な
る
も
の
は
、

一
九

一
九
年

ム
。
ソ
リ
昌
に
よ
つ
て
起
草
さ
れ
た

『
戦
闘
者
フ
..
シ
ォ』

の
綱
領
で
あ
る
。
そ
れ
は

次
の
如
き
内
容
を
持

つ
て
ゐ
る
。

一
、
憲
法
制
定
國
際
國
民
會
議
の

一
支
派
,こ
し
て
の
イ
タ
リ
ア
の
憲
法
制
定
國
民
會
議
は
,
國
家
生
活
の
政
治
的

・
及
び
経
済

的

基
礎
の
、
根
本
的
改
造
を
途
行
せ
ん
こ
と

を
以

つ
て
問
題
・こ
す
る
。

二
、
イ
タ
リ
ア
共
和
國
の
宣
言
。
執
行
作
用
の
地
方
分
権
、
立
法
機
關
を
有
す
る
各
縣
及
び
各
市
町
村
の
自
治
制
、
爾
性
の

一
般

.
平
等

.
直
接
選
挙

制
.こ
、
國
民
票
決
及
び
國
民
提
案

に
よ
る
拒
否
権
の
行
使
を
認
め
ら
れ
た
る
、
民
主
政
治
。

三
,
元
老
院
の
廃
止
。
政
治
警
察
の
撤
慶
。
國
家
権
力
か
ら
独
立

せ
る
・
司
法
機
關
に
よ
る
選
挙
。

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(第
二
省
第

}號
)

(A

四
三
)

四
三



プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
寳
相
ざ
本
質

(第
=
巻
第

一號
)

(A

四
四
)

四
四

四
、
貴
族
的
稽
號
及
び
騎
士
制
度
の
撤
慶
。

五
、
強
制
徴
兵
制
度
の
廃
止
。

六
、
言
論

・
集
曾

・
出
版
の
自
由

・
良
心
及
び
信
教
の
自
由
。

七
、
國
民
教
育

及
び
職
業
教
育

に
対
す

る
機
會
均
等
。

八
、
社
會
衛
生
の
極
度
的
實
施
。

九
、
産
業
及
び
金
融
を
目
的
・こ
す
る
株
式
會
社

の

一
齊
解
散
。
銀
行
及
び
取
引
所
の
あ
ら
ゆ
る
投
機
的
行
爲
の
禁
塵
。

一
〇
、
私
有
財
産
の
調
査
及
び
課
税
。
不
生
産
的
牧
入
の
浸
牧
。

一
一
、
十
六
才
以
下
の
幼
年
労
働

の
禁
止
。
労
働

八
時
間
制
。

一
二
、
生
産
組
織
の
協
同
組
合
化
ε
全
労
働

者
の
直
接
的
利
潤
参
與
制
。

一
三
、
秘
密
外
交
の
撤
慶
。

一
四
、
世
界
各
國
家
の
社
會
聯
帯
を
促
進
す
る
意
味
に
於
て
、
ま
た
そ
れ
に
奉
仕
す
る
意
味

に
於
て
行

は
れ
る
國
際
政
治
,こ
,
國

際
聯
盟
に
於
け
る
各
國
家
の
独
立

の
尊
重
。
(註
)

(註
)
B
a
l
a
b
a
n
o
f
,
 
F
a
s
c
i
s
m
u
s
,
 
S
S
.
 
2
5
1
-
2
5
2
;
 
C
o
u
n
t
 
S
f
o
r
z
a
,
 
F
a
s
c
i
s
m
 
a
n
d
 
B
o
l
s
h
e
v
i
s
m
:
 
a
 
L
e
g
e
n
d
 
C
a
n
 
a
r
t
i
c
l
e
 
i
n
 
T
h
e
 
C
o
n



t
e
m
p
o
r
a
r
y
 
R
e
v
i
e
w
,
 
S
e
p
t
.
 
1
9
3
1
.
P
P
.
3
2
2
 
 
3
2
3
.

)

こ
の
綱
領
に
ょ
つ
て
見
る
に
、
第
九
條
乃
至
第
十
二
條
は
,
現
代
資
本
主
義
の
要
求
,こ
正
に
衝
突
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
綱

領
が
,

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
標
獲
得
後
、
い
か
に
實
現
さ
れ
て
ゐ
る
か
ミ
云
ふ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
観
察
し
た
い
。

ハ

『
政
党當

フ
ァッ
シ
ス
タ
』

一
九
二

一
年
末
に
、
約
三
十
萬
入
と
云
は
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
の
窯
員
は
、

一
九
二
二
年
六
月
に
は
、
四
十
五
萬
八
千
人
に
上
つ
た

が
、
同
年
十
月
政
堰
を
獲
得
し
て
以
來
、
更
に
急
激
な
発
展

を
,こ
げ
た
。
す
な
は
ち

一
九
二
三
年
が
六
十

三
萬
人

(
内

.
純
正
民
族

主
義

者
十
五
萬
人
)
で
あ

つ
た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
府
が
危
機
に
立
つ
た

一
九
二
四
年
に
於
て
は
,

一
時

四
十
萬
四
千
五
百
人
に
減

退
し
、

一
九
二
七
年
に
は
更

に
発
展
し
て
、
九
十
六
萬
五
百
人
・こ
な

つ
た
。
(註
)

(註
)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
P
.
 
3
,
 
2
6
.

窯
員
粒
そ
の
地
方
的
分
布
の
状
態
に
つ
い
て
見
る
に
次
の
通
り
で
あ
る
o

(全
上
・
二
六
頁
)

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
蟹
相
.、」本
質

(第
二
巻
第
「
號
)

(A

四
五
)

四
五



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
審
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

四
六
)

四
六

北西部

地
方
(首

都
)

Piedm
ont(T

urin) 

L
iguria(G

enoa) 

 L
om

bardy(M
ilan)

1923

窯
員
数

黛
員
ノ
人
ロ
昌

封
ス
ル
割
合

1924

窯
員
籔

1927

簾
員
数

北東部

 V
  enetiaT

ridentina(T
rento) 

V
en, tia(V

enice) 

V
enetiaJulia(T

riest) 

E
m

iliaR
om

agna(B
ologna)

中央部

 T
useany(Floreuce) 

M
arches(A

ncona) 

U
m

bria(Perugia) 

L
atium

(R
om

e) 

A
bruzzi(A

quila)



こ
の
地
方
的
分
布

の
統
計
に
よ
つ
て
、
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
黛

の
社
会
的
基
礎
が
、
イ
ミ
リ
ヤ
H

ロ
マ
ニ
ア
か
ら
タ
ス
カ

ニ
イ
、
ウ

ム
ブ
リ
ヤ
、
ア
ブ
ラ
ツ

ツ
イ
を
通

つ
て

ロ
ー

マ
に
至

る
中
部
農
業
地
方
に
最
も
壁
固
で
あ
る
ご
ざ
、
及
び
北
西
部
の
チ

ユ
!
ジ
ン
か
ら
ミ
ラ

ン
に
至
る
工
業
地
方

に
、
こ
れ
に

つ
ぐ
地
盤
の
あ
る
ご
ざ
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に

一
九
二
五
年
以
來

の
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
構
成
員

の
表
を
左
に
示
さ
う
。

(
全
上

.

国
五
五
頁
)

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相

ざ
本
質

(
第
二
省
第

一
號
)

(
A

四
七
)

四
七

南部

 C
am

pania(N
aples) 

Puglie(B
ari) 

B
asilicata(Potenza) 

C
alabria(C

osenza) 

S icily(Palerm
o) 

Surdinia

宜他

C
olonies 

D
alm

atia



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
霧
第

一
號
)

(
A

四
八
)

四
八

こ

れ

ま

で
社

會

的
結

社

に
過

ぎ

な

か

つ
た

『
戦

闘

者

フ
.
.
シ
ォ
」

は
、

一
九

二

一
年

十

一
月

の

ロ
ー

マ

大

會

に
於

て
初

め

て

『
政

蕪

フ
。
,
シ

ス
タ

』

,こ
な

り

、
次

い

で

一
九

二

三
年

二
月

に
至

つ
て

、
初

め

て
民

族
主
義

者

,こ
の
合

流

が

完

成

し

、

こ

こ

に

『
國

民

フ
。
.

シ

ス
タ
政
党

」

が

成

立

し

た

の

で

あ

つ
た

。

(
註
)

か

や
う

な
政
党

ミ
し

て

の

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

ミ
、

そ
の
政
椹
の
発
展

を
次
に
述

べ
や
う
。

(註

)

フ
ア
ッ
シ
ス
ト
ざ
民
族
主
義
者
ご
は
、
こ
の
ざ
き
ま
で
、
必
ず
し
も
同

一
組
織
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
は

な
か

つ
た
。

フ
ア
ツ
シ
ス
ト
は

人

々
の

知
る
如
く
黒

シ
ヤ
ツ
を
着
て
ゐ
る
が
、
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ス
ト
は
濃
青
シ
ヤ
ツ

を
着

て
を
り
、
よ
く
匠
別
せ
ら
れ
た
o
更
に
共
和

團
体

名

年
次

1925
1926

1927

Fasci  di C
om

bytttim
ento

Fem
inine fasci

G
iovani Italiane 

Piccole Italiane

(青
年
女
子
團
)

(少
女
團
体
)

U
niversity groups

A
dvance G

uard

B
alilla

(青
年
團
体
)

(少
年
團
体
)

(Partito N
azionale Fascista)

 , (C
om

itia azzurra)



主
義
的
愛
國
主
義
者

ρ
マ
ヂ
ニ
及
び
ガ
リ
パ
ル
ヂ
の
傳
統
を
ひ
く
も
の
)
は
、
赤

シ
ヤ
ツ

(
C
a
m
i
t
i
a
 
r
o
s
s
a

)

を
着
て
ゐ
だ
。
ダ

ヌ
ン
チ
オ
の
フ

ユ

ー
メ
遠
征
軍
は
黒
及
び
青

シ
ヤ
ッ
の
混
合
で
あ

つ
た
。
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
登
生
當
時
に
は
、
こ
の
三

つ
の
シ
ヤ
ツ
が
見
ら
れ
た
ざ
云
ふ
。
そ
し
て
プ
ア
ツ

シ
ス
ト
の
勢
力
の
伸
張

に
は
、
こ
の
色

シ
ヤ
ツ
が
少
な
カ
ら
ず
役
立

つ
た
こ
ざ
が
、
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
R
o
b
e
r
t
 
M
i
c
h
e
l
s
,
 
a
.
 
a
.
 
 
0
�
 
S
.
7
0
.

)

こ

こ

に
於

て
、

私

は

フ
。
ッ
シ

ス
ト

の
政
権

獲

得

の
直

接

過

程
と

し

て

の
奮

政

纏

の
動

揺

に

つ
い

て
述

べ
ね

ば

な

ら

な

い
。

先

づ

一
九

二

一
年

五
月

十

五
日

の
、

解

散

に
よ

る
総
選
挙

の
結

果

、
ギ
オ
リ
ッ
チ

内
閣

は

僅

に
多

数

を
得

る
こ
と

が

で

き

た

け

れ

,こ
も

、

『
社
會
党

」

は
依

然

、

最

大
政
党

で
あ

り

、

『
人
民
党

」

は

一
暦

の
躍

進

を

見

せ
、

政

府
黛

た

る

自

由
主
義

プ

ル
ヂ

.
ア
諸

政
党

の
プ

ロ
。
ク

は

、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

の
脅

威

の

下

に
、

不
断

の
動

揺

を

つ
づ

け

輩

固

で

な
く

、

六
月

廿

六

日

の

『
社
會
党

』

及

び

『

共
産
党

」

の
提

出

せ

る

不

信

任

案

に
対
し

、
ギ
オ
リ
ッ
チ

は
僅

少

の

多

数

を

以

つ
て

勝

利

を

占

め

た

の

で

あ

つ
た

が

、

ピ
・
ソ

ラ

テ

イ

の

率

ゐ

る

『
改

革
社
會
党

」

(
R
e
f
o
r
m
s
o
z
i
a
l
i
s
t
e
n

)

の

策

働

に

ょ

つ
て

途

に
内

閣

瓦

壊

に
導

か

れ

甚

だ

難

産

の
後

に

ボ

ノ

ミ

(
B
o
n
o
m
i
)

の

内
閣

が

『
改

革
社
會
党

」

の
支

持

の

下

に
成

立
し

た

。
(
註
)

(
註
)

こ
の
改
革
社
宮
窯
は
、

一
九

=

一年
ト
リ
ポ
リ
問
題
で
、
社
會
裳
か
ら
分
裂
し
た
分
子
で
あ
る
が
、
上
述

の
如
く
、
次
第

に
右
傾
し
て
ピ
…
ド

モ

ン
ト
や

ロ
ム
バ

ル
デ
イ
の
工
業
資
本
家
を
代
表
ず
る
ボ
ノ
ミ
を
支
持
ず
る
ブ

ル
ヂ
ヨ
ア
政
党

に
轄
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

回
九
二
二
年
十
二
月

こ
の
政
党
は
解
散
し
た
o
(
P
a
u
l
 
H
e
r
r
e
,
 
P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
s
 
H
a
n
d
w
O
r
t
e
r
b
u
c
h
,
 
B
d
.
 
I
.
 
S
.
8
7
5
.

)

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

鴎
號
)

(
A

四
九
)

四
九



プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(第
二
霧
第
一
脱
)

(A

五
〇
)

五
〇

し
か
し
ボ
ノ
ミ
内
閣
の
下
に
於
て
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
會
議
で
、

フ
ラ

ン
ス
の
失
言
問
題
が
起
り
、
イ
タ
リ
ア
の
民
族
主
義

は

一
暦

硬
化
し
た
。
そ
こ
で
フ
ァ.
シ
ス
ト
の
攻
撃
に
遇
う
て
、
遽
に
内
閣
の
投
げ
出
し
を
決
意
す
る
に
至
つ
た
の
が
、

一
九
二
二
年
二
月
二

日
で
あ

つ
た
が
、
後
纏
難
の
た
め
に

一
,こ
先
づ
居
据
り
、
次
い
で
十
七
日
途

に
信
任
投
票

に
破
れ
て
、
僻
職
を
決
行
せ
ざ
る
を
得
ざ

る
に
至
つ
た
。

次

い
で
前
藏
相
フ
ァ
ク
タ
(
F
a
c
t
a
)
を
首
相
ε
す
る

『
入
民
窯
」
と

の
聯
立
内
閣
が
、

一
ケ
月
の
難
産
を
経
て
、
漸
く
三
月
十
六

日
に
成
立
し
た
。
し
か
る
に
七
月
十
二
日
に
は
,
こ
の
内
閣
も
亦
財
政
問
題
に
於
て
、
信
任
に
破
れ
、
八
月
初
め
、
後
継
難
の
た
め

に
、
フ
ァ
ク
タ
改
造
内
閣
が
更
生
し
た
の
で
あ
る
。
か
や
う
な
政
纏
の
動
揺
ε
不
確
立
は
、

一
に
フ
ァッ
シ
ス
ト
勢
力
の
勃
興
ε
、

自

由
主
義

的
諸
政
党

の
左
顧
右
晒
の
結
果
で
あ

つ
π
。
ム
ッ
ソ
リ
ニ
は
す
で
に
、

自
己
を
首
斑
ε
す
る
聯
立
内
閣
は
こ
れ
を

受
諾
す
る

も
、
他
の
内
閣
は
こ
れ
を
絶
対

に
撞
否
す
る
こ
と
を
言
明
し
、
政
党

政
治
と
議
會
政
治

へ
の
革
命
を
叫
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
か
や

う
な
形
勢
の
下
に
、
イ
タ
リ
ア
立
憲
内
閣
は
、
次
第

に
そ
の
成
立
難
を
告
げ
る
や
う
に
な
り
、
九
月
二
十
日
の
フ
。ッ
シ
ス
ト
の
會
合

に
於
て
、
す
で
に
ム
ッ
ソ
リ
ニ
は

『
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト革
命
」
,こ

『
ロ
ー

マ
進
軍
」
を
述
べ
、
且
つ
エ
マ
ヌ
エ
ル

三
世
の

君
主
政
治
を
支

持
す
べ
き
こ
事こ
を
明
確
に
し
た
。

更
に
十
月
に
入

つ
て
,
先
づ
フ
。
ッ
シ
ス
ト
の
地
方
政
権

の
獲
得
が
遽
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
新
領
土
の
反
民
族
主
義
を
抑
駆
せ
ん
が



た

め

で
あ

つ
た

。

す

な

は
ち

、

ギ

オ

リ
ッ
チ
、

ボ

ノ

ミ
、

フ
.
ク
タ

ら

の
ブ
ル
ヂ
ョ
ア

諸

内
閣

は
、

自

由

主
義

的

な

自

治
主
義

の

政

策

を

こ

の
新

領

土

に
対
し

て
探

用

し

た
。

一
九

一
九
年

一
月

の
君
主

の
詔

勅

に
も

、
地

方
自

治

制

を

で
き

る
だ

け

認

め

る

,こ
云

ふ
こ
と

が

表

明

さ

れ

て

ゐ

た

。
し

か

る

に

】
九

二

一
年

の
選
挙

に
於

て
、
初

め

て

参

加

し

た

こ
れ

ら

の

地

方
民

の

投
票

に
表

は

さ
れ

た

,こ
こ

ろ

は
、

反

イ

タ

リ

ア
主

義

の

傾
向

が

強

か

つ
た

。

こ

の
事

實

は
、

イ

タ

リ

ア
民

族

主
義

運

動

を

一
暦

硬

化

せ
し

む

る
材

料

ε
な

り

、

こ

の
地

方

へ
の

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

の
駆

迫

が

愈

々
加

は

つ
て

行

つ
た

。

新

し
く

イ

タ

リ

ア

領

,こ
な

れ

る
南

チ

ロ

ル
の

中

心
地

ボ

ル
ザ

ノ

(
B
o
l
z
a
n
o

す

な

は

ち
B
o
t
z
e
n)

の
市

聴

は
、

十
月

一
日

及
び

二

日

に

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

の
占

領

す

る

ーこ
こ
ろ

,こ
な

つ
た
。

(
註

)

(
註
)

一
九
一
=

年

の
撰
暴
で
、
南
チ

ロ
ル
の
投
票
は
、
ボ
ル
ザ

ノ
地
方
に
於
て
は
、
総
籔
四
六

・
　
九
二
票
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
窯
プ

ロ
ツ
ク
が
三
六

・

⊥
ハ
六
六
票
で
、
社
會
党
が
約

四

・
0
0
0
票
准
得
て
を
り

.
前
者

の
候
補
者
は
全
部
當
選
し
た
。

一
九
二
四
年

の
選
挙
に
於
て
は
、
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
の

約

三

・
O
O
O
票
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
党
プ

ロ
ツ
ク
は
三
四

・
九
八
三
票
々
得
た
。

ま
た
ベ
ネ
チ
ア
=
ヂ

ュ
リ
ア

(
V
e
n
e
t
i
a
J
u
l
i
a

)
地
方

の
ス
ラ
ブ
人
の
政
党
は
、

一
九
一
=

年

の
選
挙
に
於
て
、

四
八

・
七
八
四
票

(
全
体
の
三

三

.
六
%
)
を
得
、

一
六
人
の
候
補
者
中
五
人
の
當
選
者
を
出
し
た
。
但

し

一
九

二
四
年
の
選
挙
に
は
、
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
政
権
確
立

の
た
め
に
、
少
し

く
減
少
し
、
二
九

・
八
四
七
票

(
=

・
一
%
)
を
得
、
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
大
勝
に
蹄
し
た
Q

か
や
う
な
新
領
土
の
反
イ
タ
リ
ア
的
行
動

の
背
後

に
は
、
地
方
纒
濟
の
持
殊
的
事
情
が
あ

つ
た
。
例

へ
ば
チ

ロ
ル
地
方
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
遊
覧

地
で
あ
り
、
且
つ
葡
萄
酒

の
産
地
で
あ

つ
た
が
、
新
し
く
國
境

の
障
壁
を
設

け
ら
れ
た
爲
め
に
、
非
常
に
経
済

的
打
撃
を
う
け
る
や
う
に
な
つ
だ
。
ま

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
審
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

五

一
)

五

一



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
審
相
ざ
本
質

(
第

二
春
第

『
號
)

(A

五
二
)

五

二

た
フ
ユ
ー
メ
や
ト
リ
エ
ス
ト
の
や
う
な
商
港
は
、
こ
れ
ま
た
國
境
に
よ
つ
て
奥

地
の
大
陸
ざ
切
箇
さ
れ
た
爲
め
、
そ
の
通
商
上
、
著
し
い
打
撃
准
蒙
る

に
至

つ
た
Q
例

へ
ば
フ

ユ
ー
メ
の
貿
易
額
は
、

一
九

=
二
年
の
二
千
二
百
五
十
萬

ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ウ

エ
イ
ト
か
ら
、

一
九
二
一二
年
に
は
僅
に
二
百
萬
、

一
九
二
四
年

に
は
四
百
萬

ハ
ン
ド

レ
ッ
ト
に
減
じ
た
。

ま
た
こ
の
間
に
、
こ
れ
ら
の
地
方

に
封
ず
る
イ
タ
リ
ア
の
歴
迫
は
甚
し
く
課
重
さ
れ
だ
。
各
種
の
結
社
の
禁
歴
、
イ
タ
リ
ア

語

の
強
制
、
名
構

の
イ

タ
リ
ア
化
、
寄
附
金
の
強
要

、
課
税

の
増
徴

な
8
が
行
は
れ
、

一
層
反
伊
感
情
を
強
め
た

(
o
S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
P
.
 
3
2
-
4
7
.

)

一
九

二

二
年

十

月

二
十

四

日
、

こ
の

日

か

ら

開

か

れ

た

ナ

ポ

リ

に

於

け

る
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
党

大

會

に
於

て
、

ム
.
ソ

リ

ニ
は
す

で

に

政
権

を
要

求

す

る
、
次

の
如

き
演

説

を
な

し

た

。

『
…

…
議

會

の
解

散

、

選
基

法

改

正

・こ
急

速

な

る
選
挙

執

行
、

民

族

的
勢

力
と

反
民

族

的

勢

力

,こ
の

間

に
グ

ロ

テ

ス

ク
な

中

立

的

態

度

を
有

す

る
國

家

の
、

か

か

る
態

度

の
撚

棄

、

財

政

上

の
強

行

手
段

、

ダ

ル

マ
チ

ァ
か

ら

の
撤

退

に

つ
い

て

の
再

考

、

及

び

航

室

委

員

會

他

五

相

の

地

位

の
譲

渡

を
要

求

す

る
。

外

務

・
陸

軍

・
海
軍

・
労
働

及

び
公

共
事

業
省

を
要

求

す

る
。

…

…
し

か

し

て
か

や
う

な

法

律

的
変
革

は

,
自

分

の

直
接

参
與

せ

ざ

る
政

府

に
於

て
。

準

備

せ
ら

る

べ

き

で
あ

る

。

…

…

…
」

(
註

一
)

,こ
述

べ

て

ゐ

る
。

し

か

し

フ
ァ
ク

タ

内
閣

は

,

何

ら

こ
れ

に
耳

を

借

す

ーこ
こ

ろ

が

な

か

つ
た

か

ら
、

二

十

六

日
夜

に

至

つ
て

動

員

令

が

下

さ
れ

、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

の
ロ
ー

マ
進

軍

が

初

め

ら

れ

、

二
十

八

日

に

は
約

五
萬

の
義

勇
軍

が
M
i
c
h
e
l
e
 
B
i
a
n
c
h
i
,
 
G
e
n
e
r
a
l
 
D
e



B
o
n
o
,
 
C
a
p
t
a
i
n
 
D
e
 
V
e
c
c
h
i
,
 
L
i
e
u
t
e
n
a
n
t
 
I
t
a
l
o
 
 
B
a
l
b
o

の

四
頭

目

(
Q
u
a
d
r
u
m
v
i
r
a
t
e

)

に

率

ゐ

ら

れ

て
、

極

め

て
平

和

に

・

ー

マ
に

侵

入

し

た

。

政

府

は
こ

れ

に
対
し

て
戒

嚴

を

奏

請

し

た

が

,

君

主

は

こ

れ

を

却

下

し

た

。

そ
こ

で

内
閣

は
瓦

壊

し

、

三
十

一
日

ム
ッ
ソ

リ

ニ
を

首

斑

・こ
す

る
聯

立

内

閣

が
成

立

し

た

。

(註

二
)

(
註

一
)
S
e
h
n
e
i
d
e
r
,
 
M
a
k
i
n
g
 
F
a
s
c
i
s
t
 
S
t
a
t
e
,
 
P
P
.
 
8
0
-
8
1
.

.

(
註
二
)
I
d
e
m
.
 
P
P
.
 
8
1
-
8
2
.

こ

の
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
最
初

の
内
閣
に
は
首
相
兼
内
務
兼
外
務
大
臣

ム
ヅ
ソ
リ

ニ
の
外
に
正
規
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
窯
員
三
名
、
O
r
v
i
g
l
i
o

(
司
法
)
G
i
u
r
a
t
i

(
新
領
土
大
臣
)
及
び
元
民
主
党
員
A
l
b
e
r
t
o
 
d
e
 
S
t
e
f
a
n
i

(
藏
相
)
民
族
主
義
者
F
e
d
e
r
z
o
n
i

(
植
民
)

一
人
を
含
ん
で
ゐ
た
が
、
他

の
九
大
臣

は
、
ア
ル
ヂ
ヨ
ア
政
党
、
と
く
に
自
由
党
員

の
占
め
る
ざ
こ
ろ
で
あ
り
、
人
民
裳
か
ら
C
a
v
a
z
z
o
n
i

(
労
働
)
も
加
は

つ
て
ゐ
た
。
な
ほ
次
官
級
に
は

十
五
名
の
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
、
六
名

の
人
民
党
、
各
三
名
の
自
由
党

、
民
主
賞
及
び
民
族
主
義
者
を
含

ん
で
ゐ
だ
。
(
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
8
5
.

)

そ
の

後

一
九

二

四
年

及

び

一
九

二
九

年

の

二

回

の
総
選
挙

の
後

を

う

け

て

、

一
九

二

五

年

八

月

三

十

日
の

内

閣

改

造

、

つ
い
で

一

九

二

九
年

九

月

十

二

日

に
更

に
改

造

さ
れ

た
現

内
閣

に
於

て

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
の

色

彩

が

純

梓

化

さ

れ

た

。

こ

の

間

に
於

け

る

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
政
権

の
獲

展

を
見

る

に
、

一
、

一
九

二

一
年

乃

至

一
九

二

四
年

。

こ

の

闇

に

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
政
権

が

成

立

し

た

け
れ

さ
も

、

ま

だ

そ

の
基
礎

は
確

立

し

て
ゐ

な

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
さ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

五
三
)

五
三



フ
7
ツ
シ
ズ
ム
の
冨
相
ざ
本
質

(第
二
巻
第
日號
)

(A

五
四
)

五
四

か
つ
た
。
し
か
し
こ
の
間
に
、
次
第

に
最
右
翼
の
民
族
主
義
者
は
も
ーこ
よ
り
、
自
由
党

、
民
主
党

、
人
民
党

な
さ
の
右
傾
分
子

が
、

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
に
合
流
し
始
め
た
。
そ
し
て

一
九
二
三
年
の
新
選
挙

法

に
よ
る
総
選
挙

が

一
九

二
四
年
四
月
六
日
に
行
は
れ

た
が
、
こ
の
際
、

『
國
民
名
表
』

(
N
a
t
i
o
n
a
l
 
L
i
s
t

)
の
名
の
下
に
、

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

以
外
の
ブ
ル
ヂ
ョ
ア

諸
政
党

の
窯
員
も
、

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

の
名
表
の
う
ち
に
参
加
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
選
挙

に
よ
つ
て
、
初
め
て
議
會
に
於
け
る
フ
ァ
.
シ
ス
ト
の
絶
対

多
数
が
成
立
し
た
。

し
か
し

一
九
二
四
年
五
月
か
ら
開
か
れ
た
議
會

に
於
て
,

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
権
は

一
時
危
機
に
立

つ
た
。
そ
れ
は
総
選
挙

に
於

け
る
政
府
の
不
正
、
不
合
理
な
る
行
爲
に
対
す

る
非
難
が
高
ま
つ
た
こ
・こ
で
あ
る
。
ε
く
に
こ
の
紛
糾
を
甚
し
く
せ
し
め
た
も

の
は
、
政
府
攻
撃

の
中
心
に
立
つ
て
ゐ
た
統

一
社
會
党
領
袖

マ
テ
オ
ッ
テ
ィ
の
暗
殺
事
件
で
あ

つ
た
。
同
時
に

「
サ
ロ
ン
」

(
憲

法
草
案
會
議
)
の
ブ
ル
ヂ
ョ
ア
政
治
家
の
反
抗
が
起
り
、
政
府
部
内
で
は
,
民
族
主
義

者
が
必
ず
し
も
ム
ッ
ソ
リ
ニ
の
施
政
に
全

的
信
任
を
捧
げ
な
か
つ
た
こ
・こ
な
さ
で
あ
る
。
(註
)
経
済

財
政
上
に
於
て
政
府
は
ま
た
、
そ
こ
ま

で
の
ブ
ル
ヂ
ョ
ア
迎
合
的
放

漫
政
策
の
転
換

を
漸
く
必
要
ε
さ
る
る
に
至
り
、
金
融
界
か
ら
の
反
対

を
も
う
け
ね
ば
な
ら
な
か

つ
た
。
こ
の
難
局
を
切
ぬ
け

て
、
再
び
政
梅

の
安
定
を
見
た
の
は

一
九
二
六
年
の
十

一
月
で
あ
つ
た
。

(註
)

一
九
二
四
年
の
漢
墓
が
終
つ
て
、
五
月
か
ら
新
し
く
開
か
れ
た
議
曾
は
、
政
府
の
選
挙
封
策
に
劃
す
る
非
難
攻
撃
に
よ
つ
て
紛
糾
し
忙
。
そ
の
抗



議
の
中
心
に
立
つ
て
ゐ
た

の
が
社
会
窯

の

で
あ
る
が
、
七
月

の
マ
テ
オ
ッ
テ
イ
の
暗
殺
事
件
に
よ
つ
て
、
社
會
の
政
府

に
封
ず
る
攻
撃
が

一
層
高
ま
り
、
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
内
部
で
も
参
戦
者
團
体
か
ら
問
責

の
決
議
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
閣
内
の
不
穗
分
子
た
る
民
族
主
義

の
フ

エ
デ

ル
ッ
オ

ニ
ざ

ロ
ッ
コ
オ
ら
を
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
大
評
議
會
に
祭
り
込
み
、
更
に
八
月
か
ら
新
憲
法
草
案
委
員
會
を
作
り
、
こ
れ
を
元
老
院
議
員

五
名
、
代
議
士
五
名

、
學
者
五
名
を
以
つ
て
構
成
し
、

を
議
長
さ
し
て

講
事
を
進
め
、

社
會
の
紛
糾
を
ま
ぎ
ら
は
さ
ん

ざ
し
た

が
、
十
月

二
十
八
日
よ
り
開

會
さ
れ
た
こ
の
會
議

の
形
勢
も
亦
極
め
て
不
穏
で
あ

つ
た
。
例

へ
ば
サ
ラ
ン
ド
ラ
、
オ
ル
ラ
ノ
ド
、
ギ
オ
リ
ッ
チ
の
如
き

一
時
政
府

の
支
持
に
傾
い
て
ゐ
た
自
由
主
義
者
も
、
反
抗
的
態
度
を
ざ
る
に
至
つ
た
。
所
謂
プ
ア

ッ
シ
ス
ト

の

の

↓
派
な
さ
は
、
こ
の
時
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
事
件

の
た
め
に
、

一
九
二
四
年
に
於
け
る
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
黛
員
は
、
非
常
に
減
退
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
や
う
で
あ

つ
た
。

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
)

(
A

五
五
)

五
五

 A
rnendola ' j M

atteotti

G
iovani G

entile

dissidents
"Patria e L

iberta"

(Schneider, O
p. C

it. PP. 90 —
.)

(Schneider &
 C

lough, O
p. C

it. P.26.)

北西部

地
方

Piedm
ont 

L
iguria 

L
om

bardy

一
・
九
二
三
年
二
蹴
ス
・
レ

ー
九
二
四
年
ノ
減
少

一
〇
.2

-0.3

-0.4

南

地
方

C
am

pania 

Puglie 

B
asilicata

一
九
二
三
年
二
封
ス
'レ

ー
九
二
四
年
ノ
減
少

一
〇
.3

-0.6

--1.1



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
.込
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

五
山〇

五
六

こ
の
表
に
よ
つ
て
見
る
ご
シ
シ
リ
イ
の
み
が
増
加
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
久
し
く

シ
シ
リ
イ
の
政
界
を
支
配
し
て
ゐ
だ
秘
密
結
祉

冨
9
臨
9
に
劉
ず
る
掃

討
が
、
次
第
に
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
の
手
に
よ

つ
て
遽
行
さ
れ
だ
結
果
で
あ
る
.込
考

へ
ら
れ
る
。

二
、

一
九
二
五
年
乃
至

一
九
二
九
年
。
こ
の
時
期
は
、
い
よ
い
よ
フ
。ッ
シ
ス
ト
的
國
家
理
想
の
創
生

の
た
め
に
努
力
さ
れ
た
。
先

づ
財
政
的
に
。
放
漫
政
策
を
緊
縮
政
策

に
轄
向
せ
し
め
た
。

一
九
二
六
年
十

一
月
二
十
五
日
の
法
律
に
よ

つ
て
、

(
自
由
党
を

除
く
)
す
べ
て
の
政
党

の
解
散
が
命
ぜ
ら
れ
,
そ
の
再
組
織
が
嚴
禁
さ
れ
た
。
(註

一
)
そ
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
党
の
、

一
窯
專

北東部中部

V
enetiaT

ridentina 

V
enetia 

V
enetia-Julia 

E
m

iliaR
om

agna

T
uscany 

M
arches 

U
m

bria 

L
atium

 

A
bruzzi

0--0.2

-0.7

-0.8

-0.5

-0.3

-1.2

_0.9

_1。
0

部

C
alabria 

Sicily 

 S  ardinia

一
〇
.6

十
〇
.1

-0.3

(Schneider and C
lough,O

p. C
it. P.26.)



制

主

義

が
確

立
し

た
。

一
九

二
七

年

四
月

二

十

一
日

に

は
労
働

法

(
C
a
r
t
a
 
d
e
l
 
L
a
v
o
r
o

)
が

饗

布

さ
れ

た
が

、

一
九

二
七

年

か
ら

二
八

年

に

か

け

て
経
済

的

恐

慌

に
襲

は
れ
、

漸

く

一
九

二
八

年
春

以
來

こ

の
危

機

も

脱

出

す

る

こ

・こ
が

で
き

、

資

本

家

の

政

府

に
対
す

る

信

任

を
取

り

戻

す
こ
と

が

で

き

た

。
(
註

二
)
こ
の

年

、
」
新

地

方

制

度

が

布

か
れ

、

同

年

十

二
月

九

日

の
法

律

に

よ

つ
て
、

『
フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
大

評

議

曾

』

(
G
r
a
n
 
C
o
n
s
i
g
l
i
o
 
d
e
l
 
F
a
s
c
i
s
m
o

)

の

組
織

が

で

き

あ

が

り

、

翌

】
九

二
九

年

三

月

二

十

四

日

に

は
、

一
九

二
八

年

五
月

十
七

日

の
新
選
挙

法

に

よ

る
総
選
挙

が

施

行

さ

れ
、

一
九

二
九

年

二
月

十

二

日

に

は
法

王
と

の

コ

ン

コ
ル
ダ

ー

ト
の
成

立

を

見
、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
國
家

の
完

成

を
見

る

こ
と

が

出

來

た
。

(
註

咀
)

一
九

二
六
年
十

一
月
二
十
五
日

の
反
対
政
党
全
部

の
解
散
を
命
ず
る
法
律
は
、
十

一
月
九
日
か
ら
開
か
れ
た
臨
時
議
會
で
決
定

さ
れ
た
も

の
で

あ
る
が
、

一
九

二
四
年
か
ら
盛

ん
に
な
つ
た
野
党

の
反
抗
は
、

一
九
二
四
年
七
月
以
來

、
三
度
ま
で
も

ム
ッ
ソ
ジ

ニ
狙
撃
事
件
を
惹
起
し
、
そ
の
結
果

政
府
が
強
硬
政
策
を
ざ
る
に
至

つ
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
第
四
條
に
よ
れ
ば
、

『
い
か
な
る
名
を
以

つ
て
ず
る
も
.
警
察

に
よ
つ
て
解
散
せ
ら
れ

た
る
團
体

の
再
建
を
企
て
る
も
の
は
、
一二
鉦
乃
至
五
年
の
懲
役
に
露
ず
。
こ
れ
ら
の
不
法
な
る
團
体
に
加
入
せ
る
も
の
、
叉
は
か

》
る
團
体
の
主
義

・

綱
領
又
は
行
動
方
針

の
宣
傳
を
な
せ
る
も
の
は
、
二
年
乃
至
五
年

の
懲
役
に
塵
ず
。
』
ざ
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
か
》
る
不
法
團
体

の
う

ち
に

は

『
自
由
黛
』
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
・、c
云
ふ
こ
ざ
が
表
明
さ
れ
た
が
、

こ

の
政
党

も
集
會
を
禁
ぜ
ら
れ
、

機
關
紙

の
登

行
を
停
止
さ
れ

た
の
で
あ

つ

た
。
(
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
H
a
n
d
b
o
o
k
 
o
f
 
t
h
e
 
W
o
r
l
d
,
 
1
9
3
1
.
 
P
.
1
0
6
.

)

(註

二
)

か
や
う
な
プ
ア

ツ
シ
ス
ト
勢
力

の
伸
張
は
、
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
政
府

の
財
政
政
策

ざ
経
済
諸
團
体
の
乗
取
り
運
動
ざ
に
ま

つ
も
の
が
多
か
つ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

五
七
)

五
七



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
竃
相
ざ
本
質

(
第
二
雀
第

「
號
)

(A

五
八
)

五
八

先
づ
こ
れ
を
財
政
政
策
に
つ
い
て
見
る
に
、
藏
相
ス
テ
フ
ア

ニ
は

一
九
二
二
年
か
ら

一
九
二
五
年
に
亘
つ
て
、
極
め
て
自
由
主
義

的
な
政
策
を
探

つ

た
。
例

へ
ば
、

(
一
)
國
費

の
節
減
、

(
二
)
租
税
体
系
の
簡
易
化
、

(
三
)
,資
本
集
中
の
奨
勘
、

(
四
)
國
業
民
管

な
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
他
方
に

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
准
探
用
し
た
の
で
、
資
本
家
は
最
も
こ
れ
を
よ
ろ
こ
ん
た
。
し
か
し
か
や
う
な
自
由
主
義
政
策
は
、

一
面
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
黛

内
部
に
、
國
家
社
會
主
義

的
立
場

か
ら
の
反
対
が
あ
り
、
他
面
に
か
や
う
な
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
政
策
は
財
政
困
難
を
持
ち
來
す
惧
が
あ

つ
た
爲
め
に

漸
く
金
融
統
制
政
策
を
實
施
せ
ん
.≧
し
て
、
資
本
家
の
反
対
に
遭
遇
し
、

一
九
二
五
年
八
月
末
、
内
閣
改
造
が
行
は
れ
、

『
イ
タ
リ
ア
商
業
銀
行
』
の

幹
部
ヴ
オ

ル
ピ
伯

(
　
　
　
　
　

)
が
代

つ
て
藏
相
に
就
任

し
た
Q

ヴ
オ

ル
ピ
は

ス
テ
フ
ア

二
の
後
な
う
け
て
、
デ

フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
政
策
を
行

つ
た
。
緊
縮
政
策
は

一
九
二
六
年
夏
に
そ
の
頂
点
に
あ
つ
た
が
、
金
利

・

償
格

・
賃
銀

・
営
業
そ
の
他

へ
の
國
家
的
統
制
が
行
は
れ
だ
の
で
あ
る
。
も
ざ
よ
り
か
レ
ろ
政
策
は
實
業
界

の
反
抗
を
豫
期
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

の
み
な
ら
ず

一
九
二
七
年

二
八
年
に
は
失
業

の
増
大
ざ
銀
行
破
産

の
績
出
が
あ
つ
た
Q
し
か
し
乍
ら

一
九
二
八
年
春
以
來

、
こ
の
緊
縮
政
策
が
効
を
奏

し
て
財
界
回
復
の
徴
が
見

デ
出

し
だ
た
め
に
、
フ
ア
シ
ス
ト
政
権
は
更
に
實
業
界

の
信
任
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。

プ
ア
ツ
シ
ス
ト
政
府

の
経
済
的
諸
勢
力
に
謝
ず
る
支
配
は
、
ま
た
次

の
や
う
な
各
種
の
産
業
團
体
を
、
次
第
に
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
の
支
配
下
に
置
く
こ

(C
ount V

olpi)

M
cG

uire, Italy's inter

national econonic Position, PP.  196f., 508; M
ussolini and sein Fascism

us, 1928, SS. 367-401; Schneider &
 C

lough, 

M
aking Fascists, PP. 14-16; L

uigi V
illari, T

he Fascist E
xperim

ent, C
h. V

.; C
. R

. M
uriello, M

ussolini, his W
ork 

and the new
 syndical law

, 1928, C
hs. X

[-X
III.



ざ
に
よ

つ
て
實
現
さ
れ
た
o
ず
な
は
ち
イ
タ
リ
ア

の
全
薩
業
團
体

の
聯
合
体
た
る

.
"
C
o
n
f
e
d
e
r
a
z
i
o
n
e
 
G
e
n
e
r
a
l
e
 
F
a
s
c
i
s
t
a
 
 
d
e
l
l
'
 
I
n
d
u
s
t
r
i
a

I
t
a
l
i
a
n
a

は
全
体

の
綜
合
機
關
で
あ
り
、
そ

の
下
に
工
業
、
銀
行
、
商
業
及
び
農
業

の
各
團
体
の
う
ち
に
、
プ
ア

ツ
シ
ス
ト
の
支
配
が
確
立
さ
れ
た
c

こ
ら
れ

の
團
体
は
十
九
世
紀
末

か
ら
あ
る
、
み
な
古
い
團
体
で
あ

つ
た
。

-

し
か
し
か
や
う
な
社
會
團
体

の
政
党
的
支
配
は
、
産
業
團
体
に
限

ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
脛
濟
的
、
文
化
的
諸
團
体
に
対
し

、
プ
ア

ッ
シ
ス
ト
の
支
配

が
行
き
亘
り
、
さ
う
し
て
そ
の
社
會
的
フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
土
毫
の
上
に
、
プ
ア

ツ
シ
ス
ト
政
権

ぱ
確
立
さ
れ
て
を
り
、
か
つ
そ
の
政
権
は
・
こ
れ
ら
の

團
休
の
う
ち

の
、
フ
ア

ッ
シ
ス
ト
的
な
も

の
に
の
み
與

へ
ら
れ
た
る
塗
政
権

の
上
に
確
立
さ
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

尤

も
か
や
う
な
政
治
組
織

の
完
成

は
、

一
九
二
六
年
四
月
三
日
の
法
律
第
五
六
三
號
に
よ
る
團
体
公
認
制
度
、
及

び

「
九
二
八
年
五
月
十
七
日
の
新

選
挙

制
度
に
關
す
る
法
律
第

】
○

}
九
號
が
成
立
し
、

}
九

二
九
年
三
月
二
十
四
日
新
選
挙

法
に
よ
る
網
選
挙

が
豫
定
の
如
く
、
政
府

の
勝
利
に
終

つ

だ
こ
ざ
に
よ

つ
て
、
初
め
て
出
來

あ
が
つ
た
の
で
あ

つ
た
。
(
S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
O
p
.
 
C
i
t
 
.
P
.
1
5
7

)

な
ほ
フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
が
社
會
の
既
成
的
勢
力
を
打
破
す
る
た
め
に
用
ひ
た
ヒ
述

の
や
う
な
、
プ
ア

シ
ス
ト
的
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ

ム
運
動
の
成

功
の
裏
に

裕

か
な
る
社
會
施
設
が
實
行
さ
れ
て
ゐ
る
こ
ざ
で
あ

つ
て
、
次

の
や
う
な
数
字

の
存
在
ず
る
こ
ざ
を
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例

へ
捷
次

の
様
に
、
労
働

者
に
対
す

る
幅
利
的
救
助
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

(
一
九

二
九
年

●
盟
早位
リ
ラ
)

工
業
傷
害
保
険

一
〇
〇
、
○
○
○
、0
0
0

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
蟹
相
さ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(A

五
九
)

五
九



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
蜜
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
)

(A

六
〇
)

六
〇

農
業
傷
害
保
険

二
二
、
五
〇
〇
、
0
0
0

養
老
保
険

四
、五
〇
〇
、
0
0
0

傷
病
兵
恩
給

二
、五
〇
〇
、
0
0
0

潰
族
扶
助
料

一
、五
〇
〇
、
0
0
0

か
や

り
な
事
業
を

つ
か
さ
ε
る
た
め
に
孚
官
孚
民
的
機
關
"
P
a
t
r
o
n
a
t
o
 
N
a
z
i
o
n
a
l
e
"

が
存
在
し
て
活
動
し
て
ゐ
る
。
詳
細
に
う
い
て
は
C
a
r
m
e
n

H
a
i
d
e
r
,
 
T
h
e
 
I
t
a
l
i
a
n
 
C
o
r
p
o
r
a
t
e
 
S
t
a
t
e
 
(
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
Q
u
a
r
t
e
r
l
y
,
 
J
u
n
e
 
1
9
3
1
.
)

を
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

次

に
更

に
、

か

や
う

な

フ
ツ
ッ
シ

ス
ト
政
党

政

治

の
発
展

の
原

因

、

並

に

か

や
う

な
発
展

が

、
社
會

的

諸

勢

力

の

い
か

な

る
動

き

に

ょ

つ
て

な

し

,こ
げ

ら

れ

て

行

つ
た
か

・こ
云

ふ
こ

く
」
を

、
述

べ

や
う

。

先

づ

第

一
に
,

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
政
党

に
対
立

す

る
、
諸
政
党

の
状

態

に

つ

い
て

見

や
う

。

か

や
う

な

フ
・
・
ア

シ

ス
ト
の

社

會

的

勢

力

の
膨

脹

に
対
し

て

、
対
抗

す

る
こ
と

の

で

き

る
政

治

的

勢

力

・こ
し

て

は
、

殆

ん

さ

『
社

會
窯

』

(
P
a
r
t
i
t
o
 
S
o
c
i
a
l
i
s
t
a
 
I
t
a
l
i
a
n
o
,
 
P
.
S
.
I
.

)

ε

カ
ト

リ

ク
の

『
人
民
党

」

(
P
a
r
t
i
t
o
 
 
P
a
p
o
I
a
r
e

)

の

み

で

あ

つ
た

ーこ
云

つ
て

よ

い
の

で

あ

る
。

こ

の

二
大
政
党

が

,

先

つ

い

か

に
し

て
崩

壊

し

て
行

つ
た
か

を

見

や
う

。

こ
れ

を
社
會
党

に

つ
い

て

見

る

に
,

一
八

九

三
年

レ
ギ

オ
ーー

エ
リ

ミ

ヤ

の
大

會

で
成

立

を

見

て
來

、

先
づ

民

族

問

題

が

そ

の
分

裂



の
端
緒
を
作
り
出
し
た
。

一
九

=

一年
ト
リ
ボ
ーー
問
題
の
危
機
は
、
先
づ
B
i
s
s
o
l
a
t
i

を
中
心
,こ
す
る
社
會
改
革
派

(
R
e
f
o
r
m
s
o
z
i

a
l
i
s
t
e
n

)
の
分
裂
を
作
り
出
し
た
。
次

い
で

一
九

一
四
年
十
月
に
は
、
参
戦
問
題
を
中
心
・こ
し
て
ム
ッ
ソ
リ
ニ

一
派
の
脱
窯
を
見
た
。

前
者
は
次
第
に
ブ
ル
ヂ
ョ
ア
政
党

に
転
化
し
、
後
者
は
ナ
シ
。
ナ
リ
ズ

ム
に
轄
化
し
π
。
次
に
発
生
し
た
問
題
は
、
共
産
党

綱
領
の
採

揮
問
題
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
中
心
,こ
し
て
共
産
派
,こ
セ
ラ
チ
派
・こ
ト
ラ
チ
派
の
三
つ
の
対
立

が
現
は
れ
た
が
、
後
二
者
の
提
携
に
よ

り
、
結
局
,
共
産
黛
の
独
立

を
見
る
に
至

つ
た
の
が
、

一
九
一
二

年

一
月
の
リ
ボ
ル
ノ
の
大
會
で
あ

つ
た
。
し
か
し
こ
の
残
存
社
會

窯
内
部
の
左
右
両
派
の
対
立

は
、
遽

に

一
九
二
二
年
八
月
の
ロ
ー

マ
大
會
に
於
て
爆
発
し

、
右
翼
ト
ラ

チ
派
の
改
革
主
義
者
は
、

『

統

一
黛
』

(
P
a
r
t
i
t
o
 
U
n
i
t
a
r
i
o

)
を
作
り
、左
翼
社
會

民
主
宅
義
者
は

『
極
左
黛
」

(
P
a
r
t
i
t
o
 
M
a
s
s
i
m
a
I
a
i
s
t
a

)
を
作

つ
た
。
前
者

は
後
更
に
改
造

さ
れ
て

『
イ
タ
リ
ア
労
働
黛
」

(
P
a
r
t
i
t
o
 
d
e
i
 
L
a
v
o
r
a
t
o
r
i
 
I
t
a
I
i
a
n
i

)
,こ
な

つ
た
。

」,こ
く

に
か
や
う
な
社
會
党

の

分
裂
は
、
単
な
る
理
論
的
な
対
立

か
ら
の
み
で
な
く
、
實
践
上
の
失
敗
に
翼
ふ
も
の
が
大
き
い
。
例

へ
ば

一
九
二
〇
年
九
月
に
於
け

る
工
場
占
領
、

一
九
二
二
年
の
総
罷
業
計
劃
な
,ご
全
く
失
敗

に
終

つ
た
・こ
云
ふ
こ
と

は
、
そ
の
分
裂
を
促
進
す
る
直
接
の
原
因
,こ
な

つ
た
。
先
づ

一
九
二

一
年
の
共
産
蕪
分
裂
の
た
め
に
、
同
年
五
月
十
五
日
の
選
挙
は

,
す
で
に
無
産
窯

の
嚢
頽
を
見
せ
、

一
九
二
二

年

に
は
、
社
會

蕪
負
が
約
二
十
萬
人
か
ら
約
七
萬
人
に
激
減
し
た
。
さ
ら
に

一
九
二
四
年
の
選
挙

に
於
て
は
、
新
選
挙

法
の
プ
レ
ミ

ヤ
ム
制
度
の
影
響
・こ
分
裂
と

の
二
つ
の
原
因
に
基
い
て
、

=
暦
の
浸
落
が
見
ら
れ
た
。
(註
)

す
な
は
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
實
相
、、c
本
質

(第
二
巻
第

一號
)

(A

六
一
)

六

】



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

六

二
)

六
二

選
挙

年

次

一

九

一

九

F

九

二

一

一

九

二

四

社
會
党

及
共
産
党

得

票

数

丁

八

三

四

・
七

九

二

(
三

二
・
三
%

)

一
・
九

三
六

・
一
五

四

(
二
九

・
三

%

)

一
・
〇

五

一
・
八

四

二

(
一
四

・
六
%

)

(統

)
凶三

・
九
毫

(五
・
九
%
)

(
極
)
三六
〇
・
六
九四
(五
・
O
%
)

(共

)
二六
八
三

空

(三
・
七
%
)

社
會

及
共
産
党

議

員
数

一
五

六

(
三

〇

・
七

%

)

べ
杜

)
=

一
三

ハ
共

)

一
五

(
統

)

二

四

(
極

)

二

二

(
共

)

一
九

(
二

九

・
三

%

)

(
一
二

・

一
%

)

(
註

)

議
席
は
右
三
回
ざ
も
五
三
五
名
で
あ
る
が
、
有
権
者

に
鑓
動
が
あ
り
、
蜜
際

の
投
票
繍
籔

に
於
て
、

一
九

一
九
年
は
五

.
六
八
四

.
八
三
三
票
。

一
九
二

『
年
は
六

・
六
〇
八

・
一
四

一
票
、

一
九
二
四
年
は
七

・
一
六
五

・
五
〇
二
票
で
あ

つ
た
か
ら
、
カ

ッ
コ
の
内

の
パ
ー

セ
ン
テ
ー
ジ
が
得
票

の

減
少
以
上
に
減
少
し
て
ゐ
る
。

一
九

二

一
年
に
於
け
る
有
擢
者
の
増
加
は
、
南
チ

ロ
ル
、
ト
リ
エ
ス
ト
、
ダ
ル
マ
チ
ア
な
・こ
の
新
領
土
の
住
民
が
加

つ
た
か
ら
で
あ
る
o
奮
領
土
に

於
て

二

・
四
四
七

・
〇
六
〇
人
に
上
り
、
新
領
土
に
於
て
三
七
四

・
一
〇
八
人
に
上
り
、
合
計

二

.
八
一
=

.

一
六
八
入
ざ
な
り
、

一
九

一
九
年

よ
り
も
三
三

一
・
六

一
九
人
を
増
加
し
た
。
但

し
右
の
中
、
賓
際

の
投
票
数
は
、
落
領
土
に
於

て
六

・
四
三
六

.
二
五
八
票
、
新
領
土
に
於
て
二
六
五

・
一
二
二
八
票
、
合
計
六

・
七
〇

一
・
四
九
六
票
、
ず
な
は
ち
有
擢
者

の
五
六

.
七
%

の
投
票
が
あ
つ
た
。

一
九
二
四
年

の
選
挙
に
於
て
は
、

一
九

一
二
二
年
の
法
律
に
も
ざ
つ
い
て
、
有
権
者
は
更
に
二
.
〇
六
九

.
三
三
六
人

(
人
ロ
の
三
〇

.
二
%
)
に
増



加

し
、
こ
れ
に
対
し
投
票
総
数
七

・
六

一
四

・
四
五

一
票
、
す
な
は
ち
六
一二
・
一
%
の
役
票
が
あ
つ
た
。
け
れ
8
も
特
殊
な
選
挙
法
た
つ
だ
た
め
に
、

無
効
投
票
が
多
く
て
、
そ

の
数
四
四
八

・
九
四
九

(
五

・
九
%
)
に
上
り
、

一
九

一
=

年
の
選
挙
に
於
け
る
九
三

・
三
五
五
票

(
一
・
四
%
)
に
比
ず

れ
ば
、
著
し
い
増
加
で
あ

つ
た
。
し
た
が

つ
て
、
有
効
投
票
総
敷
は
、
七

・
一
六
五

・
五
〇
二
票

ざ
な
つ
た
。

一
九

二
四
年
の
選
挙
に
於
け
る
社
會
主
義
政
党

は
、
G
r
a
z
i
a
d
e
i

及
び
M
a
f
f
iを
指
導
者
ざ

ず

る

共
鳶
窯

、

<
巴

帥

の
率
ゐ
る

『
極
左
窯
』

(
M
a
x
i
m
a
l
i
s
t
e
n

)
及
び
T
u
r
a
t
i
,
 
T
r
e
v
e
s

及
び
M
a
t
t
e
o
t
t
i
の
下
に
あ
る

『
統

一
社
會
蕪
』

(
"
U
n
i
t
a
r
i
s
c
h
e
"
 
S
o
z
i
a
l
i
s
t
e
n

)

の
三

つ
に

分
裂
し
て
ゐ
た
Q

剛
九

一
=

年
の
社
會
蕪

=

二
二
名

の
う
ち
に
は
、
八
三
名

の
統

一
派
ざ
四
〇
名
の
極
左
派
を
含
ん
で
ゐ
た
。

(
B
r
a
u
n
i
a
s
,
 
D
i
e

i
t
a
l
i
e
n
i
s
c
h
e
 
 
W
a
h
l
e
n
 
s
e
i
t
 
1
9
1
9
.

)

社
會
党

に
反

し

て

カ
ト

リ
ッ
ク
の

『
人
民
党

』

の

立

場

は
、

あ

く

ま

で

中

間

的

で
あ

つ
て
、

左

に
右

に
動

揺

し

、

典

型

的

な

中

間

政
党

た

る
こ
と

を
示

し

た

の
で

あ

る
。

從

つ
て

こ
れ

,こ
フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

,こ
の
妥

協

及

び

並
立

は
、

必

ず

し

も

不

可

能

・こ
は
云

へ
な

い
の

で
あ

る
。

(
曽王昌Ⅲ■ロ)

(
註
)

カ
ト
リ
ツ
ク
教
會
は
、
バ
イ
ア
ス
十
世
が

一
九

=
二
年

の
イ
タ
リ
ア
の
網
選
挙

に
あ
艶
つ
て
、
政
治
的
不
干
渉
主
義

を

一
部
撤

塵
し
て
以
來
、
イ

タ
リ
ア
の
政
治
ざ
交
渉
を
持
つ
に
至

つ
た
が
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
五
世
は

N
九

一
八
年
末
、
俗
侶

の
立
候
補

せ
ざ
る
こ
ざ
を
唯

一
の
條
件
、込
し
て
、
数

徒

の
政
党
加
入
な
許
し
、

一
九

「
九
年
に
至
つ
て
シ
シ
リ
イ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
檜
侶
ド
ソ
H

ル
ヰ
ヂ
ーー

ス
ト
ウ
ル
ツ
オ

(
D
o
n
 
L
u
i
g
i
 
S
t
u
r
z
o
,
 
b
.
1
8

7
1
.

)
が
、
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
勃
興
に
対
抗

せ
ん
が
だ
め
に

『
人
民
党
」
な
作

つ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
王
ざ
は
全
く
関
係
な
く
、
た
ノ
カ
ト
リ
ツ
ク
敏

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
實
相
さ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
)

(
A

六
三
)

六
三



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
霧
第

一
號
4

(
A

六
四

)

.六
四

徒
を
支
持
者
ざ
し
た
も
の
で
あ

つ
て

(
多
く
は
中

・
小
農
民
で
あ
る
)
、
戯
會
民
主
主
義

の
傾
向
を
有

し
て
ゐ
た
。

(
P
a
u
l
 
 
H
e
r
r
e
,
 
P
o
l
i
t
i
s
c
h
e
s
 
H
a
n
d
w
o
r
t
e
r
b
u
c
h
,
 
B
d
 
I
.
 
S
S
.
 
8
7
4
-
8
7
5
;
 
E
u
r
o
p
a
 
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
,
 
1
9
2
9
,
 
P
.
 
3
8
?
;
 
B
r
a
u
n
i
a
s
,
 
D
i
e

i
t
a
l
i
e
n
i
s
c
h
e
n
 
W
a
h
l
e
n
 
S
e
i
t
 
1
9
1
9
,
 
Z
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t
f
i
i
r
 
P
o
l
i
t
i
k
,
 
1
9
2
6
 
(
H
e
f
t
 
5
)
 
S
.
4
7
1
.

し

か

ら

ば

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
は

、

カ

ト

リ

。
ク
教

及

び

そ
の

政

治
運
動

に
対
し

て
、

い
か

な

る

態

度

を

・こ
つ
て

き

た

か

,こ
云

ふ

に
、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
の
構

成

分

子

の
う

ち

、

そ

の

中

心
的

勢

力

を

な

す

・こ
こ

ろ

の

、
改

革
社
會
党

の

一
派

で
社

會

主
義

的

思

想

を
懐

抱

す

る

も

の

、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ

の
率

ゐ

る
未

來

派

の
も

の

及

び

共

和

主
義

者

な

さ

は

、

あ

く

ま

で
反

宗

教

的

で
あ

つ
た

。

こ

れ

に
反

し

て
純

梓

の

民

族

主

義

者
、

例

へ
ば

ダ

ヌ

ン
チ

オ
及

び

そ

の

一
派

の
こ
と

き

は
、

必

ず

し

も

反

宗
教

的

で

な

く

、

ロ
ー

マ
の

宗

教

的

文

化

ε

傳

統

を

、

あ

る
程

度

ま

で

認

め
、

あ

る
程

度

ま

で

カ

ト

リ
。
ク

,こ
國

家

の
提

携

の
可

能

を

信

じ

て

ゐ

た
。

ま

た

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

に
属
す

る

文
化

的

理

想

主

義

者

の

う

ち

に

は
、

あ

ら

ゆ

る
宗

教

が

國

家

の
文

化

的

磯

展

に
必

要

で

あ

る

,こ
考

へ
る

も

の
も

あ

つ
た
。

ム
。
ソ

リ

ニ
自

身

の

考

へ
も

,

最

初

は
社

會

主

義

者

的

反

宗

教

思

想

に
立

つ
て

ゐ

た
が

、

次

第

に
民

族

主

義

的

な

宗

教

,こ
の
接

近

を
認

め

る

や

テ

に
な

つ
た

。

し

か

し

そ
の

た

め

に

、

ム
ッ
ソ

リ

ニ
は
、

先

づ
人
民
党

の
対
立

的

勢

力

を

た

た

き

こ

は
す

必
要

を
認

め

た

。

後

に
述

べ

る

や
う

に
、
人
民
党

は

一
九

一
九

年

成

立

以

來

、

非

常

な

勢

で
磯

展

し

、

一
九

一
二

年

の
選
挙

に
於

て

は
、

一
躍

,
社
會
党

に

つ

ぐ

第

二
の

大
政
党

・こ
な

り

、

フ
・
・
シ

ス
こ

こ

カ

ト
リ
ッ
ク
教

徒
と

の
衝

突

は
、

一
九

一
二

年

ボ

ノ

ミ

内

閣

の
下

に

於

て
,

最

も
激

し



か

つ

た
。

か

や
う

な

形

勢

は
,

お
の

つ

か

ら

、
社

會
蕪
と
人
民
党

,こ
の
接

近

を
作

り
だ

し

た

の

で
あ

る
。

こ

の

二
大
政
党

の
聯

帯

は

、

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
政

府

の
最

も

恐

る

べ

き
敵

で

な

く

て

は

な

ら

な

か

つ
た
。
両
者

の
衝

突

は
、

一
九

二

三
年

十

二
月

十

三

日
の

勅

令

第

二

四

四

四
號

で
登

布

さ
れ

た
。

か

の
所

謂

ブ

レ
ミ

ヤ

ム
選
挙

法

案

の
審

議

に
當

つ
て
、

極

瓢

に
達

し

た
。

ム
ッ
ソ

リ

ニ
は
人
民
党

及

び

そ

の
首

領

ド

ン
リ

ス

ト
ゥ
ル

ツ
。
の
墜

迫

を
初

め
、

結

局

そ

の
協

賛

権

を

無
効

に
蹄

せ
し

め

た
。

か

く

し

て
、

十

一
月

八

日
非

常

な
反

封

を

押

し

切

つ

て
成

立

し

た

の

が

、

こ

の

プ

レ
ミ

ヤ

ム
選
挙

法

で
あ
つ

た
。

翌

一
九

二

四
年

四
月

六
日

、

こ

の

新
選
挙

法

に
よ

る
総
選
挙

が
行

は

れ

た

。

そ

の
結

果

は
豫

定

の
如

く

、
人
民
党

の
議

員

は
、

一

〇

八

名

か

ら

一
暴

に

三
九

名

に
激

減

し

た
。

(註

一
)
そ

れ

ーこ
同

時

に

、

法

王

塩

で

は
人
民
党

の
社
會
党

,こ
の
接

近

を

よ

ろ

こ

ば

な

い

の

で
、
人
民
党

,こ
の
絶

縁

を

聲

明

し
、

政

治

か
ら

全

く

手

を

引

く

方

針

を
取

る

に
至

つ
た

。
(
註

二
)

(
註

一
)

一
九
二
四
年
四
月
六
日

の
選
爆
に
よ
る
人
民
党

の
得
票
は
、
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
反
対
振
中
、
最
大
で
あ

つ
て
、
こ
れ
を
比
例
代
表
制
に
よ

つ
て
計

算
ず
れ
ば
、
四
七
名
當
選
の
筈
で
あ
る
Q

(
註
二
)

ス
ト
ク
ル
ッ
オ
の
ロ
ソ
ド

ン
亡
命
後

、
人
民
党
は
、
ト

レ
ソ
チ
ノ
の
奮
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
A
l
c
i
d
e
 
d
e
 
G
a
s
p
e
r
i
 
 
(
b
.
1
8
8
1
.

に
よ
つ
て
改
造

さ
れ
た
が
、
後
窯
員
の
一
部
は
分
離
し
て
"
N
a
t
i
o
n
a
l
 
C
a
t
h
o
l
i
c
"
と
称
す

る
フ
ア
ッ
シ
ス
ト
の

】
フ
ラ
ク
シ
ヨ
ソ
を
作
る
に

至
つ
た
。

(
以
上

S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
M
a
k
i
n
g
 
F
a
s
c
i
s
t
s
,
 
P
.
 
7
8
;
 
B
r
a
u
n
i
a
s
,
 
D
i
e
 
i
t
a
l
i
e
n
i
s
c
h
e
n
 
W
a
h
l
e
n
 
s
e
i
t
 
1
9
1
9
,
 
S
.
 
4
6
7
,

参
照
)

プ
ア

ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

六
五
)

六
五



プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
奮
第

日
號

)

(
A

六
六
)

六
六

一
九
二
九
年

二
月
十

一
日
の
、
法
王
ざ

ム
ツ
ソ
リ

ニ
の
間
に
結
ぼ
れ
た

コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト

(
第
三
十
三
條
)
に
よ
つ
て
、

ロ
ー

マ
教
會
で
は
、

一
切

政
治
か
ら
手
惣
引
く
こ
ざ
に
な
り
、
法
王
ざ
ビ
シ
ヨ
ッ
プ
の
指
導
下
に
立
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
"
A
z
i
o
n
e
 
C
a
t
h
o
l
i
c
a
"

の
み
を
認
め
る
こ
ざ
》

な

つ
た

の
で
あ
る
。
し
か
る
に
昨
年

(
「
九
三
〇
年
)
夏
に
入
り
、
こ
の
カ
ト
リ
ツ
〃
青
年
會
ざ
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
ざ
の
衝
突
を
來
し
て
、
し
ば
ら
く
法

王
・こ
イ
タ
リ
ア
政
府

ざ
の
間
に
接
衝
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
今
年
九
月
二
日

の
エ
ン
チ
ク
リ
ヵ
に
よ
つ
て
、
最
終

的
解
決
を
見
た
。
そ
の
結
果

一
千
五
百

の
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
會
は
、
嚴
蚕

に
政
治
に
干
渉
ず
る
こ
ざ
を
禁
止
さ
れ
、
純
宗
教

的
活
動
の
み
粒
許

さ
れ
る
ご
ざ
に
な

つ
た
Q
要
ず
る
に
種

々
の
点

に
於
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
権
力
の
プ
ア
ツ
シ
ス
ト
政
権
に
封
ず
る

一
層

の
後
退
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
っ

(
W
a
l
t
e
r
 
L
i
t
t
l
e
f
i
e
l
d
 
T
h
e
 
P
o
p
e
'
s

S
t
a
n
d
 
f
o
r
 
C
h
u
r
c
h
 
R
i
g
h
t
s
:
 
D
i
s
p
u
t
e
 
w
i
t
h
 
F
a
s
c
i
s
m
佑
u
r
r
e
n
t
 
H
i
s
t
o
r
y
,
 
O
c
t
.
 
1
9
3
1
.

)

因
に
、
右

の
カ
ト
リ

ッ
ク
青
年
曾
ざ
は
、
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
青
年
會
、込
同
じ
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
平
信
徒

の
組
織
で
あ
る
。

更

に
議

會

内

部

の
闘

争

を
通

じ

て
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

,こ
他

の
諸

勢

力

の
動

き

,こ
を
観

察

し

や
う

・こ
思

ふ
。

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
権
発
生

後

、

最
初

に
現

は

れ

て

き

た
問

題

は

,
選
挙

法

の
改

正

で
あ

る
。

す

な

は
ち

一
九

二
三

年

の

プ

レ

、丸
ヤ

ム

選
挙

法
案

の
審

議

で

あ

る
。

當

時

ま

た

三

六

名

(
六

・
七

%

)

の

議

眞

し

か
持

た

な

か

つ
た

フ

ァ
ッ
シ

ス
ト
党

に

,こ
つ

て

は
、

こ

の

法

案

の

通

過

は
、
甚

だ

園
難

な

事

業

で
あ

つ
た

。

そ

の
反
対

の
中

心

に
立

つ
た

の
が

ス

ト
ゥ
ル

ッ
オ

で
あ

る
。
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

政

府

は
彼

,こ

彼

の
入

民
黛

,こ
を

極

力

駆

迫

し

、

途

に

法
王

を

し

て
彼

を
鄙

任

せ

し

め

、

か

つ
人
民
党

員

の
棄
権

に

よ

つ
て

,
漸

く

、

こ

の
法

案

を

通

過

せ

し

め

る
こ
と

が

で

き

た

の

で
あ

る
。

第

一
回

の
全
体

的

綱

領

の

審

議

に
於

て

は

、

二

三

五
票

封

一
三
九

票

(
棄

構

七

九

)
、



ま
た
七
月
二
十

一
日
の
最
終
票
決
に
於
て
は
二
二
三
票
封

一
二
三
票
で
、
結
果
か
ら
見
る
ーこ
百
票

の
絶
対

多
数
な
の
で
あ

つ
た
。
こ

の
投
票

に
現
は
れ
て
ゐ
る
反
舞
票
の
敷
は
、
殆
ん
,ご
社
會
党
の
議
員
が
投
じ
た
も
の
ーこ
見
る
こ
と
が
で

き
る

の

で
あ

つ
て
、

プ
ル

ヂ
.
ア
諸
政
党

は
こ
の
法
案

に
於
て
は
、
大
髄

フ
ァッ
シ
ス
ト
政
権
の
支
持

に
傾
い
て
ゐ
た
も
の
・こ
見
る
こ

ミ

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(註
)(註

)
S
c
h
n
e
i
d
e
r
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
P
.
 
 
8
8
-
8
9
.

次
で
き
た
る
べ
き
問
題
は
、
新
選
挙

法
に
も
,こ
づ
く
総
選
挙

で
あ

る
。
新
選
挙

法
の
公
布
が

一
九
二
三
年
十
二
月
十
三
日
、
奮
議

會
の
解
散
が
翌

一
月
、
そ
し
て
充
分
の
選
挙
宣
傳
の
期
間
を
置

い
て
、

一
九
二
四
年
四
月
六
日
に
総
選
挙

が
行
は
れ
た
。

こ
の
選
挙

に
つ
い
て
先
づ
注
意
す
べ
き
貼
は
、
新
選
挙

法
案
の
審
議
に
當
つ
て
、
初
め
総
投
票

の
四
〇
%
以
上
の
得
票
あ
る
最
多

数
賞
…で
な
け
れ
ば
、
三
分
の
二
以
上
の
議
席
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
,こ
云
ふ
封
案
が
、
反
対
党

か
ら
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
が

フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

側
の
二
五
%

(
四
分
の

一
)
の
得
票
で
よ
い
,
言
ふ
案
が
勝

つ
た
こ
と

で
あ
る
。
更
に
候
補

者
名
表
の
作
製

に
當

つ
て

フ
ァッ
シ
ス
ト
の
名
表

は

『
國
民
表
』

(
N
a
t
i
o
n
a
l
 
l
i
s
t

)
の
名
の
下
に
、
四
、
五
八
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
幹
部

に
よ

つ
て
選
定
さ
れ
た
,

有
力
な
右
翼
諸
政
党
員
を
も
候
補
者
ミ
し
て
こ
れ
に
加

へ
,
投
票
の
吸
牧
策
が
行
は
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
人
民
党

及
び
社
會
党
の
中

心
分
子
は
も
ーこ
よ
り
全
く
排
除
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
政
党

は
、
非
常
な
打
撃
を
う
け
た
。
の
み
な
ら
ず
ま
た
フ
。ッ

フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(第
二
巻
第

一號
)

(A

六
七
)

六
七
　



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(
A

六
八
)

六
八

シ
ス
ト
の
優
勢
な
地
方
で
は
、
少
数
黛
を

一
切
排
撃
す
る
目
的
で
、

「
少
数

フ
ァッ
シ
ス
ト
名
表
』
な
る
も
の
が
、
第
二
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

名
表
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
更
に
投
票

に
當
つ
て
は
、
百
萬
票
も
の
社
會
党

及
び
人
民
党

側
の
得
票
が
無
効
に
さ
れ
た
。
か
や
う
に

し
て
選
挙

の
結
果
,
政
府
党

は
六
四

・
九
%
か
ら
の
得
票

を
得
、
悠
々
豫
定
の
如
く
三
分
の
二
の
議
席
を
與

へ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ

ぐ
政
党

は
、
社
會
党

が
分
裂
し
た
た
め
に
、
人
民
党

で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
す
ら
僅

に
九

・
○
%
の
得
票
た
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。

(註
)(

註
)

一
九
二
四
年

の
選
挙
に
於
け
る
得
票
分
布
の
状
況
は
左

の
如
し
G(B

raunias. a. a. 0. S. 469.)

(政
簸
)

(得
票
)

(%)
(議

員
)

Faschistische Partei 

N
ationale N

ebenliste

4.305.936

347.552

(60.1)

(4.8)

356

18

Faschistische D
issidenten 

 U
nitarische Sozialisten 

M
axim

al. Sozialisten 

K
om

m
unisten

18.062

422.957

360・
694

268.191

(0.3)

(5.9)

(5.0)

(3・
7)

1242219



右

の
う
ち

ざ
云
ふ
の
は
.
民
主

的
諸
政
党

の
合
体
せ
る
も

の
で
、

ア
メ

ン
ド
ラ
の
下
に

あ
る

ニ
ツ
チ
派
や
ボ
ノ

ミ
の

「
派
な
♂
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
得
票
か
ら
見
る
ざ
ア
メ
ン
ド
ラ
派
が
上
記
票
数

の
う
ち
七

二

・
九
四

一
票
、
ず
な
は
ち
約
宇
な
獲

得
し
、
ボ
ノ
ミ
は
九

.
五
七
四
票
を
得
た
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
　
　
　
　
　
の
票

の
大
部
分
は
ギ
オ
リ
ツ
チ
派
で
獲
得
し
、

上
記

の
票
藪
中
、
七
八

・

〇
九
九
票
を
こ
の
派
で
占
め
て
ゐ
た
。

こ
の

一
九
二
四
年
の
選
挙
及
び
そ
の
結
果
に
つ
て
見
ら
れ
る
現
象

に
關
し
て
、
次
の
三
つ
の
こ
と

を
注
意
し
た
い
。

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

六
九
)

六
九

R
epublikaner 

Popolari 

L
iberale 

K
onstitutionelle O

pposition 

D
em

osoziale 

B
auernpartei 

Sarden 

Slaw
en  and D

eutschen

133。
714

645.789

233。
521

157.932

111.0ρ
5

73.569

24.059

62.491

(1・
9)

(9・
0)

(3.3)

(2・
2)

(1.6)

(1.0)

(0.3)

(0・
9)

739151410424

合
計
総
投
票
数

7.165.502
100.0)

535

K
onstitutionelle O

pposition

 L
iberale

(B
raunias, a, a. O

. SS. 467-471.)



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

『
號
)

(
A

七
〇
)

七
〇

第

一
は
、

上

に
述

べ

る

や
う

な
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

の

『
國

民

名

表

」

に
掲

げ

ら

れ

た
候

補

者

の
顔

振

れ

で
あ

つ
て
、

,こ
う

云

ふ
分

子
が

こ

の

う

ち

に
選

入

さ

れ

た

か

,こ
云

ふ
こ
と

で

あ

る
。

プ

ラ

ウ

ニ
ヤ

ス
の

研

究

し

た

ーこ
こ

ろ

に
よ

れ
ば

、
次

の
通

り

で

あ

る
。

一
、

一
九

一
四
年

の
参

戦

主
義

者

で

、
ム
ッ
ソ
リ
ニ

,こ
共

に
社

曾

黛

を
睨

し

た
人

々
、
G
i
o
v
a
n
i
 
M
a
r
i
n
e
l
l
i
,
 
C
e
s
a
r
e
 
R
o
s
s
i
.

及

び

『
國

民

フ
ァ
シ

ス
タ
窯

』

(
P
.
N
.
F
.

)

の

幹

部

委

員

、

二
、

戦

後

に
於

け

る

『
戦

圖

者
フ
ァ
ッ
シ
ォ
」

の

團

員

及

び

そ

の
他

の
参

戦

者
、

例

へ
ば

ダ

ヌ

ン
チ

オ

の

フ

ユ
ー

メ
遠

征

に
加

は

つ
た

A
l
e
s
s
a
n
d
r
o
 
M
e
l
c
h
i
o
r
r
i
.

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
青

年

團

『
バ

リ

ラ
』

の
團

長
F
e
r
n
a
n
d
o
 
A
g
n
o
l
e
t
t
i
.

一
九

一
九

年

の

下
院

に
於

て

左

翼

に

立

つ
て
ゐ

た
A
r
n
e
r
i
g
o
 
D
u
m
i
n
i
,
 
Z
e
r
b
o
g
l
i
o
,
 
O
r
a
n
o

其

他

℃

三
、

ロ
ー

マ
進
軍

ま

で

、

個

人
と

し

て
何

ら

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

,こ
交

渉

の

な

か

つ
た

自

由

黛

員

及

び
民
主
党

員

、

例

へ
ば

前

藏

相
D
e

S
t
e
f
a
n
i

現

外

相
D
i
n
o
 
G
r
a
n
d
i
,
 
A
l
d
o
 
F
i
n
z
i
,
 
A
c
e
r
b
o

其

他

。

こ

れ

ら

の

者

の
う

ち

に
は
多

数

の

ユ
グ

ヤ
人

も

ゐ

た

。
後

に
な

つ
て
O
l
i
v
e
t
t
i

ら

も

加

は

つ
て

ゐ

る
。

四

、

一
九

二

三

年

フ
・
・
シ

ス

ト

ーこ
合

流

し

た
民

族

主
義

者

、

例

へ
ば

前

内

相
F
e
d
e
r
z
o
n
i
.

司

法

大

臣
A
l
f
r
e
d
 
R
o
c
c
o
,

及

び

F
o
r
g
e
s
D
a
v
a
n
z
a
t
i
.

五
、
S
a
l
a
n
d
r
a

や
O
r
l
a
n
d
o
の
如
き
親
政
府
的
な
右
翼
自
由
主
義

者
。
尤
も
彼
ら
は
、
フ
ァッ
シ
ス
ト
に
入
窯
し
た
わ
け
で
は
な



い

。

六

、

一
九

二

三
年

夏

カ

ト

リ
。
ク
人
民
党

か

ら

脱

し

た
國

民

カ
ト

リ

ッ
ク
窯

の

人

々
、

例

へ
ば

前
労
働

相
C
a
v
a
z
z
o
n
i
及

び
次

官

M
a
t
t
e
i
G
e
n
t
i
l
i

其

他

,

七

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
第

二
名

表

の
候

補

者
で

あ

つ
た

國

民

自

由
蕪

員

、

例

へ
ば
S
a
r
r
o
c
c
h
i
,
 
A
l
d
i
-
M
a
i
.

八

、

戦

後
社
會
党

を

脱

し

た

改
革

主
義

者

、

例

へ
ば
M
i
c
h
e
l
e
 
B
i
a
n
c
h
i
,
 
E
d
u
a
r
d
o
 
R
o
s
s
o
n
i
.

及

び

ビ

。
ソ

ラ

チ

の
改

革

社

會

黛

に
近

か

つ
た
人

で
、

國

民
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
党

(
P
N
F

)
執

行

委

員
R
o
b
e
r
t
o
 
 
F
a
r
i
n
a
c
c
i
.

そ
し

て

一
九

一
九

年

以
來
社
會
党

に
籍

を

置

い
て

ゐ

た

人

物

は

、

右

の
う

ち

か

ら

全

く
排

除

さ

れ

て

ゐ

る
。

(
註
)

(
謡
)
B
r
a
u
n
i
a
s
,
 
a
.
 
a
.
 
0
.
 
S
.
 
4
7
0
.

第

二

に
、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
党

に
屡

す

る
新

議

員

が

、

甚

し

く
増
加

し

,

五

三

五

名

の
議

員

の
う

ち

、

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
党

議

員

三

五

六
名

で
あ

る
が

、

こ

の
う

ち

二
〇

〇

名

は
、

全

く
新

し

い
、

初

め

て
議

員

・こ
な

つ
た
人

々
で
あ

つ
た

が
、

そ

の
大

部

分

は
、

参

戦

者

,こ

フ

。
.
シ

ス
ト
宣

傳

部

員

に
厩

し

て

ゐ

た
。

そ

し

て

こ

の
新

議
員

二
〇

〇

名

を
控

除

し

た
残

り

、

一
五
六

名

の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
党

議

員

、

す

な

は
ち

新

議

會

に
於

て
、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
た

る
奮

議

員

の
経

歴

を
調

べ
て
見

る
,こ
、

さ

の
政
党

か
ら

最

も

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
党

へ
移

動

し

て

き
,た

か

を
知

る
こ

・こ
が

で
き

る
。

す

な

は
ち

次

の
通

り

で

あ

る
。

(
こ
れ

も

亦

プ

ラ

ウ

ニ
ヤ

ス
の

示

す

,こ
こ
ろ

に
よ

る
。

)

(
註
)

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
霧
第

一
號
)

(A

七

『
)

七

一



プ
ア
ヅ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
)

(
A

七
二
)

七
二

(
自
由
党

)

(
人
民
党

)

民
族
主
義
プ

ロ
ツ
ク

及
び
プ
ア
ツ
シ
ス
ト

(
自

由
民
主
党

)

(
民
主
社
會
党

)

(
参
戦
者
團
體

)

(民
主
改
革

派
)

(農
業
派
)

(
註
U

こ
の
表

に
よ
つ
て
見
る
ざ
、
自
由
党

ざ
、
自
由
民
主
党

か
ら
の
加
入
が
、
最
も
多
い
。
自
由
党

ざ
云
ふ
の
は
、
サ
ラ
ン
ド
ラ
の
率
ゐ
る
中
部
及
び
南
部

大
農
業
地
主

の
政
党
で
あ
り
,
自
由
民
主
党

は
ギ
オ
リ
ッ
チ
の

一
派
で
。

「
イ
タ
リ
ア
商
業
銀
行
」
及
び
そ
の
支
配
下
に
立
つ
工
業
資
本
家

の
政
党
で

あ
る
o

現
行

一
九
二
八
年
五
月
の
改
正
選
挙
法
は
、

一
九
二
六
年
末
以
來
殆
ん
,こ
す

べ
て
の
反
対
勢
力
を
騒
逐

し
、
す
で
に
縄
封
多
数
を

擁
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
に
・こ
り
、
さ
し
た
る
困
難
も
な
く
、
實
現
さ
れ
た
。
元
老
院

に
於
て
は
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ニ
や
ル
フ
ィ
ニ
ら
の

一
派

が
、
多
少
の
反
対

を
唱

へ
た
け
れ
さ
も
、
四
九
票
封

一
三
八
票
の
多
数
で
可
決
さ
れ
、

代
議
院
で
は
鯨
生
幾
何
も
な
い

ギ
オ
リ
ッ
チ

が
反
対

し
た
が
、
殆
ん
さ
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
新
制
度
に
よ
る
総
選
挙

も
亦

一
九
二
九
年
三
月
二
十
四
日
、
次
の
や
う
な
好
成
績
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
(註
)

N
ationalisten  and Faschisten

T
iberale

L
iberale D

em
okraten

Popolari

B
raunias, a. a. 0. SS. 469-470.

174 

29 

21 

11

D
em

osoziale

Frontkam
pfer

D
em

oreform
isten

A
grarier

10 

7 2 2



有

構

者

九

・
六

五

〇

・
○

○
○

賛

成
票

八

・
五

一
四

・
○

○

○

反
対

票

二

二
六

・
○

○

○

そ

の
結

果

、

議

員

四

百

名

は

す

べ

て

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
窯

の
公

認

す

る
團
體

の
提

出

せ

る
候

補

に
し

て

、

フ
ァ
ッ
シ

ス

ト
窯

の

選

定

せ

る

も

の

に
限

ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

か

ら

、

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト
反
対

の

努

力

は
、

全

く

議

會

に
存

在

し

な

い

わ

け

で
あ

る
。

(
註
)

投
票
者
の
有
権
者

に
対
す
る
割
合
は
、
非
常
に
よ
ろ
し
く
八
九
%
ざ
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
右

の
数
字
で
は
、
出
所
が
異
る
だ
め
、
も

つ
ざ
よ
い
割

合
に
な
つ
て
ゐ
る
o
(
S
c
h
n
e
i
d
e
r
 
 
&
 
C
l
o
u
g
h
,
 
O
p
.
 
C
i
t
.
 
P
.
1
5
7
.

)

か

か

る

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

の
勢

力

の
発
展

に
件

う

て
、

そ

の
主

張

,こ
綱

領

・こ
が

、

次

第

に
内

容

を
愛

じ

,

穏

和
化

し

て
行

つ
た

こ

・こ
に

対
し

、

私

共

は
注

意

し

た

い
。

先

づ

一
九

一
九

年

の

『
戦

岡

者

フ
ァ
ッ
シ
ォ
』

の

綱
領

に
比

較

し

つ

つ
、

そ

の
後

の

フ
ァ
ッ
シ

ス
ト

の
主

張

を

見

る

に
、

漸
次
変
化

せ

る
こ
と

が

明

白

で

あ

る
。

一
、

イ

タ

リ

ア
共
和

國

の
宣

言

は
樋

棄

せ

ら
れ

た
。

す

で

に

ム
.
ソ

リ

昌
は

、

一
九

二

二
年

十
月

二
十

日

に
、

君

主

政

治

を
支

持

す

べ
き
こ
と

を

表

明

し

て
を

り

、

更

に

二
十

九

日
首

相

の

地

位

に

つ
く

に
當

つ
て

、

『
イ

タ

リ

ア
皇
軍

の
忠

誠

な

る
臣

下

」

で

あ

る

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

噌
號
)

(
A

七
三
)

七
三



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號
)

(
A

七
四
)

七
四

こ
と

を
誓
言
し
た
。

二
、
元
老
院
廃
止

が
中
止
せ
ら
れ
た
。

一
九
二
七
年
十

一
月
十
日
の

『
全
國
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
大
評
議
曾
』

は
、
元
老
院
改
革
案
を
保

留
し
、
議
員
の
年
齢

を
四
十

一
才
よ
り
三
十
五
才
ま
で
下
げ
る
に
止
め
た
。

三
、
宗
教

尊
重
の
聲
明
。

一
九
二
〇
年
の
ム
ッ
ソ
リ
ニ
は

『
敏
理
も
儀
式
も
神
も
信
じ
な
い
。

天
啓
も
天
國
も
棘
の
経
倫
も

わ
れ

ら
に
は
不
必
要
で
あ
る
』
と
云
つ
た
が
、

一
九
二
四
年
三
月

二
十
四
日
に
な
さ
れ
た
彼
の
演
説
の
う
ち

に
は
,

『
宗
教
の
尊
重
』
ε

云
ふ
項
目
が
、
政
綱
の

一
つ
ミ
し
て
宣
明
さ
れ
て
ゐ
た
。
更
に

一
九
二
九
年
に
は

『
フ
。ッ
シ
ズ
ム
に
ざ
つ
て
、
宗
教

は

一
つ
の
必
要

な
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
…
そ
れ
に
ょ

つ
て
の
み
倫
理
的
完
成
が
保
障
せ
ら
れ
る
」
・こ
彼
は
述

べ
て
ゐ
る
。

四
、
地
方
自
治
制
は
、

一
九
二
六
年
二
月
四
日
の
法
律
、
四
月
十
五
日
及
び
九
月
三
日
の
法
律
的
勅
令

に
よ
つ
て
廃
止

さ
れ
た
。

五
、
言
論
及
び
結
就

に
対
す

る
自
由
は
、
秘
密
結
就
に
關
す
る

一
九
二
五
年
十

一
月
二
十
六
日
の
法
律

、
定
期
刊
行
物
に
關
す
る

一
九
二
五
年
十
二
月

三
十

一
日
の
法
律
,
公
共
の
治
安
に
關
す
る

一
九
二
六
年
十

一
月
二
十
五
日
の
法
律

な
さ
に
よ
つ
て
剥
奪
さ
れ

た
。
今
日
反
対

派
の
新
聞
は
、
國
内
に
は

一
つ
も
な
く
な
つ
た
。

六
、
教
育

に
対
す
る
國
家
的
統
制
。
教
育
方
針
,こ
し
て
は
、

へ
ー
ゲ
リ
ア
ニ
ズ

ム
の
國
民
教
育

主
義
を
,こ
り
、
教
材
の
監
督
,
教

師
の
任
命
及
び
選
定
に
於
て
政
治
的
統
制
屯
義

を
ーこ
り
、
教
育
の
フ
.
.
シ
ズ

ム
化
に
最
も
力
を
用
ひ
て
ゐ

る
。
反
政
府
的
教
育
家
は



騒

逐

さ
れ

た

。

七

、

資
本

主

義

-、一
の
安

協

。

銀

行

家

-・、
外

國
資

本

家

に
対
す

る
非

難

を

や
め

,

一
九

二

二

年

十

一
月

十

六

日

の

ム
ヅ
ソ

リ

昌
の
言

葉

は

『
財

政

の
浮

化

』

ぐ
、
云

ふ
表

現

に
代

へ
ら

れ

て

ゐ

た

。

そ

の

浮

化

の
方

法
と

し

て

は
、

一
九

二
七

年

五

月

二

十

六

日

に

ム
ッ
ソ

リ

ニ
が

云

つ
た

や
う

に

『
す

べ

て
國

家

の

た

め

に
、

何

も

の
も

國

家

に
反

す

る
こ
と

な

く
、

何

も

の

も

國

家

の

外

に
あ

る
こ
と

な

し

。
』

ま

た

司
法

大

臣

ロ
.
コ
ウ
が

一
八

二
八

年

八
月

三

十

日

に
述

べ

た

や

う

に

「
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
前

提

は
,

社

曾

を

目
的

・こ
し
、

個

人

を

手
段

-、】
す

る

こ

.、)
に
あ

り

,

か

つ
社

曾

の
機

能

が

、

個

入

を

強
制

し

て
、
社
會

目

的

の

道

具
と

す

る

に
あ

る
,
」

の

で

あ

つ

て
、

資

本

主
義

社

會

を

そ

の
ま

ま

に
土

壼

・こ
す

る
か

か

る
統

制

組

織

の

下

に
、
結

局

最

も

利

す

る
も

の
が

何

も

の

で

あ

る

か

は

、

お

の

つ

か

ら

一
つ
の
問

題

で

あ

る
。

(
註
)

(
註
)
B
a
l
a
b
a
n
o
f
f
,
 
W
e
s
e
n
 
 
a
n
d
 
W
e
r
d
e
g
a
n
g
 
d
e
s
 
i
t
a
l
i
e
n
i
s
c
h
e
n
 
F
a
s
c
i
s
m
u
s
,
 
W
i
e
n
L
e
i
p
z
i
g
 
1
9
3
1
;
 
M
u
r
i
e
l
l
o
,
 
M
u
s
s
o
l
i
n
i
,
 
h
i
s

w
o
r
k
 
a
n
d
 
t
h
e
 
N
e
w
 
S
y
n
d
i
c
a
l
 
L
a
w
,
 
E
d
i
n
b
u
r
g
h
 
1
9
2
8
.

こ

の
最

後

の
問

題

、

す

な

は

ち

資

本

主
義
と

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
ーこ
の
関
係

に

つ
い

て

は
、

少

く

も

こ

れ

を
次

の

二

つ
の
點

か

ら
考

へ
ね

ば

な
ら

ぬ
。

一
、

社

曾
運
動

、

ミ
く

に
共

産
主
義

ε

の
抗

争

に
於

て
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
ーこ
資
本

家

ε

は

,
縄

封

的

に
提

携

し

う

る

も

の

で
な

く

て

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(第

二
巻
第

「
號
)

(

七
五
)

七
五



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
寳
相
さ
本
質

(第

二
巻
第

一
號
)

(
A

七
六
)

七
六

只
共
産
主
義
を
抑
歴
す
る
目
的

に
於
て
の
み
妥
協
し
う
る
の
で
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シズ

ム
が
共
産
主
義
に
代
る
社
曾
的
勢
力
S
な
つ

て
、
新
し
く
資
本
に
対
立
す
る
勢
力
と

し
て
現
は
れ
て
く
る
こ
と

は
、
資
本
家
の
好
ま
な
い
,こ
こ
ろ
で
あ

る
。

二
、
帝
國
主
義
、
す
な
は
ち
外
來
資
本
の
支
配
、
そ
れ
に
野
す
る
國
内
資
本
の
抗
争
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
ま
た
重
要
な
社
曾
的
機

能
で
あ
る
が
、
こ
の
點

に
於
て
も
資
本
家
と
フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
提
携
は
絶
対
的
で
は
あ
り
得
な
い
。
何
ん
ーこ
な
れ
ば
資
本
家

に
,こ

つ
て
は
、
國
民
経
済

よ
り
も
、
自
己
の
経
済
的
利
益

が
、
第

一
義
的
な
も
の
,こ
な

つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

右
の
や
う
な
二
つ
の
観
點

か
ら
、
両
者

の
関
係

を
考

へ
て
見
る
・こ
き
に
、
結
局
次
の
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ

る
。
す
な
は
ち
フ
ァッ

シ
ズ

ム
政
権
に
よ

つ
て
行
は
れ
る
統
制
的
経
済

の
下
に
於
て
は
、
資
本
の
自
然
的
な
競
争
が
次
第

に
阻
止
さ
れ
る
結
果
、
政
府

に
近

接
す
る
資
本
家
が
有
利
な
地
位
に
立
ち
、
政
府
の
遠

い
関
係
に
あ
る
資
本
家
が
不
利
な
地
位
に
置

か
れ
る
-三
ム
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
結
局
ま
す
ま
す
或
る
少
数
者
の
有
す
る
資
本
独
占

の
獲
展
過
程
を
,
急
速
度
に
"な
ご
る
,こ
云
ふ
こ
と

に
な
る
。
そ
の
た
め
に
立

憲
議
會
主
義

の
政
党
政
治
よ
り
も
、
は
る
か
に
能
率
あ
る
政
治
形
式
,こ
し
て
、
フ
ァ
ッ
シズ
ム
は
現
は
れ
て
き
た
も
の
ーこ
考

へ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

右
の
考

へ
を
論
詮
す
る
事
實
を
求
め
る
こ
と

は
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
最
近
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
に
発
生
し
た
事
實
に
よ

つ
て
、
幾
ら
か
の
論
證

,こ
す
る
こ
ミ
が
で
き
る
・こ
思
ふ
。
そ
れ
は
昨

一
九
三
〇
年

ロ
ー

マ
進
軍
紀
念
日
を
中
心
-、)
し
て
検
暴
さ
れ
た



右
翼

的

分

子

の
反
フ
ァ
ッ
シ

ズ

ム
陰

謀
と

、

そ
れ

ーこ
並

ん

で

認

め

ら

れ

る
イ
タ
リ
ア

社

會
経
済

状

態

そ
の

も

の

で

あ

る
。

最

近

の

イ

タ

リ

ア
の
反

政

府

運

動
と
し
て

は
、

イ

タ

リ

ア
の
詩

人
A
d
o
l
f
o
 
d
e
 
B
o
s
i
s

の

未

亡

人

(
米

國

人

)

を

中

心
と

す

る

『
正
義

-ご
自

由

」

(
G
i
u
s
t
i
z
i
a
 
e
 
L
i
b
e
r
t
a

)
と

云

ふ

ロ
ー

マ
に

本
部

を
有

し

、

約

二

十

五
萬

の

會

員

を

有
す

る

唱こ
云

は
れ

る

秘

密

結

社

、

ロ

ン
ド

ン
や

米
國

に
あ

る
"
F
r
i
e
n
d
 
o
f
 
I
t
a
l
i
a
n
 
F
r
e
e
d
o
m
.
"
 
(
"
I
t
a
l
y
 
T
o
d
a
y
"

云

ふ
月

刊

誌

を

有

す

る
)

の

や
う

な

り

ベ
ラ

リ

ズ

ム
.

イ

タ

リ

ア
國

内

の
"
N
a
t
i
o
n
a
l
 
A
l
l
i
a
n
c
e
.
"

の

や
う

な

君

主
主
義

リ

ベ
ラ

リ

ス

ト
の
運
動

、

及

び

フ

ラ

ン

ス
に
本

撮

を
有

す

る
前
社
會
党

領

袖
F
i
l
i
p
p
o
 
T
u
r
a
t
i

の
指

導

下

に
あ

る
"
C
o
n
c
e
n
t
r
a
t
i
o
n
 
 
a
n
t
i
-
F
a
s
c
i
s
t
e
 
I
t
a
l
i
e
n
n
e
"

な

,ご
が
あ

る

の

で

あ

る
が

、

今

回

検

塞

さ

た
人

物

は

み
な

ド

ーー

ボ

シ

ス
夫

人

を

中

心
と

し

、

イ

タ

リ

ア
實

業

界

の

知

名

の

人

々
を

含

ん

で

ゐ

る
の

で

あ

る
。

(
註

團
)
そ
し

て

そ

の
陰

謀

の
動

機

が

、
政

府

の
財

政

及

び

國

民
経
済

政

策

に
対
す

る
反
対

に
原

因

す

る
こ
と

を

見

る

の

で

あ

る

。そ

れ

ー、、
同

時

に
、
昨

年

か

ら

今

年

に
か

け

て
、

イ

タ

リ

ア
國

内

の
経
済

財

政

上

の
窮

乏

が

、
著

し

く
現

は

れ

て

き

た
こ
と

で
あ

る

が

,

(
註

二
)
し

か
も

そ

の
間

に
あ

つ
て

イ

タ

リ

ア
有

数

の

公
稀

事

業
會

社

『
ア
ド

リ

ア

チ
・
ク
電

氣

會

就
」

は
、

一
九

三
〇

年

に

於

て
、

一
九

二
九

年

よ

り

も

,

二
七

%

以

上

の

よ
り

多

く

の
利

潤

を
墨

げ

た

ε
傳

へ
ら

れ

て

ゐ

る
こ
と

で

あ

る
。

(
註

三
)

(註

一
4

『
マ
ン
チ
エ
ス
タ
H
ガ
ー
ヂ
ア
ソ
週
刊
」

(
}
九
三
〇
年
十

一
月
十
四
日
登
行
)

の
報
導
に
よ
れ
ば
、
十
月
末
か
ら

一
月
に
か
け
て
、
二
十
鯨

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

=
號
)

(
A

七
七
)

七
七



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
冒
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
)

(A

七
八
)

七
八

名

の
實
業
界
、
學
界
及
び
言
論
界

の
知
名
の
士
が
槍
墨
さ
れ
た
。
全
部

の
人
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
衣

の
如
き
人

々
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
ざ

云

ふ
・
d
e
 
B
o
s
i
s

夫
人
。
M
a
r
i
n
o
 
V
i
n
e
i
g
u
e
r
r
a
,
 
 
R
e
n
z
o
 
R
e
n
d
i

の
如
き
新
聞
人
B
o
r
t
o
l
o
 
B
e
l
o
t
t
i
.

銀
行
界
に
於
け
る
知
名
の
士

で
あ
り

有
名
な
財
政
家
で
あ
り
、
ポ
ノ
ミ
内
閣

の
商
工
大
臣
で
あ
り
、

ニ
ッ
チ
内
閣

の
次
官
で
あ

つ
て
、

『
イ
タ
リ
ア
商
業
銀
行
』

の
法
律
顧
問
ざ
し
て
彼
の

関
係

は
世
間
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。
そ
の
罪

目
は
プ
ア

ッ
シ
ス
ト
政
府
韓
覆
の
陰
謀
で
あ
る
が
、
彼
が
ボ
ノ
ミ
に
対
し
て
イ
タ
リ
ア
の
財
政

の
現
状
を

非
難
し
、
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
政
府
は
共
産
主
義
を
實
現
せ
ん
ざ
ず
る
も
の
で
あ
る
ざ
論
じ
だ
こ
ざ
に
あ
る
ざ
云
は
れ
て
ゐ
る
。
P
r
o
f
.
 
E
r
n
e
s
t
o
 
B
e
l
l
o
n
i
.

ミ
ラ
ノ
の
前
P
o
d
e
s
t
a
.

(
す
な
は
ち
自
治
制
艘
止
後
に
置
か
れ
た
プ
ア
ッ
シ
ス
ト
の
官
選
知
事
)
罪
目
は
同
様
。
P
r
o
f
.
 
G
i
u
s
e
p
p
e
 
R
e
n
s
i

ゼ
ノ

バ
大
墨

の
有
名
な
哲
學
教
授

で
、
ギ
オ
リ
ッ
チ
派

の
自
由
民
主
党

員
。
P
r
o
f
.
 
F
e
r
r
u
c
c
i
o
 
P
a
r
r
i
.

自
由
霊
員
、
参
戦
功
螢
者
、
参
謀
本
部
附
の
士

官

、
前
在
郷
軍
入
團
幹
事
。
S
i
g
n
o
r
 
D
i
n
o
 
R
o
b
e
r
t
o
.

共
和
窯
員
、
全
國
傷
病
兵
團

の
創
立
者
。
P
r
o
f
.
 
R
i
c
c
a
r
d
o
 
B
a
u
e
r
.

自
由
霊
員
、
有
名

な
戦
士
、
負
傷
者
。
P
r
o
f
.
 
F
a
b
i
o
 
L
u
z
z
a
t
t
o
.

民
主
共
和
窯
員
で
ミ
ラ
ノ
大
學
教
授

、
黎
戦
勲
功
者
。
D
r
.
 
R
a
f
f
a
e
l
e
 
C
a
n
t
o
n
i

同
じ
く
参
職
勲

功
者
で
あ
る
。
P
r
o
f
.
 
G
a
e
t
a
n
o
 
P
i
e
r
a
c
c
i
n
i
.

前
代
議
士
な
ざ
の

二
十
四
名
で

あ

つ
た
。

(
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r
 
G
u
a
r
d
i
a
n
 
W
e
e
k
l
y
,
 
N
o
v
.
 
1
4
.

1
9
3
0
;
 
C
u
r
r
e
n
t
 
H
i
s
t
o
r
y
,
 
D
e
c
.
 
1
9
3
0
,
 
J
a
n
.
 
1
9
3
1
.

)
更
に
本
年

一
月
二
十
四
日
に
至
つ
て

「
國
民
経
済

准
紛
濡
せ
し
め
、
且

つ
多
大
な
障
害
を

そ
れ
に
與

へ
た
」
ざ
云
ふ
か
♂
で
、
イ
タ
リ
ア
第

一
の
金
持
ざ
云
は
れ
、
人
造
絹
糸
會
社
の
就
長
た
る
R
i
c
a
r
d
o
 
G
u
a
l
i
n
o

が
槍
鴉

さ
れ
、
二
日
の

後
L
i
p
a
r
i島

へ
五
年

の
流
刑

に
露
せ
ら
れ
、
更
に
今

一
人
の
有
力
な
實
業
家
で
、

或
る
有
力
な
電
氣
事
業
の
中
心
人
物
た
る
C
o
m
m
e
n
d
a
t
o
r
e

P
a
n
z
a
r
a
s
a

も
槍
畢
さ
れ
沈
。
グ
ア
リ
ア
ノ
の
事
件
は
、

彼

の
事
業
に
外
國

の
同
業
関
係

者
を
加
入
せ
し
め
ん
ざ
し
た
ざ
云
ふ
こ
ざ
》
、

彼
の
関
係



ず
る
ト
リ
ノ
の
有
力
な
農
業
銀
行

の
破
産
を
惹
起

し
た
ざ
云
ふ
こ
ざ
が
理
由
に
な

つ
て
を
り
、
後
者
も
亦

プ
ア
ツ
シ
ス
ト
政
府

の
経
済
政
策
を
無
視

ず

る
経
鶯
に
劃
す
る

抑
歴
で
あ

つ
た

模
様

で
あ
る
が
、

要
す
る
に
政
府

の
統
制
羅
濟
の

蟻
牲
で
あ
る
こ
ざ
は
明
白
で
あ
る
o

(
C
u
r
r
e
n
t
 
H
i
s
t
o
r
y
,

M
a
r
c
h
 
 
1
9
3
1
,
 
P
.
9
4
5
.

)

.

(
註
二
)

イ
タ
リ
ア
政
府

の
統
計
月
報
"
B
e
l
l
e
t
i
n
o
 
M
e
n
s
u
a
l
e
 
S
t
a
t
i
s
t
i
c
a
"

に
も
ざ
つ
く
信
用
す
べ
き
統
計
に
よ
れ
ば
・
イ
タ
リ
ア
脛
濟
財
政
の

現
朕
は
次
の
如
く
悲
観
的
で
あ
る
o

一
、
公

の
失

業
者
総
敷

(
一
九

一
=

年

の
最
大
失
業
者
藪
六
十
六
萬

人
)
。

一
九
二
九
年

二
月

(
最
大
)

四
三
九

・
三
四
七

一
九
三

一
年

一
月

七

二
二

・
六

=

一

全

六
月

(
最
小
)

一
九
三

・
三
二
五

全

二
月

七
六
五

・
三
二
五

「
九
三
〇
年

六
月

(
最
小
)

三
二
二
・
二
九

一

全

四
月

六
七
〇

・
三
五
三

全

七
月

三
四
二
・
〇
六

叫

全

六
月

五
七
三

・
五
九
三

全

八
月

三
七
五

.
五
四
八

全

七
月

六
=
、七

・
一
五
六

全

九
月

三
九
四

.
六
三
〇

全

九
月

、

七
四
七

・
七
六
四

全

十
月

四
四
六

.
四
九
六

(
E
c
o
n
o
m
i
s
t
,
 
L
o
r
d
o
n
.

そ

の
他
数
種

の
文
献
を
照
合
し
て
右

の
表

全

十

一
月

五
三
四

・
三
五
六

を
作

つ
た
。
)

全

十
二
月

六
四
二

・
一
六
九

フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相

ざ
本
質

(第

二
巻
第

「
號
)

(
A

七
九
)

七
九



(
7
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

一
號
フ

(A

八
〇
ノ

八
〇

政
府

は
極
力
救
濟
事
業
を
行

つ
て
ゐ
る
に
も
か

》
は
ら
ず
.
な
ほ
か
つ
か
や
う
な
失
業
者
の
増
大
し
て
ゐ
る
こ
ざ
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
例

へ
ば

一
九

三
〇
年
度
に
は
、
失
業
救
濟

に
役
立

つ
公
共
事
業
の
た
め
に
、
二
五

・
0
0
0
萬
リ
ラ
の
資
金
が
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
。

(
"
I
t
a
l
i
a
n
 
C
o
r
p
o
r
a
t
e
 
S
t
a
t
e
,
"
b
y
 
C
a
r
m
e
n
 
H
a
i
d
e
r
,
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
S
c
i
e
n
c
e
 
Q
u
a
r
t
e
r
l
y
,
 
J
u
n
e
 
1
9
3
1
,
 
P
.
 
2
4
5
.

)

ρ

二
、
鐵
道
荷
物
蓮
輸
指
数

一
九
三
〇
年

一
月

四

・
四
〇

全

十

二
月

三

・
五

一

全

二
月

四

・
一
九

一
九
三

一
年

一
月

三

・
四
九

全

十
月

五

・
〇
七

全

二
月

一二
.
二
六

全

十

一
月

四

・
=
二

(
V
a
r
g
a
,
 
a
.
 
a
.
 
0
,

)

三
、
貿
易
額

(
輩
位
百
萬

リ
ラ
)

一
九

二
九
年
十
二
月

(
出
)
二
〇
六
九

(
入
)

=
二
九
七

一
九
三
〇
年

一
月

一
五
〇
六

九
七
五

全

二
月

↓
四
九
五

げ

一
〇
七
七

全

十

二
月

一
六
三
六

一
〇
五
六

一
九
三

一
年

一
月

一
〇
二
五

六
九

一



全

二
月

一
9

二
五

八
五
七

(全
上
)

四
、
財
政
状
態
を
見
る
に
、

一
九
三

一
年
六
月
の
調
査
で
、

一
九
三
〇
1

一
九
三

}
年
會
計
年
度

の
國
債
総
額
三
七

・
〇
二
九
十
憶
リ
ラ
、
そ
の
年
償

却
金
二

・
六
九
五
十
億
リ
ラ
。
歳
計
は

}
九

二
九
⊥

二
〇
年
度
は

一
五
〇

・
七
百
萬

リ
ラ
の
歳
入
超
過
で
あ

つ
た
が
、

一
九
三
〇
ー

叫
九
三

一
年
度

は
、八
九
五
・
九
百
萬

リ
ラ
ざ
云
ふ
巨
額

の
歳
入
不
足
を
示
し
た
。
(
E
.
 
L
o
r
e
n
z
,
 
 
M
u
s
s
o
l
i
n
i
 
 
I
t
a
l
i
e
n
 
i
m
 
S
t
u
r
m
 
d
e
r
 
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
k
r
i
s
e
.

)

ま
た
今
年
度

の
財
政
は
、
ず
で
に
最
初

の
二
ケ
月
に
於
て
、
五
億

リ
ラ
の
不
足
を
告
け
た
の
で
、
去

る
九
月
に
至

つ
て
、
輸
入
關
税

「
五
%
を
引
上

げ
、
八
億
リ
ラ
の
財
源
を
得
る
こ
ざ
に
な

つ
た

(
"
V
O
l
k
i
s
c
h
e
 
B
e
o
b
a
c
h
t
e
r
,
"
1
-
2
.
 
N
o
v
.
 
1
9
3
1
,
 
S
.
 
4
.

)
こ

の
財
入
不
足
の
原
因
が
、
失
業

救
濟
費

の
増
大
ざ
、
震
災
救
濟
費

の
た
め
で
あ
つ
た
ざ

ロ
ン
ド
ン
・
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
は
説
明
し
て
ゐ
る
。
(
S
e
p
t
.
 
1
2
,
 
1
9
3
1
,
 
P
.
 
4
6
7
.

)

五
、
社
會
生
活
は
さ
う
で

あ
る
か
ざ
云
ふ
に
、

右

の
財
政
難
に
件
う
て
、

『
九
三
〇
年
十
二
月

}
H

以
降
.
官
吏
減
俸

一
二
%
が
行
は
れ
、

更
に
高

級
官
吏

に
は
、
二
五
乃
至
三
五
%
の
減
俸
の
計
書
が
あ
る
、、c
傳

へ
ら
れ
た
。

の
み
な
ら
ず
官
吏

一
四
五
名

の
陶
汰
が
決
行
さ
れ
だ
。

(
C
u
r
r
e
n
t

H
i
s
t
o
r
y
,
 
o
c
t
.
 
1
9
3
0
,
 
J
a
n
.
-
M
a
y
.
 
1
9
3
1
.

)
ま
だ
現
下
イ
タ
リ
ア

の
諸
大
學
教
授

に
し
て
、
二
千
六
百
圓

(
千
三
百

ド
ル
)
以
上
の
年
俸
を
得
て

ゐ
る
も
の
は
殆
ん
♂
な
い
が
、
そ

の
生
活
状
態
を
見
る
に
、
米
國
の
生
活
費
ざ
僅
に
少
し
ぼ
か
り
低

い
程
度
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
生
活
は
決
し
て
裕

か
で
は
な
い
。
日
本
よ
り
も
遙
に
悪

い
状
態

に
あ
る
。
(
I
d
e
m
.
 
J
a
n
.
 
1
9
3
1
.
 
P
.
 
5
3
9
.

)

次
に
労
働
者

の
賃
銀
は
、
八
%
、
店
員

の
給
料
は

一
〇
%
、
農
業
労
働
者
に
あ
つ
て
は
二
五
%

の
低
落
を
示
し
、
こ
れ
に
対
し
生
活
費

の
指
数
は
、

一
九

一
四
年
を

}
0
0
ざ
し
て
、
一
九
二
九
年

の
ロ
ー

マ
の
状
態
は
五
〇
〇
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
九
月
は
四
九
八
ざ
公
表
さ
れ
て
ゐ
る
。
(
V
a
r
g
a
,

フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
朧
)

(
A

八

一
)

八

一



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
霧
第

一
號
)

(
A

八
二
)

八
二

.
 
V
i
e
r
t
e
l
j
a
h
r
 
1
9
3
0
,
 
S
.
 
 
3
1
0
.
E

)

ま
た
別
の
資
料
に
よ
れ
ぼ
、
労
働
者

の
賃
銀

の
低

下
が
、
次
の
如
く
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
o
金
工

(
一
九

一
四
年
に
対
し

一
九

二
八
年
の
減

二
〇
%
)

製
絨

(
生
活
費
指
数

一
九
一
二

年
後
牛
五
二
二
、

一
九

二
八
年
九
月
五

二
九
に
劉
し
、
賃
銀

一
日

一
六

.
九
〇
リ
ラ
か
ら

一
四

.
八
〇
乃
至

=

一
.

八
〇
を
示
し
て
ゐ
る
)
建
築

(
生
活
費
指
数

一
九

一
四
年

一
〇
〇
、

一
九
二

一
年
五
四

一
、

一
九
二
八
年
九
月
五
二
九
に
劉
し
、
賃
銀
は
そ
れ
ぞ
れ

四

・
四
リ
ラ
、
二
六

・
四
〇
リ
ラ
、

一
八

・
四
〇
リ
ラ
)
鐵
道
工
事

(
一
九

二

一
年
に
封
ず
る

一
九
二
八
年
九
月
の
生
活
費
指
数

の
増
加
七

ボ
イ
ソ

ト
な
る
に
、
賃
銀
は
同
年
間
に
二
五

・
四
〇
リ
ラ
か
ら
二
〇

・
八
〇
リ
ラ
に
下
落
し
た
)
(
C
a
r
m
e
n
 
H
a
i
d
e
r
,
 
O
p
.
C
i
t
.
P
P
.
2
3
7
-
2
3
8
.

)

最
近

二

九
二
二

年
九
月
二
十
七
日
-
二
十
九
日

ミ
ラ
ノ
に
於
け
る
プ
ア

ッ
シ
ス
ト
農
業
労
働
者
大
會
に
於
て
)
登
表
さ
れ
だ
報
告
に
よ
れ
ば
、

一

九

二
七
年
以
來

の
農
業
労
働
者
賃
銀
の
低
落
、
李
均
二
八

・
五
%
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
賃
銀
の
高
か
つ
だ
北
部
で
は
、
遙
に
平
均
額
を
超
.礼

エ
リ
ミ
ヤ
三
八
%

ミ
ラ
ノ

・
ク
レ
モ
ナ

・
パ
ビ
ヤ
で
は
四
五
乃
至
五
〇
%
の
下
落
を
見
た
。
(
L
o
r
e
n
z
,
 
a
.
 
a
.
 
0

)

そ

の
反
対
に
政
府

の
財
政
難
に
件
ふ
諸
税

の
引
上
げ
の
結
果
、
流
通
税

(
U
m
s
a
t
z
s
t
e
u
e
r

)

は
税
率
○

・
二
五
%
か
ら

一
・
五
%
に
、
そ
し
て

更
に
二

・
五
%

に
引
上
け
ら
れ
、
三
十
六
億
リ
ラ
の
財
源
を
得

、
清
費
税
及
び
關
税

の
引
上
け
の
結
果
、
五
十
五
億
リ
ラ
を
得

た
。

(全
上
)

ま
た
農
村
の
窮
乏
に
つ
い
て
は
、
米
の
生
産
費
が
七
〇
〇
リ
ラ
か
か
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
市
場

の
米
債
は
、
僅

に
四
五
〇
ツ
ラ
に
ず
ぎ
な
い
た

め
、
近
頃
"
N
a
t
i
o
n
a
l
 
R
i
c
e
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
"
を

設
置
し
て
.
米
償
統
制
を
ず
る
こ
ざ
に
な

つ
た
Q

そ
れ
に
よ
る
.≧
、
米
慣
を
生
産
費
ざ
同
額

の
七

〇
〇
ジ
ラ
に
公
定
し
た
。
但

し
契
約
自
由
は
、
こ
れ
を
絶
対

に
禁
逼
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
費
買
償
格
は
必
ず
右

の
米
贋
統
制
機
關
の
承
認
を
必
要



ざ
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
(
E
c
o
n
o
m
i
s
t
,
 
L
o
n
d
o
n
,
 
N
o
v
,
7
,
 
1
9
3
1
,
 
P
.
 
8
6
2
.

)
外
務
省

「
海
外
事
情
』

(
誰

三
)
C
w
r
r
e
n
t
 
H
i
s
t
o
r
y
,
 
S
e
p
t
.
 
1
9
3
1
.
 
 
P
,
 
9
3
8
.

更
に
後
に
述
べ
る
ド
イ
ツ

の
ナ
チ
ス
ざ

ヘ
ッ
セ
ン
面
ダ
ル
ム
シ

ユ
タ
ッ
ト
資
本
家
達
ざ
の
聯
携

の
暴
露

に
關
す
る
記
事
を
参
照
ず
べ
き
で
あ
る
〇

四

他

國

に
於

け

る

フ
ァ
ヅ
シ
ズ

ム
運
動

ε

フ
・
ッ
シ
ズ

ム

の
本

質

附
記

私
は
更
に
ド
イ

ツ
、
フ
ラ

ン
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
運
動
を
分
析
し
て
、
綜
合
的
結
論
を
得
た
い
ざ
思

つ
だ
が
・
與

へ

ら
れ
た
る
紙
面
を
ず
で
に
大
分
超
過
し
て
し
ま

つ
た
か
与
詳
述
は
別

の
機
會
に
譲
り
、
そ
の
要
領
の
み
を
摘
記
し
て
・

一
つ
の
結
論
に
到
達
し

や
づ
ざ
思
ふ
。

ド
イ
ツ

に
は
,

今

日
す

で

に
政
党

,こ
し

て
現

は

れ

て

ゐ

る

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
的

な
團
體

に
、

次

の

四

つ
が
あ

る
。

一
℃

ア
ド

ル

フ
H

ヒ
ト

ラ

ア

(
A
d
o
l
f
 
H
i
t
l
e
r

)
の

『
國

民

社

會
労
働

窯

」

(
N
a
t
i
o
n
a
l
s
o
z
i
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
 
D
e
u
t
s
c
h
e
 
A
r
b
e
i
t
e
r
p
a
r
t
e
i
,

N
a
z
i
s
.

)

二

、

ヒ
ュ
ー

グ

ン

ベ

ル
グ

(
D
r
.
 
H
u
g
e
n
b
e
r
g

)

の

『
ド

イ

ツ
民

族
国
民
党

」

(
D
e
u
t
s
c
h
n
a
t
i
o
n
a
l
e
 
V
o
l
k
s
p
a
r
t
e
i

)

三

、

一
九

一
三

年

七

月

℃
前

者

か

ら

分
裂

し

た

「
保

守
国
民
党

』

(
K
o
n
s
e
r
v
a
t
i
v
e
 
V
o
l
k
s
p
a
r
t
e
i

)

フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第

二
巻
第

「
號
)

(
A

八
三
)

八
三



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
省
第

一
號
)

(
A

八
四
)

八
四

四

、

一
九

三
〇

年

四

月
成

立

せ

る

『
ド

イ

ツ
青

年

團

』

(
J
u
n
g
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
O
r
d
e
n

)

の
政

治

機

關

,こ
し

て
、

一
九

三
〇

年

七

月

に

『
ド

イ

ツ
國

家
窯

』

(
D
e
u
t
s
c
h
e
 
S
t
a
a
t
s
p
a
r
t
e
i

)

の
成

立

に
際

し

そ
れ

に
合

流

し

た

が

、

同

年

九

月

十

四
日

の
総
選
挙

の
後

、

そ

れ

か

ら

更

に
分

裂

せ

る

『
國

民

民

族

同

盟

」

(
V
o
l
k
s
n
a
t
i
o
n
a
l
e
r
 
B
u
n
d

)

こ

の

四

つ
の
う

ち

ヒ
ュ
ー

グ

ル

ベ

ル
グ

の
運
動

は
、

君

主

主
義

の
綱

領

を
有

し
、

最

も

右
翼

に
立

つ
て

ゐ

る

。

こ

れ

に
反

し

て
第

三

の

『
ド
イ
ツ

青

年

團

」

の
政
党

は
、

現

行

共

和

主
義

憲

法

を
是

認

し

て
ゐ

る

の

で
あ

る
が

。

在

郷

軍

人

團

が

本

來

そ
の

中

心

勢
力

ミ

な

つ
て

ゐ

る
も

の

で
あ

つ
て

、

前

者

よ

り
も

フ
。
ッ
シ
ズ

ム
的

で
あ

る
ミ

云

ひ

得

る
。

け

れ

さ

も

,
最

も

典

型

的

な

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
S
し

て

は
,

ヒ
ト

ラ
ー

の

ナ

チ

ス
で
あ

る
こ
と

は

云

ふ

ま

で

も
な

い

。

而
し

て

こ

の

ナ

チ

ス
は

、

一
面

社

會

主
義

綱

領

を
持

ち
、

他

面

に

民

族

主
義

綱

領

を
持

つ
て

ゐ

る

の

で
あ

る
。

(
註
)

(
註
)

右
四
政
党

の
綱
領

の
対
立
的
意
義
は
、

ナ
チ
ス
の
出
し

て
ゐ
る
り
ー
フ
レ
ツ
ト

.
"
N
a
t
i
o
n
a
l
s
o
z
i
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
 
B
i
b
l
i
o
t
h
e
k
"
 
H
e
f
t
 
2
0
.
 
"
D
i
e

p
o
l
i
t
i
s
c
h
e
 
P
a
r
t
e
i
e
n
 
a
n
d
 
i
h
r
e
 
S
i
i
n
d
e
n
,
"
 
V
o
n
 
H
a
n
s
 
W
e
b
e
r
s
t
e
d
t
,
 
1
9
3
0
.

を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

「
ド
イ
ツ
青
年
團
」

に
つ
い
て

は
、
"
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
H
a
n
d
b
o
o
k
 
o
f
 
t
h
e
 
W
o
r
l
d
,
 
1
9
3
1
.
"
 
(
P
.
 
7
6
参

照

。

右

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
第

一
朋
(
H
e
f
t
1
)
は
、
ナ
チ
ス
の
綱
領

の
解
説
で
あ
る
。
所
謂
そ
の
二
十

一
網
領
を
見
れ
ば
、
よ
く
そ
の
本
質
が
分
る
。
更

に
H
i
t
l
e
r
,
 
M
e
i
n
 
K
a
m
p
f
.

は

剛
層
よ
く
そ
の
本
質

に
つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
る
o
ま
た
ナ
チ
ス
の
反
セ
ミ
チ
ズ

ム
運
動

の
機
關
紙
ざ
し
て
は
、
月



刊
誌
・
"
D
e
r
 
 
W
e
l
t
k
a
m
p
f
"

が

ミ
ユ
ソ
ヘ
ソ
か
ら
出
て
を
り
、ま
た
階
級
理
論
に
つ
い
て
は
、
W
a
l
t
e
r
 
S
c
h
m
i
t
t
,
 
D
i
e
 
K
l
a
s
s
e
n
k
a
m
p
f
t
h
e
o
r
i
e

豆

a
n
d
 
i
h
r
e
 
W
i
d
e
r
l
e
g
u
n
g
,
 
1
9
3
0
.

が
適
切
で
あ
る
。

ナ
チ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
年

(
一
九
三

一
年
二

二
月
二
十
四
日
の

ベ

ル
リ

ン
登
行

の

「
八
時
夕
刊
紙
」
(
8
U
h
r
A
b
e
n
d
b
l
a
t
t
と
称

ず
る

一
般
新

聞
紙
h
に
、

ヘ
ッ
セ

ン
ーー
ダ

ル
ム
シ
ユ
タ
ッ
ト
の
尺
資
本
家
が
、
共
産
裳
抑
歴
の
手
先
た
る
こ
ざ
を
條
件
ざ
し
て
、
ナ
チ
ス
に
巨
額

の
軍
資
金

の
寄
附

な
な
し
つ
つ
あ
る
ご
ざ
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
自
身

の
手
紙
ざ
共
に
登
表
さ
れ
た
。
そ
の
資
料
の
価
値

に
つ
い
て
は
、
も
ざ
よ
り
私

の
知
る
ざ
こ
ろ
で
な
い
が

あ
り
う
べ
き
こ
ざ
で
は
な
い
ざ
否
定

さ
れ
得
る
事
柄
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ

に
は
こ
れ
ら
四
つ
の
政
党
の
外
に
、
帝
政
復
古
運
動

ざ
し
て
の
"
S
t
a
h
l
h
e
l
m
"

(鐵
兜
)
の
運
動
が
あ
り
、
窯
員
も
相
當

の
数

に
止

つ
て

ゐ
る
け
れ

ε
も
、

(
去
る
七
月
に
は

一
萬
五
千
人
の
示
威
運
動
が
行
は
れ
た
)
そ

の
立
場
は
、
超
政
党

的
た
る
こ
ざ
を
博
色
ざ
し
て
ゐ
る
点
で
、
上
に

あ
け
た
も
の
.≧
異

つ
て
ゐ
る
o

フ
ラ

ン
ス

に
於

て

は
、

前

に
述

べ
た

『
ア

ク

シ
。
ン
日

フ

ラ

ン

セ
ー

ズ
』

及
び

ヴ

ァ
ロ
ア
の

『
フ

ェ
ー

ソ

ウ
』

の

外

に
、

『
自

由
』

(
L
a
 
L
i
b
e
r
t
e

)

の

主
筆

で

、

代

議

士
な

る
P
i
e
r
r
e
 
T
a
i
t
t
i
n
g
e
r

を

指
導

者

,こ

す

る

『
愛

國
青

年

團
』

(
J
e
u
n
e
s
s
e
s
 
P
a
t
r
i
o
t
e
s

)

が

あ

り
、

ヴ

ァ
ロ
ア
の
運
動

が

失

敗

せ

る

に
ひ

き

か

へ
て

、

こ

の

運
動

は

フ
ラ

ン

ス
の

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
運
動

,こ
し

て
、

最

も

有

望

親

さ

れ

て

ゐ

る
。

こ
の

運

動

は

一
九

二

四
年

『
愛

國
聯

盟

』

(
L
e
a
g
u
e
s
 
d
e
s
 
P
a
t
r
i
o
t
e
s

)

の

一
翼
と

し

て

、

創

設

さ

れ

た

も

の
で

あ

る
。

(
註
)

プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
.込
本
質

(
第
二
省
第

一
號
)

(
A

八
五
)

八
五



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
の
實
相
ざ
本
質

(
第
二
巻
第

一
號

)

(
A

八
六
)

八
六

(
註
)
S
u
r
v
e
g
 
o
f
 
 
F
a
s
c
i
s
m
,
 
v
o
l
.
 
I
.
 
P
P
.
 
1
9
5
-
1
9
6
;
 
E
u
r
o
p
a
 
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
,
 
1
9
2
9
,
 
P
.
 
1
6
9
.

イ

ギ

リ

ス

に
於

て

は
、

保

守
黛

、
自
由
党

及

び
労
働

窯

の
最

近

の
分
裂

の
う

ち

に

、

み

な

フ
。
ッ
シ
ズ

ム
の
傾

向

を
認

め

る
こ
と

が

で

き

る
の

で

あ

る

が

、

し

か
し

そ

の
最

も

典

型

的

な

も

の

は
、

オ

ス

ワ

ル
ド

ーー

モ
ズ

レ
ー

(
O
s
w
a
l
d
 
M
o
s
l
e
y

)

の

『
新
政
党

』

(
T
h
e
 
N
e
w
 
P
a
r
t
y

)
で

あ

る
こ
と

は
云

ふ

ま

で
も

な

い
。

そ
の

綱

領

は
、

本

年

三
月

結

窯

の
宣

言

に

よ

つ
て

こ
れ

を
知

る

こ

.こ
が

で

き

D

か

つ
J
o
h
n
 
S
t
r
a
c
h
e
y

及

び
C
.
E
.
M
 
J
o
a
dの
"
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
 
R
e
f
o
r
m
:
 
T
h
e
 
N
e
w
 
P
a
r
t
y
'
s
 
P
r
o
p
o
s
a
l
s
"
 
(
T
h
e

P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
Q
u
a
r
t
e
r
y
,
 
V
o
l
.
l
[
,
 
N
o
.
3
.
 
J
u
I
y
-
S
e
p
t
.
 
1
9
3
1
)

に

よ

つ
て
、

そ

の
新

國

家

論

を
知

る

こ

ミ
が

で
き

る
。

(註
)

(註

)

ア
メ
リ
カ
の
"
K
u
-
K
l
u
x
K
l
a
n
.
"
ス
ペ
イ
ン

の

、
"
U
n
i
o
n
 
P
a
t
r
i
o
t
i
c
a
.
"

.
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
R
o
m
a
n
 
D
m
o
w
s
k
i

の

.
"
C
a
m
p
 
o
f
 
G
r
e
a
t

P
o
l
a
n
d
"
 
(
O
b
o
z
 
W
i
e
l
k
i
e
j
 
P
o
l
s
k
i
)

な
ど
が
、
み
な
フ
ア

ッ
シ
ズ

ム
運
動
で
あ
る
が
、

今
日

の
状
態
は

明
白
で
な
い
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

"
H
e
i
m
t
w
e
h
r
"

も

一
つ
の
プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
運
動
で
あ
る
。
.し
か
し
以
上
の
フ
ア
ツ
シ
ズ

ム
は
す
べ
て
、
初
期
の
段
階
に
在
る
。

こ
れ

ら

の
各
運
動

を

通

じ

て

、

私

共

は
次

の
如

き

傾

向

を

認

め

る
こ
と

が

で

き

る

の

で
あ

る

。

一
、

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の

國
家

理

論

は

、
多

元
的

國

家

論

叉

は
職

能

代

表

論

に
於

て

主
張

さ

れ

て

ゐ

る
、
機

能

主
義

の
政

治

理
論

の

上

に

立

つ
て

ゐ

る
。

私

共

は
そ

れ

が

今

日

で

は
、

一
つ
の

フ
.
.
シ
ズ

ム
の

反

動

理

論

に
外

な

ら

な

い

,、、
云

ふ

こ
ー、」
に

、

注

目

し

た

い

。



二
、
民
族
主
義
を
主
張
す
る
け
れ
、こ
も
、
そ
の
民
族
観
念
は
、
ゴ
ビ
ノ
オ
の
如
く
、
人
種
即
民
族
ε
見
る
も
の
で
あ

つ
て
、
人
種

的
純
血
を
主
張
す
る
に
あ

る
。
そ
の
意
味
で
反
セ
ミ
チ
ズ

ム
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
反

セ
ミ
チ
ズ
ム
は
、
む
し
ろ
現

實

に
於
け
る
、

セ
ミ
チ
ズ
ム
の
社
會

的
支
配
に
野
す
る
反
感
か
ら
発
生

し
て
ゐ
る
。
す
な
は
ち
、

一
面
に
社
會
運
動

、
他
面
に

金
融
資
本
主
義
,
そ
の
雨
面
に
於
け
る

ユ
ダ
ヤ
的
支
配
が
あ
る
ε
云

ふ
こ
と
を
、
根
本
問
題
と
し
て
ゐ
る
。

三
、
す
べ
て
の
右
に
あ
げ
た
運
動

が
,
中
間
的
中
産
階
暦
の
運
動

・こ
し
て
、
発
展

し
て
を
の
、
か

つ
か
れ
ら
み
つ
か
ら
に
ょ

つ
て

中
産
階
暦
の
た
め
の
運
動

で
あ
る
・こ
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
こ
ミ
で
あ
る
。
す
な
は
ち
現
代
社
會
に
於
け
る
中
産
階
暦
の
沈
潜
的
傾

向
,こ
反
動
的
傾
向
・こ
が
,
先
づ
少
く
も
そ
の
登
端
に
於
て
、
フ
ァッ
シ
ズ

ム
運
動
の
動
機
,こ
な

つ
て
ゐ

る
こ
と
は
,
決
し
て
否
定

さ
れ
得
な
い
事
實
で
あ
る
。
農
村
の
嚢
頽
に
件
ふ
農
村
人
口
の
吸
牧
、
及
び
都
市
に
於
て
は
経
済
恐
慌

に
件
ふ
て
窮
乏
し
行
く

俸
給
生
活
者
,
自
由
業
者
中
、
小
商
工
業
者
ら
の
結
成
ミu云
ふ
こ
と
及
び
そ
の
中
産
階
暦
の
反
動
性
が
、
先
づ
そ
の
運
動

の
嚢

端
を
な
し
て
ゐ
る
。

四
、
し
か
し
消
極

的
原
因
と
し
て

は
、
立
憲
的
政
党

政
治

へ
の
不
満
,
む
し
ろ
そ
の
現
實
政
治
上
の
無
能
,
す
な
は
ち
今
日
の
二

大
階
級
の
対
立

が
激
化
し
ゆ
き
、
現
代
の
政
治
機
構
が
、
結
局
そ
れ
に
対
し

て
、
何
ら
の
解
決
を
も
齎
さ
な
い
ε
云
ふ
観
念
と

事
實
,こ
が
、
人
々
の
思
想
の
う
ち
に
彌
漫
し
て
行

つ
た
結
果
で
あ

る
ε
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

プ
ア
ッ
シ
ズ
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實
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ざ
本
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五
、

し
か

し

て

・こ
く

に

フ
・
ッ
シ
ズ

ム
の
発
展

が

,

資

本

主

義

の
極

度

に
礎

達

せ

る
國

家

よ

り

も

,

未

だ

嚢

達

の

充

分

で

な

い
國
家

に

、

よ

り
多

く

の
獲

展

性
と

可
能

性

を
持

ち

、

且

つ
経
済

的

恐

慌

の
反

響

を

よ
り

多

く

う

け

る
疲

弊

せ

る
國

家

に
、

よ

り
多

く

の

フ
・
・
シ
ズ

ム
発
生

の
危
険

性

が

存

在

す

る
,こ
云

ふ
こ
と

は
、

次

の
こ
と

に

よ

つ
て
説

明

せ

ら
れ

得

る

・こ
思

ふ
。
す

な

は
ち

、

観

念

的

に
も

,
社

會
機

構

,こ
し

て

も
、

リ

ベ

ラ

リ
ズ

ム
の
登

達

の
高

度

な

る
國

家

は
.

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
の
危
険

に
晒

さ
れ

る

こ

,、旨

が

、

そ

の
低

度

な

る
國

家

よ

り

も

少

い
・こ
云

ふ
こ
と

、

そ

し

て

リ

ベ
ラ

リ

ズ

ム
が
獲

達

し

て

ゐ

る

,三

云
ふ
こ
と

は

,
資

本
主
義

が

高

度

に
獲

達

し

て
ゐ

る

,こ
云

ふ
こ
と

で

も

あ

る

の

で

あ

る
。

こ

れ

に
反

し
、

リ

ベ
ラ

リ

ズ

ム
の
襲

達

が
幼

稚

な
國

家

に
於

て

は
、

帝

國

主
義

的

機

構

が

充

分

に
成

熟

せ
ず

、
民

族

主

義

的

残

屑

を

保

有

す

る
こ

・こ
が

多

い
,こ
こ

ろ

か

ら
、

し

た
が

つ
て
、

事

實

的

に
,

ま

た
観

念

的

に
、

反

動

的

要

素

も

、

か

か

る
社

會

に

は
多

い
か

ら
で

あ

る
。

⊥ハ
、

し

か

し

こ

の
反

動

的

勢

力

が

、

い

よ

い

よ
社

會

的

勢

力
と

し

て
確

立

さ
れ

る

た
め

に

は
、

一
面

、

内

部

的

に
,

二
大

階

級

の

闘

争

が

激

化

し

て

、
恐

怖

的

状

態

を

呈
す

る
必

要

が
あ

り
、

他

面

に
ま

た
、

外

部

的

に
、

そ

の
國

民
と

社

會

ε

の
う

ち

に
ひ

そ

む
民
族
主
義
時
代
の
残
存
的
観
念
,こ
機
構
,こ
を
、
刺
戟
す
る
事
件
-

例

へ
ば
戦
争
叉
は
外
交
的
危
機
1

が
勃
発

す
る
,こ
云

ふ
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
右
の
う
ち
の
、
た
だ

一
つ
の
因
子
の
存
在
や
、
或
は
ま
た
単
に
経
済

財
政
的

に
、
國
際
金
融
上
の
恐

慌
に
巻
き
込
ま
れ
た
,こ
云
ふ
事
實
の
み
で
は
、
フ
。ッ
シ
ズ

ム
運
動
の
勃
興
を
作
り
出
す
こ
と

は
困
難

で
あ
る
。



七
,
そ
し
て
結
局

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
が
、
い
か
な
る
社
會
的
機
能
を
充
す
も
の
で
あ
る
か
,こ
云
ふ
に
、
畢
寛
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
帝

國
主
義
の
高
度
の
段
階
を
作
り
出
す
た
め
の
、
特
殊
な
形
式
に
外
な
ら
な
い
,こ
考

へ
ら
れ
る
。
し
た
が

つ
て
か
や
う
な
必
要
の

存
在
す
る
資
本
主
義
嚢
達
の
比
較
的
低
度
、
叉
は

一
時
的
疲
弊
の
存
す
る
資
本
主
義
國
家
に
於
て
、
初
め
て
フ
..
シ
ズ
ム
の
必

要
も
あ
り
、
且
つ
存
立
の
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
今
日
す
で
に
資
本
主
義
の
高
度
の
饗
達

に
到
達
し
て
ゐ
る
國
家
に
於

て
は
、
そ
の
必
要
も
少
い
し
、
そ
の
可
能
性
も
亦
少
く
な
る
。
但
し
相
當
高
度
の
獲
達

に
到
達
せ
る
資
本
主
義
國
家
に
於
て
も

現
下
の
経
済
財
政
的
窮
乏
の
影
響
を
甚
し
く
受
け
て
、
そ
の
資
本
主
義
の
基
礎

に
動
揺
を
生
じ
た
國
家

に
於
て
は
、
お
の
つ
か

ら
ま
た
フ
ァ
ッ
シズ

ム
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
け
れ
,こ
も
,
か
か
る
國
家
が
、
資
本
主
義
的
な
確
實
な
基
礎

を
有
し
て
ゐ
れ
ば
ゐ
る

ほ
、ご
、
フ
。ッ
シ
ズ
ム
発
展
の
程
度
ε
可
能
性
が
少
く
な
る
。

八
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
右
の
や
う
な
意
味
に
於
て
、

プ
ル
ヂ
ョ
ア
ジ
i
独
裁
の

一
つ
の
変
態
,こ
し
て
現
は
れ
て

き
た
過
激
的
政
治
形
式
で
あ
る
,こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
過
激
的
で
あ
る
こ
と

は
。
畢
寛
、
資

本
主
義

の
現
状
を
擁
護
し

そ
の

一
時
的
安
定
を
確
保
す
る
以
上
の
、
何
ら
の
効
果

を
も
持
ち
得
ず
,
資
本
主
義
そ
の
も
の
が
内
包
す
る
社
會

日
矛
盾
を
止

揚
し
て
、
社
會
及
び
國
家
の
永
遠
の
安
定
,こ
礎
達
,こ
を
確
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
又
は
現
在
の
資

本
制
國
家
に
代
る
べ
き
、

新
社
會
組
織
を
作
0
出
し
得
る
も
の
で
も
な
い
。

(
一
九
三

一
年
十

一
月
十
二
日
完
稿
)
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